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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にビーズログ文庫アリス『ＢＬゲームの主人公の弟であることに気がつきました』（著：花果唯）お試し版が収録されています。
















この作品はフィクションです。実在の人物、地名、団体とは一切関係ありません。
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「それでねアタシとしては最近の三次元推おしメンがダントツ桐きりゆ生う先生なわけよ」

　と、河こう野の夏なつ美みが早口で言った。

　即そく売ばい会かいの売り子業務でノベルティのポストカードを透明フィルムに詰つめながら。

「ね、マジにかっこよくない？　あげはもそう思わない？　奇き跡せきじゃない？　若いし細いし背高いしイケボだし清せい潔けつ感かんあるし何より顔面プロ級だし二十八って年齢がまた美お味いしい。ぺろぺろいける」

　はぁ、と答えたのは早さ乙おと女め朱あげ葉は。その販売スペースの、主だった。

「しかも独身彼女なし」

「え、その情報いる？　彼女情報必要？　推しメンの話だよね？　関係なくない？」

　思わず聞いてしまったら、すごい早口がかえってきた。

「え、めっちゃいるし。なんなら最優先事項だし。アイドルだって夢見せてくれてなんぼだし。スキャンダル絶ぜつ許ゆる派はだし。豚にも矜きよう恃じがあるし」

「そもそも桐生先生はただの生物教師でアイドルじゃなくね？」

「だから～アタシの中で今一番アツイ三次元だって言ったじゃん」

　きけよー！　と夏美が言う。いやわたしの話を聞けよ、と朱葉は思った。

　朱葉と夏美はサークルの主人と売り子という関係だったが、同級生で小学校からの幼おさななじみだった。つきあいは長いが、ジャンルはかぶったことがない。

「はーい、これである分終わりっ」

　透明フィルムが尽つきたのを見て、夏美がいそいそと手て鏡かがみをとりだし前髪を整えた。元々美人だが、今日は爪の先まで気合いが入っている。

「今から出れば物ぶつ販ぱんも余よ裕ゆうだと思うし、先あがってもいい？」

「いいよ。ありがとね。そっちもイベントの日にすまんね」

　夏美は現在、典てん型けい的てきな声せい優ゆうオタクだった。今日はこれから、ライブイベントがあるらしい。アイドルも好きだし、コスプレイヤーをカメラで撮とることも好きなので、週末はいつも忙しい。オタクに暇ひまなし。

「アタシも買い物あったしいいってことよ！　そいじゃ、明日また学校で～！」

「うん。健けん闘とうを祈いのる」

　はねた足取りでホールの向こうに消えていく背中を見送り、朱葉は描かきかけだったスケッチブックに目を落とした。すでに挨あい拶さつ回りは終わらせたし、既き刊かんと新しん刊かんの在庫も問題ない。頼まれたスケブも今日はあとこの一冊だけだ。お菓子や飲み物はあるしトイレもまだ余裕がある。何も問題がない、と思っていた。

　そう、その時までは。

「すみません」

　声をかけられて、びっくりして顔をあげた、のは。それが男の人の声だったからだ。

「あ、はい！」
















　朱葉は慌あわてて接客のためにパイプ椅い子すから立ち上がった。

（珍めずらしいな……）

　今日はオールジャンルの中ちゆう規き模ぼイベントだったけれど、女性向けが強いはずだった。ホールのトイレも、男性用がところどころ女性用として使われている。

　男性は、眼鏡めがねで猫ねこ背ぜでぼさっとした髪型で、なんの変へん哲てつもないシャツとズボンでいやに頑がん丈じようそうな肩かた掛かけ鞄かばんを提さげていた。

　年の頃はわからない。けれど、高校生である朱葉よりも年上だろうとは思った。

「既刊と、新刊、全部一冊ずつ」

　ください、とぼそぼそと言われて、朱葉の手が、止まる。

「えーと……」

　ほんの少しだけ、考えて。ためらった末に、おそるおそる聞いた。

「カップリング本ですけど、いいですか……？」

　しかも、ＢＬ男同士の。

　とは言わなかったけれど。すぐに意い図とは伝わったようだ。男性客は、両手の親指を立てて言った。

「そのために来ました」

　潔いさぎよいほどきっぱりとした言い方は、人に頼まれたという「買い子」のそれではなかったので。

　ふ、腐ふ男だん子しだーーーーー！！！

　と、心の中だけで朱葉は叫さけんだ。別に、それが悪いとは思っていなかった。流は行やってるともきくし、萌もえというのは事じ故こみたいなものだから、男も女も落ちる時は一いつ瞬しゆん、同じ穴の狢むじなだろう。ただ純じゆん粋すいに、自分のサークルの客としては珍しいから驚おどろいたのだ。そして少しだけ嬉うれしくもあった。

　明日学校に行ったら夏美に自じ慢まんしよう。うちに腐男子の客が来たって。

「あわせて千八百円になります」

「すみません、二千円から」

　取り出した財さい布ふは実用的なマジックテープ型だった。千円札ばかり入っているところを見るに、イベント用なのだろう。

　玄人くろうとだな……、と朱葉は思った。

　お釣つりを先に渡し、本を渡すと、相手は会え釈しやくをしながら、

「ＳＮＳでいつも楽しみにしてます。頑がん張ばってください」

　とぼそぼそ早口で呟つぶやいた。ぱっと、朱葉の顔がはなやぐ。

「ありがとうございます！」

　純粋に、嬉しかった。インターネットでのオタク環かん境きようが整った現在、作品はネットでいくらでも見てもらえるけれど、生でこうして感想が聞けるのは、即売会での、一番の醍だい醐ご味みといってもよかった。

　男性客はそのままくるりと後ろを向いて、振り返らずに歩いていってしまう。

　朱葉はどこか照れくさいような充じゆう足そく感かんとともに再びパイプ椅子に座り、描きかけのスケブを取り出した。それから、いや、やっぱりこの話はすぐに夏美に伝えようと、机の上に出してあったスマートフォンをとろうとして──。

「あっ」

　重大なことに気づく。

（ノベルティ、渡し忘れた！！！！！！）

　たいした物ではなかった。たかだか、自宅のプリンタで刷すったポストカード一枚だ。実用性があるものでもないし、本人はもらい忘れたことを気づくこともないだろう。頒はん布ぷが終わっていただけだと思うかもしれない。でも。

　言われた言葉を、思い出す。

（ＳＮＳでいつも楽しみにしてます）

　いや、だめだ、と朱葉は思う。これは、ノベルティだ。相手がいるとかいらないとかじゃなくて、自分がもらって欲しいのだ。褒ほめてくれた人なら、なおさらのこと。渡したい。そう思って立ち上がって、頒布物の上に布を置き、財布とお釣り袋だけは握にぎって。

（確か、こっちに……！）

　足早にホールを出ると、男性の背が高かったのが幸いした。少し距きよ離りはあったけれど、出口に向かう背中を見つけることが出来た。

　人ひと混ごみをかきわけ、その背を追う。イベントは午後から自由入場になっていた。なかなか前に進めず、少しずつ距離を詰める。

　開けた通路に出て、男性が何かに気づいたのか、人混みからわきにそれた。テラスへの出口近くに歩いていくと、着信でもあったのだろうか。立ち止まってスマホを取り出す。

　今なら追いつける、と朱葉も人の波を離れ、近くに走る。

　すみません、と言おうとした。

「──っ、んっ、」

　男性が、喉のどの調子を整えるような、軽い咳せき払ばらいを何度かして。それから、背筋を伸ばして、改めたようなはっきりとした声で。

「もしもし、今ほどお電話いただきました、鈴すず川かわ高校の桐生です」

　そう、言ったから。

　え、と朱葉が足を止める。

　知っている高校名だった。鈴川。知っているもなにも、朱葉が通っている高校だ。生徒？　そうは見えない。というか、名前が。

　今、ほんのさっき、夏美と話していた──、

「きりゅう、先生……!?」

　そして、呼んでしまった。呼んでしまってから、気づかないふりをすればよかったのにと思った。理由があるわけではないけれど、まずいことを言ったんじゃないかと思ったのだ。

　呼ばれた男は、ぱっと手早く電話を切ると、そのまま人混みに向かって立ち去ろうとする。

「あ、あの！！！！」

　その背に朱葉は、慌てて叫ぶ。

「ノベルティ、渡し忘れたんですけど！！！！」

　ピタリと、男の足が止まった。そして素早く振り返り、迷いなく戻ってくると、手を出して。

「下さい」

　と言った。

　そうだと思って見てみれば、見間違えようがなかった。まだ、半はん信しん半はん疑ぎの心が、現実を拒きよ絶ぜつしていたけれど。

「……逃げなくていいんですか、桐生先生」

　そう、尋たずねたら。その男……桐生は真顔で答えた。

「逃げるは一時の恥はじ、逃すは一生の後こう悔かい」

　うまいこと言った顔してんじゃねーよ、と朱葉は思った。




　それが、ごく普通の腐ふ女じよ子しとごく普通の腐男子先生の、残念な残念な出会いだった。
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　イベントがあった、翌日のこと。週明けの学校、生物準備室に呼び出しをくらった。

　むしろ、呼び出したかったのは朱あげ葉はの方だ。朱葉はおくさず、生物準備室の扉とびらをノックし、入り組んだ棚たなの奥、生物教師である桐きりゆ生うの前に立った。

「あのさ、桐生先生」

「なんですか、早さ乙おと女めくん」

　朱葉はまじまじと隙すきなく白はく衣いをまとった桐生を見つめた。どこからどう見ても、非の打ち所のないイケメン教師っぷりだった。

　夢だったんじゃないだろうかと朱葉は思っている。どちらかというと、悪あく夢むの方だ。

　信じられないので、確かめることにした。

「昨日、会いましたよね」

「なんのことだ？」

　しれっと桐生は答えた。誤ご魔ま化かした。いたってスマートに、クールに、バックレた。

　朱葉はファイルから一冊の冊子を取り出した。

「前のイベントで完売したコピー本持ってきたんですけど」

「神かよ」

　真顔で両りよう肘ひじをデスクについて、カッと目を見開くと桐生が一声そう言った。

　いや、どこの世界に教え子神扱いする教師がいるんだよ。

　おかしいだろ。

　朱葉はため息をつきながらコピー本を渡して近くの丸まる椅い子すに腰こし掛かける。こうなったら、遠えん慮りよはいらない。

「ねぇ先生聞いていい？　なんでそんな残念なことになっちゃってるの？　やばくない？　あと仕事用のファイルにコピー本挟はさんで読むのやめてくれませんか？」

「やばいにやける」

「どう考えても返事の優先順位間違えてるんだけど」

「待って今ちょっといいところなんで」

「だから聞けよ」

　結論からいえば、桐生は全然聞いてはくれなかった。なんだかんだあって読み終えた後。深くため息をついて（多分半分くらい萌もえ逃のがしのため息だった。朱葉にはわかった）桐生は言った。

「先生だって好きで社会人コスしてるわけじゃない」

　社会人コスって言うなし。

　心の中で朱葉が突っ込む。

「ＴＰＯをわきまえてかつ双方での身みバレを避さけるためには極きよく端たんと極端に振り分けるしかなかったんだ。──まぁ、オフのあれは素すだが」

「素なのかよ」

「生きづらくなるので人には言わないで下さい」

「だから、生徒にお願いしないでくれる!?」

「あと昨日アップしたイベントおつかれさまでした絵サイコーでした」

「…………どうも」

　朱葉は頭ず痛つうを感じて空を仰あおぎ見た。信じられないし、信じたくないし、ひとりで抱かかえ込むには大きな秘ひ密みつだった。けれどまだ、誰にも言わないでいる自分がいた。友人である、夏なつ美みにもだ。夢を守れと言っていた、夏美の言葉を尊そん重ちようする、わけではないけれど。

　もしも、もしもだ。

　今、朱葉が他人にバラして、噂うわさになったら。

　桐生がオタクを辞やめてしまうのかもしれないと思った。

　そうしたら、ひとり、自分の本と絵を好きだと言ってくれる人がいなくなるのかな、と思ったら。

　なんだか、広める気にはなれなかったのだ。

　我われながら、おかしな話だとは思うのだけれど。

　──同ジャンル同じカプ仲間は、守ってやりたいじゃ、ないか。

　そういうお情なさけが出た、のは確かだ。

「……呼び出したのって、それだけですか」

　ため息まじりに朱葉が聞いたら、桐生は紙のファイル（コピー本挟みこみ）でびしっと朱葉のことを指して言った。

「早乙女くん、俺のオタク活動オフ、人に言ったら、お前がＳＮＳでＲ‐18アカウントフォローしてるのバラすから」

　鬼か。貴様は下げ衆すか。

　今すぐ全校生徒に伝えてやろうか、と朱葉は思ったけれど。

　その後すぐに、桐生が鞄かばんから、分ぶ厚あつい雑誌を出してきて。

「それはそれとして、今週の雑誌にマジ神コマがあるので審しん議ぎしたい」

「それな」

　と思わず言ってしまったから、もう、このままやっていくしかないんだなと、朱葉は諦あきらめまじりに思ったのだった。
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　お互い決定的な身みバレが発生してから、朱あげ葉はが生物準備室に出入りすることが多くなった。といっても、他の生徒にあらぬ疑うたがいをかけられたくはないので、放ほう課か後ご質問を装よそおってこっそりとだ。

　朱葉が生物準備室に入ると、桐きりゆ生うはだいたい忙いそがしそうにタブレット端たん末まつを見ている。

「先生」

「はい」

「イラストサイト巡じゆん回かいはかどりますか」

「今10usersタグつける大事な業ぎよう務むの最中だから。このカプの小説タグは俺が守ってるから」

　そりゃ忙しいだろうよ、と朱葉は思う。

　別に、どうしても好き好んでこのクソヲタに会いに通っているわけではなく、校内でのスマホ利用が著いちじるしく制限されているこの学校で、ひとめにつかずにスマホがいじれる場所がここだという、それだけだった。それなりに、朱葉にも利点があるのだ。

　ちなみに桐生が見ているカップリングは朱葉も嫌いではないガッツリＢＬだった。

「あのさー」

　スマホをいじりながら朱葉が世間話のように聞く。

「先生ってホモなんですか」

　さりげなさを装いながらもそれなりに意を決して聞いたつもりだった。桐生はせわしなく動かしていた指先をとめると、パタンとタブレットにカバーをして。

「時に早さ乙おと女めくん。百ゆ合りは嗜たしなみますか」

「はあ。人並みに」

「きゅあプリは？」

「初代が正義」

　桐生が出したのは日曜早朝にやっている女じよ児じ向むけアニメだった。懐かい古こババアと呼ばれてもいい、と思う早乙女朱葉（十七歳）。

「そんな君は、レズビアンなのか!?」

「はぁ？　……いや……別に……」

　ちょっと考えてから、言う。

「でもわたし、女子アイドルなら娘！　のさくらちゃんと結婚したいです」

「先生もＢＡＲＡＳＨＩならいちのみやくんと一緒に住みたいです」

　やっぱホモかな？　と朱葉は思った。自分のことは棚たなにあげて。

　桐生はまたタブレットに戻りながら言う。

「まあそれはそれとして。俺としては別に偏へん見けんもないけど自分のセクシャルに悩なやんだこともないです。あと、二次元の方が美う味まい。運命の相手だったらともかく、二次元ぺろぺろしてたら、この年になったわけですしおすし」

「運命の相手ねぇ……」

　それはまあ、わからないでもないなと朱葉は思う。結局のところ、イケメンだったら許す、美少女だったら許すってことは、この世の中たくさんあるわけだし。

　そんな風に考えていたら、ふと思いついて朱葉は言った。

「あ、先生あれ、あの台詞せりふ言ってください。めっちゃ似合いそう」

　無む駄だにイケメンだし。無駄だけど。

「あれ……？　ああ……」

　驚きよう異い的てきな空気の読どつ解かい力りよくをもって、桐生はキメ顔で言った。

「男だから好きになったわけじゃない。好きになったやつが男だった。それだけだ」

「それ！！！！！　それな！！！！！！！！！！！！！！」

　大盛り上がりで叫んだ瞬しゆん間かん、ノックの音がして生徒が入ってきた。

　とっさに朱葉はいじっていたスマホをポケットにいれて立ち上がりながら言った。

「先生それで、次のテストの問題って教えてもらえないんですか」

「それを言ったらおしまいだろう早乙女くん」

　あのお、先生～プリントここにおいておきます～、と明らかに媚こびを売ったような言い方をする女子生徒を、「ケースがあるだろう。そこにいれておいて」と無む下げに扱あつかい、まだ何か話したそうな女子生徒に「今忙しいから悪いね」と追い出して、一息。

　やばかったーと朱葉も肩から力を抜きながら。

「ねー先生、今の子さぁ、先生のこと狙ねらってると思うよ」

　そういう子多いんじゃない？　と朱葉が聞いた。

　桐生はイケメンだ。顔だけは。残念なくらい。だから、そういうことを思う女子生徒がいたって不ふ思し議ぎではない。

　もちろん、みんな本気じゃなくて、はしかみたいなもので。しばらくしたら忘れてしまう、夢の中の火遊びみたいなものなんだろうけど。

　桐生はきりっとした顔をして言った。

「俺が狙うのは同どう人じん誌し通販の新刊だけだ」

「だから聞いてねぇよ」

　なんだかばかばかしくなって、朱葉はため息まじりで聞いた。

「そもそも、なんで先生イベントなんて来たの」

「そこに本があるから」

「いや格好良く言わなくていいから。登と山ざんじゃねえから。そうじゃなくてさ、今時ネット見ればいっぱい良い漫まん画がも小説もあるし、本だってだいたい通つう販はんで済すむし、身バレ怖こわいんなら、イベントなんてマジリスキーじゃない？」

「リスキーですね。まあ、久々にはまったカップリングで、鉄は熱いうちに打てって感じで巡回してた時に、めっちゃ好みのサンプル見つけたけど、イベント売りオンリーだったわけですよ。こりゃ運命かなと思うよね。行くよね」

「へぇ……」

「まさか教え子だとは思いませんでしたけどね」

「わたしやないかーい」

　思わず突っ込んでしまったけれど、まあ、それは、気き恥はずかしさを隠かくしたかったからでもある。

　運命ねぇ、と心の中だけで、朱葉は小さく、呟つぶやいた。
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「先生！！！」

　放ほう課か後ごの生物準備室、扉とびらを開くと、分ぶ厚あつく隔へだたる棚たなにすがるようにして朱あげ葉はは言った。

「たすけて……！」

　青白い顔で目に涙なみだを浮かべて。

　桐きりゆ生うが驚おどろき振り返る。

　わっと朱葉は顔を覆おおって泣き出すように、言う。

「原稿マジやばい……」

　オンリーイベントを週末に控ひかえた、水曜日のことだった。
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「いやマジでやばいこれはもう落ちる絶対落ちるしかないと思ったね先生ありがとうマジ助かる。あ、ここのトーン削けずれます？」

「俺めっちゃお前に言いたいことあるっていうかすごい説せつ教きようをしたいＭＡＸなんだけどそれについてはどう思う？　グラデにすればいい？」

「聞く聞く！　手さえ動かしてくれたらめっちゃ聞くから説教！　もう聞き放題喋しやべり放題のドリンクバーだよ!!　グラデでいい！」

「なんか早さ乙おと女めくんのキャラ違うんですけど。さては寝てないな？」

「バーロー寝てて原稿が出来るかよ！」

「一週間前の貴女あなたはどうでした？」

「めっちゃ寝てましたスミマセン」

「あえて寝る！　よな。そういう時って。はいできました」

「それな！　もーちょう助かる！　先生マジイケメン！」

「イケメンって……他に言うことはないの？」

「わたしが寝ないようにちょっと喋ってて下さい!!」

「はぁ……」
















　諦あきらめたように原稿に目を落としながら桐生が言う。

「しかし今のデジタルの時代にアナログなんだな。意外だ。結けつ構こう金もかかるんじゃないか？」

　朱葉が持ち込んだのは原稿用紙とコミックペン、それからトーンの束たばとトーンカッターだった。

「あー、うち、土日以外ＰＣの使用時間すごい限かぎられるんです。親の寝しん室しつにあるし。だから無む配はいとかはデジタルでもいけるんだけど、本はアナログにするしかなくって。でも、知り合いのおねーさん達がトーンとか原稿用紙とかみんなくれたから、その点じゃ困ってないですよ」

「なるほどそういうもんか」

「困るとしたらやっぱ入稿が……。ほら、デジタルだったらこれ明日の朝までいけるんですよね……。でも今日の営業時間内に直接持って行くしかなくて……。今朝終わんなかった時はついに秘ひ技ぎノートーンの術じゆつしかないかと思いました」

「けどさ、ぶっちゃけ」

　机つくえに肘ひじをついて、乗り出しながら桐生が言う。

「落ちないよな？」

「落ちないですよ」

　さらりと朱葉が言う。

「落ちないですけど、明日の夕方になったら絶対割り増しなんで……。そういう余よ裕ゆうないんで、割り増しするくらいなら落とすしかないっす……」

「ああー……。大変だな、高校生」

「でしょー。苦く労ろう多いんですよ。Ｒ‐18読めないとかそういうレベルじゃないです。今日も家出る前に三分くらい学校サボって漫まん画が喫きつ茶さでも行っちゃおうかなって考えたんですけど、そんな度ど胸きようもないんでちゃんと来ました」

「偉えらいぞ。学業が本ほん分ぶんだ」

「偉いわたしのために先生ここの消しゴムかけておいてください」

「先生の本分とはこれいかに」

「本文これで終わりだから！　頼みます！　先生の！　かっこいいとこ見てみたい！」

「わかったからはやくやれ」

　手て慣なれた様子で消しゴムを練ねる桐生を横目で見ながら、あまり働いてない頭で朱葉が言う。

「先生って、描き手だったことあるんですか？」

「ん、ないよ。俺は消費気き質しつ。あと信しん者じや気質。最高にめんどくさいやつ」

「うわあ。……でもその割には上手いですよね。素人しろうとには見えないんですけど」

「大学のサークルでなー。先せん輩ぱい方がたに仕込まれるわけだ」

「ああー」

　近所のおねーさん方に色々仕込まれた朱葉には、容よう易いに想像がつく話だった。

「そっかあ。うちの学校にも漫まん研けんあったらなー。こんな薬品くさいところで仕上げなくてもいいんだけど」

「勝手に乗り込んできておいていい度胸ですね早乙女くん」

「おっと口が滑すべった」

「いいけどな。……つくりたいんならつくればいいんじゃないか。一学年に数人くらいはいるだろ。お前みたいな末期的なやつ」

「わたしが末期だったら先生はすでに死んでるし。インザ棺かん桶おけだし。うーん、でもなぁ……」

　ぽりぽりと頰ほおをかきながら朱葉が呟つぶやく。

「中学の時とか、それでちょい、いじめられたこともあるんで。やっぱ、作さ業ぎようはひとりでやって、イベントいけば仲間がいるの、ちょうどいいですわ」

　朱葉の言葉に、桐生がなにごとか、返す前に。

　とんとん、と朱葉が原稿を揃そろえて言った。

「やったーーーあがったーーーー先生ほんと！　先生マジで！　ありがとうございました！　先生マジ恩おん師し！　このご恩は忘れません！」

　そのまま流れるようにスマホを見て。

「おし！　ダッシュで駅行けば間に合う!!　先生じゃあね！　このお礼はまた明日……」

　大おお慌あわてで立ち上がる朱葉に、

「待ちなさい」

　ジャケットを持って立ち上がりながら桐生が言った。外はもう暗く、廊ろう下かにもひとけがなくなっている。

「送っていく」

「へ？」

　ぽかん、と朱葉が口をあけて聞き返す。

「印刷所までだからな。そこからは自分で帰るように」

「先生……！」

　朱葉は思わず祈いのるポーズをしてしまった。桐生じゃないけれど、神かよ、と言いたくなってしまう。

「けどその代わり、今度から原稿は手伝わせないように」

　返す刀のその言葉に、朱葉はちょっと気まずい顔で笑って。

「や、やっぱ、だめでした……？」

　勝手に一方的に仲間だと思って、やりすぎたかな、と顔色をうかがうように聞いてみれば。

　桐生は自分の顔を覆うようにして。

「新刊は本の形で読みたいの……」

　と声を震ふるわせながら言うので。

「先生がめんどうなファンなの忘れてたわ！！！！！！！！！」

　と朱葉が叫さけんだ。





[image: ]






「先生バイバーイ～！」

「気をつけて帰りなさい」

「先生さようなら!!」

「はいサヨウナラ」

　放課後という時間になってから、もうずいぶん経たっていた。

　遅おそくまで残っていた生徒もいい加減に家いえ路じにつく時間だった。かけられた声に淡たん々たんと答えながら、桐生は職員用の玄関から駐ちゆう車しや場じようへと出る。

「…………」

　なぜか後部座席のドアをあけると、柱の陰かげにひそんでいた影が飛び込むように入っていった。

　何事もなかったかのように、運転席に乗り込む桐生。

　ドアが閉まると、同時に。

「うおおおおおおおめっちゃ緊きん張ちようした！」

「グッジョブ」

　見つからないよう教師の車に乗り込んだ朱葉が後部座席に横たわったまま息を吐はくと、運転席で桐生が親指を立てた。

　ギリギリになった同どう人じん誌しの直接入稿をするために車で送ってもらうことにはなったが、腐くさっても相手は教師であるので、人目につけば問題にならないとも限らない。腐っているという一点に関してはすでに手て遅おくれでもあるが。

「頭伏ふせてろ」

　毛もう布ふもないので、ジャケットを脱ぬいで後部座席に投げてくる。車内は掃そう除じが行き届いているようで（もしくはあまり後部座席に乗る人もいないのかもしれない）足下にしゃがんでも汚よごれなそうだったが。

「近くまで行くから、寝てていいぞ。昨日も寝てないんだろ」

　そう言うので、おとなしくジャケットをかぶって後部座席に横になる。暗い色の制服は、闇やみにまぎれるには好こう都つ合ごうだと朱葉は思った。

（お父さん以外の、車だ……）

　あんまり乗ったことがないな、と朱葉は思う。少しだけ、どきどきした。走ったせいだろう。それか、危ない橋を渡っているせいだ。校門を抜け、信号を渡って、街がい灯とうが頭ず上じようを流れて行く。

　後部座席に横たわっていると、桐生の、無む駄だに整ととのった横顔だけがぼんやりと外の光に照らされている。

（はぁ……寝ちゃお……）

　疲つかれてるのは事実だし。寝てないのも本当だ。脳の機能が低下しているから、おかしなことを思ったり、口走ったりしないとも限らない。

　うっすらと開いた視界の中で、桐生の長い指が、オーディオを触さわっているのが見えた。

　子こ守もり歌うたのように、音楽が流れ出す。

　～～♪

「「Ｇｏ！　ＣＨＡＮＣＥ！！！！」」

　突とつ如じよ流れ出したアイドルソングに、桐生と朱葉の声が重なり、朱葉が後部座席から転がり落ちる。

「え、なんでかけた？　なんで今かけた？」

　ジャケットをかぶったまま亡ぼう霊れいのように運転席にしがみついて朱葉が言う。

　桐生がオーディオでかけたのは、現在驚きよう異い的てきに流は行やっているアイドルアニメのドルソンだった。担当がいてもいなくても、これが歌えなかったらそれは今期のアニメをサボっている証しよう拠こだ。それはそう、それはそうなのだけれど。

「今日発売日だよねその曲!!」

「いやーいい時代になったものだよな！　日付が変わると同時にＤＬ販売！　ふはははははは」

　ものすごく得とく意いげに笑われた。

　朱葉はずるずると脱だつ力りよくしながら音楽に身を任せようとし、ガバリと起き上がると言う。

「え、でも円えん盤ばんにコンサート先行シリアルついてませんでしたっけ」

　オリコンチャートも駆かけ上がる、地上波音楽番組も秒読みと言われている文句なしの人気声せい優ゆうが揃そろったアイドルソングなのだ。コンサートは激げき戦せん中の激戦で、円盤にシリアルをつけるのが常じよう套とうの手法になっている。ふっと笑うと桐生は言った。

「問題ない。通販で二十五枚積つんである」

「汚い!!　大人って汚い！！！！」

　心の底から叫んだ。

「仕方ないなぁ早乙女くんにもシリアルコードを抜いたら一枚プレゼントしよう」

「くれとは言ってねえよ！　わたし夏なつ美みからもらうし！」

　夏美とは、朱葉の友達の声優オタクだった。彼女もＣＤは積んでいるはずだけれど……もちろん、戦力が違う。火力が違う。

　これだから世の中から争あらそいはなくならないのだ。

「あーあ……」

　ぐったりと後部座席に横たわって、情なさけない声をあげる。

「もーやめて、やめて……聞きたくない……大人って……大人ってこれだからよお……」

「そうさ。大人は汚くて狡ずるい」

　オーディオをとめながら、かすかに後ろを振り返り、にやりと笑って桐生は言う。

「一度やったらやめられないよ」

　その言葉を、ジャケットの下で横たわりながら朱葉は聞いていた。

　一応これでも朱葉は今をときめく高校二年生で、今は楽しいけれど将来には不安があるし、はやく大人になりたいと思う気持ちとともに、大人になんてなりたくないとも思う。

　その一方で、クラスメイトの女の子達は、若いうちしか自分達には価値がないと言う。

　でも、そんなこともないのかもなと、朱葉は思う。

　大人が、一度やったらやめられないなら。これからの人生は、ずいぶん楽しそうだなって、朱葉だって思うのだ。

　～～♪

　オーディオをいじる桐生が、今度はめちゃくちゃマニアックな（それでいてオタクはみんな知ってる）ミュージカルドラマ型の曲を流し始めた。

「ねえねえ、俺が男だん声せいパートやるから女じよ声せいパートやって」

「寝かせてくれよ！！！！！！！」

「──そう、その日、予よ言げん者しや達は気づいてしまったのだ！！！」

「語かたりから入るのかよ！！！！」

　車の防ぼう音おんをいいことに、好き勝手かましてくる桐生に頭が痛くなる。

　桐生はノリノリだ。

「あーなんか盛り上がってきちゃったな。このままオールでカラオケ行かない？」

「ホテル行って社会的に殺してやろうか!?」

　そういうホテルにカラオケがあるというのは、ＢＬ小説で読んだことがあるから知っている。

　そんなこと言ってる間に、車は印刷所に着いて。

　一応だけど、「ありがとうございました」とお礼を言って、おりる。

「帰りもくれぐれも、気をつけて」

　寄り道はするなよ、とそんな時だけまるで教師みたいなことを言って走り去っていく、車を見ながら。

（疲れた……）

　疲れた、と思う。けど。

（彼氏があんなだったら、退たい屈くつしないかもなぁ……）

　そんなことを、思って。

（……先生が、彼氏？）

「ないない。ねーわ」

　と小さく呟いて、よい子の通常入稿のために、朱葉は印刷所の事務所にすべりこんで行った。
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　無事にオンリーイベントを終えた週明けの、昼休みだった。

「夏なつ美み～、今日は購こう買ばい行かなくて……って」

　隣となりのクラスに、昼食の打だ診しんに来た朱あげ葉はは、友人である河こう野の夏美を見て頰ほおを引きつらせた。

「それどころじゃなさそうね……」

　廊ろう下か側がわの座席に座った夏美は、机に座ったまま放ほう心しんしていた。

「つらい……負けた……もうこんな世界で生きていたくない……」

　口から魂たましいと呪じゆ詛そが出ている。素材もよければ磨みがくことも怠おこたらない美人（座ざ右ゆうの銘めいは矜きよう恃じある声こえ豚ぶた）だというのに、その横顔は真っ白に燃え尽つきていた。

「ええと……一般販売？」

　今日、夏美が熱をあげている声せい優ゆうライブの一般販売だと聞いていた。オフィシャル先行もプレイガイド先行も玉ぎよく砕さいして、今日の一般販売が最後の望みのはずだった。

「そう……十二時からで……スマホから張り込んでたけど……瞬しゆん殺さつで……」

「南な無む……」

　朱葉はとりあえず両手を合わせて前の席に座る。朱葉は毎日弁当を持ってきている。

「えーんもう絶対だめだー行けない、絶対入れないよお……」

　しくしくともの悲しく夏美が泣く。

「だいたいキャパ狭せますぎなんだよ……しかもカケルの誕たん生じよう日びなのに……運営わかってる絶対わかっててぶつけてる今回のライブの模も様ようは特とく典てんになって何かまた馬ば鹿か高い円えん盤ばん買わされるんだ……なんなのそれ……なんなのそんなの買います……買うけど現場に入りたかったよおおおおおお」

　おめでとー、おめでとーっていうの……カケルに……みんなで……。

　いよいよ夏美が幻げん覚かくを見始めている。

「譲じよう渡ととかもないんだっけ？」

　チケットが完売してしまったイベントでも、行けなくなった人が譲ゆずりに出すこともある。当日まで、可能性はまだ０ゼロではない、はず、だけれど。

「あるわけないじゃんんんあっても即そく取引成立だよお二十四時間掲けい示じ板ばんに張りついてても確かく保ほ出来るかわかんないし、もういくら積つまされるかもわかんないもん！！！　お金で片かたがつくなら払はらいます！　払いますけど!?　そんなオクで十万も二十万もプレミアつけられたら太た刀ち打うちできるわけないしいい」

　おいおいと泣く夏美に。

「──あの、さ……」

　ものすごく複ふく雑ざつそうな顔で、朱葉が一枚の紙切れを出した。

「これ……」

　顔をあげた夏美が、きょとん、とその紙切れを見る。

　券けん面めん。日程。金額。

　それからもう一度朱葉の顔を見た。

「正面だけど、二階席むっちゃ後こう方ほう席せきで……双眼鏡オペラグラスないと見えないと思うけど、よかったら……」

　気まずそうに朱葉が言う、皆まで言い終わる前に。

「ッギャーーーーーーーーーーーーーー！！！！！！！」

　とんでもない悲ひ鳴めいをあげて夏美が立ち上がって叫んだ。

　クラスメイトの視線が集まるが、女子高生は生きてるだけで悲鳴を上げる生き物だから、すぐにみんな興きよう味みをなくして視線を外していく。

　夏美はその、完売必ひつ至しのプレミアムチケットの、見間違えることもない現物をつかんで、それこそ目に一杯涙なみだをためて、言った。

「あ、あ、あげはなんで？？？　なんで？？？？？　いくら積んだの？？？？？？」

「積んでないし……」

「じゃあどうしたの!?　もしかして、アタシのこと愛しちゃったんじゃない!?　ごめん、アタシにはカケルがいるから！！！！！」

「愛してもねーし……」

　いや、嫌いじゃないけどね、と疲つかれた笑いを浮かべながら、どうでもよさげに朱葉が言う。

「あの、あーあれよ。近所のね。おねーさんがね。余ってるっていうから」

「マジッ！！！！　神！！！！！！！！！！！！」

　ガタン、と座ると、手を組んで夏美が祈いのった。

　多分、神様ってやつに。

「えーん、いくら払えばいいの!?　なんかお礼いるの!?　グッズ代だい行こうとか！！！？　アタシ始し発はつから並ぶけど！！？」

「や、おねーさんも……ええと、別のチケットとれてるらしくてそれ、友達の行けなくなった分らしいから……後方席だし定価でいいって……でも、そのかわり」

　ため息をつきながら、朱葉が言う。

「一個、条件があるんだけど、聞いてくれる？」
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「ちーっす」

「ちーっす」

　いつものように生物準備室に入っていくと、いつものようにタブレットを眺ながめている桐きりゆ生うが返事をした。

「先生、やっぱり夏美、あのライブとれてなかったから、むちゃくちゃ喜んでました」

　あ、これ定価の代金です、と朱葉は封ふう筒とうを置く。

　花はな柄がらの封筒には、『神おねーさま、このご恩おんは一生忘れません☆』と書かれている。夏美は是ぜ非ひとも当日お礼をしたいと言ったのだけれど、朱葉は丁てい重ちようにお断りをした。

　桐生・神おねーさま・和かず人とは頷うなずきながら言う。

「うむ。苦しゅうない」

「でも、むちゃんこ激げき戦せんだったって夏美言ってましたけど……よかったんですか？」

　朱葉の問いに、桐生は胸元から一枚チケットを取り出し、言う。

「先生一階席二列目センターだお☆」

「わーきたねー」

　大人って汚きたない。チケット複数枚取りをして、良りよう席せき抜ぬきをしたに違いない。

　朱葉が友達の声オタである夏美の話を桐生にしたところ、桐生の方からチケットを譲る話を持ちかけてきたのだ。

「それより早さ乙おと女めくん、俺の条件は言ってくれた？」

「言いましたよ……」

　プレミアムチケットを定価で譲る代わりに、彼が提てい示じした条件はただひとつ。

『今後一切、ダフ屋と定額以上のオークションは使っちゃだめ』

　その条件に、夏美は首をかしげながらも、神しん妙みように頷いた。

　神様の言葉はやっぱり偉い大だいだ。桐生は頭の上で両腕でバッテンをつくって言う。

「転てん売ばい、絶対殺すマン☆」

　いつもとだいぶキャラが違う。さては良席が出て浮かれているんだな？　と心の中で朱葉は思った。面めん倒どうだったのでそれにはふれず。

「あのー、あれ、先生もウチワとかつくるんですか」

　デコ団扇うちわは夏美の十お八は番こだ。桐生もやるのだろうかと思って言えば。

「ウチワなどなくとも俺にはこの持って生まれたアドバンテージがある」

　キリッとキメ顔で桐生が言う。

「ガチ前方席に男がいるだけでファンサＧＥＴだぜ」

　ドブネズミみたいにどこまでも汚い教師だなと朱葉は思ったけれど、今日は夏美の神おねーさまな手前、黙だまっておいてやることにする。

「ああーでもカケル誕たんなんだよな～どうしよっかな～」

「好きにしろよ……」

「早乙女くんも興きよう味みあったら言ってくれていいんだからな！」

　まだちょっと浮うかれ気ぎ味みな桐生をあしらうように、「わたしにも余りチケ工く面めんしてくれるんですか？」と聞き返せば。

「いや、相手が早乙女くんなら俺のチケットで入らせるよ」

　と返事をされて、驚いてしまう。

「え、なんで？」

　と思わず聞いたら。

「はまったら俺、青×赤の赤総そう受うけだからよろしくね☆」

　なんてことはない。ただの布ふ教きようだった。

　お前はそういう奴だよ、と朱葉は思った。
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　最近、映画館に行くことが多くなった、と朱あげ葉はは思う。

　中学生の時は、親からのお小こ遣づかいも少なかったし、一ヶ月に一度行くかどうか、それが高校生になって、それこそ月に何度でも映画館に足を運ぶことだってある。

　もちろん、自由になる時間とお金が増えたことも要よう因いんだけれど、映画のあり方が多た様よう化かしていることは無む視しできない大きな理由だろう。

　声せい優ゆうや俳はい優ゆうなどが登とう壇だんする舞ぶ台たい挨あい拶さつだけでなく、コンサートの中ちゆう継けい、舞台の千せん秋しゆう楽らくなどのライブビューイング。そしてそれから。

　応おう援えん上映の開かい催さいも、そのひとつだ。

「あ、あーーーーーーーーー！！！」

　なにげなくスマホをタップしていた朱葉が絶ぜつ望ぼう的てきな声をあげた。

「売り切れてるーーーーー!!」

「お、なんだなんだ」

　いつものようにデスクに座った桐きりゆ生うが身を乗り出して聞いてくる。

　がっくりと肩を落として朱葉が言う。

「今度の日曜の……ダブスタの応援上映……」

「おう、★☆と書いて夜空にきらめくダブルスター特別編のことだな」

　わざわざ正式名称と略りやく称しようまで言うオタク教師がひとり。

　己おのれのふがいなさに絶望する女子生徒がひとり。

「今日の帰り映画館行ってチケットとってこようと思ったらもう、埋うまってた……。うっそだろおおお昨日の夜にはまだあったんだけど!?」

「ふふふ……甘いな早さ乙おと女めくん……」

　くい、と桐生が眼鏡めがねをあげる仕し草ぐさをする。

　ちなみに桐生は『オン』の時は眼鏡をかけていないので仕草だけだ。素すが出ている時特とく有ゆうの仕草だということは、朱葉は最近わかってきた。

「昨日の夜、応援上映ラストに未発表特別映像が流されることが告知されたのだよ！」

「な、な、なんだってーーーーーーーーー！！！！！！！！」

　思わずテンプレの返答が飛び出すけれど、ただのノリではない。気持ちはそのままだった。

「マジかーーーマジでか！！！！　え、もしかして……もしかしてそれって……」

　わなわなと震ふるえる唇くちびるを朱葉が両手で押さえれば。

「うむ」

　両りよう肘ひじをデスクにつく特有のポーズで桐生が言う。

「言わせてもらおう……我らが待たい望ぼうの……新作発表の可能性大であると！！！！！！！！」

「イイイイイヤアアアアアアアアアア」

　いや、嫌じゃない。待ってました。ばっちこい。

　ただし、それが自分の見ていないところで発表されるとなると話は別だった。嫌だ。そんなの嫌すぎる。

「うそおおおお！！！　えええええんマジで、ほんとにいいい、どこか遠くの映画館ならまだ空あいてるんじゃないの!?」

「残念だったな……今回は特別応援上映……全国五カ所のみの開催だ……」

　ガッデム！！！　と朱葉が手のひらを壁かべに打ち付ける。あたかもおひとりさま壁ドンのようだった。

「ちなみに情報ソースは監かん督とくのＳＮＳの返へん信しん欄らんだ……。リサーチが甘かったようだな早乙女くん……」

「その、勝ち誇ほこったような余よ裕ゆうの表情……まさか!?」

　思わず芝しば居いがかった様子で尋たずねれば。

　すっと桐生がタブレットをひっくり返し、メール画面を表示させながら言った。

「ふふふ……最前列壁かべ際ぎわ端はし席せき二席、昨夜のうちにオンラインで確保済ずみだっっっっっ」

「くそ……くそ……クレジットカードの力を見せつけやがって！！！！！！！！！」

　そこまで言ってから、「ん？」と朱葉が振り返る。

「二枚？」

「二枚」

　こくり、と桐生が頷うなずく。それから画面を確認しながら、

「いや、空くう席せきつくるのは申し訳ないとは思ってるんだけどな。そうじゃなくても映画館は近場の人間が狭せまい場所に固まって集まるから身みバレの可能性が大きいし……。男の声に驚おどろいて振り返るやつもいるかもしれないから、出来るだけ前で、いつも端を二席とることにしてるわけで」

　つらつらと言い訳をする。

「へー空席……なん……です……ね……？」

「いや……まあ……埋まった方が……いいとは思ってるよ？　俺も？」

　微び妙みような空気が二人の間に流れた。

「…………」

「…………」

　それはまずかろう、と互いの顔に書いてあった。何がまずいって、いや別に何もまずくはないのだろうけれど、まずいような気がする。まずいかもしれない。まずかったらやばい。やばいはずなのだが？

「…………」

　朱葉が無言で自分のＳＮＳアカウントに書き込みをする。

∨【譲じよう渡と募ぼ集しゆう／探しています】○○映画館にて、日曜十八時からのダブスタ（夜空にきらめくダブルスター）特別応援上映のチケットを探しています。もしも手元に余らせている方がいたら、お声かけ下さい。#☆★ #ダブスタ応援上映

　それを待って、桐生が指を高速で動かす。

　ぽん、と朱葉の書き込みにレスポンスがついた。

∨こんにちは。ハッシュタグから検けん索さくで失礼いたします。ダブスタ応援上映チケット、一枚余らせております。取引可能でしょうか？

　とりあえず、そのアカウントを見て小さく朱葉が舌打ちをする。

（こいつチケット取引用のアカウントもってやがる）

　あくまでも自分のメインアカウントは隠かくすつもりだな。

　とは思ったけれどまあ今は置いておいて。

∨是ぜ非ひお取引お願いいたします。当日定価にて精せい算さんでよろしいでしょうか。手数料などありましたらお教え下さい。

∨返信ありがとうございます。クレジットカード精算のため手数料などは不要です。当日定価にてよろしくお願いいたします。

　そこまで確認すると、ふう、とため息をついて朱葉が言う。

「今、偶ぐう然ぜん譲渡で取引成立したんで」

　桐生も腕を組みながら明後日あさつての方向を見て言う。

「そうか。じゃあ当日は偶然会うかもしれないけどお互い気づかないようにしような」

「そうですね、偶然ですしね」

「ああ、偶然だからな」

「偶然なら仕方がないですよね」

　そんなことを、言いながら。

（教師って）

（生徒って）

　めんどくさいな……と心のうちで、それぞれ思った。
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　日曜日、十七時五十五分映画館会場前。

　それが、取引相手との待ち合わせだった。当人二人以外が見ることの出来ないメッセージ機能を使って、取引相手とは服装の情報も交こう換かんしている。

（灰色のニット帽ぼう子しに、眼鏡めがね。スマホのケースの色はメタリックのレッド）

　待ち合わせ目印を安あん易いにバッグにしたりしないのが通つうだ。特にジャンルの公式グッズとして売られているものは、あふれすぎて目印の意味をなさない。

　服装とともに、スマホケースの色を伝えておくのはスマートなやり方だなと、朱あげ葉はも思う。待ち合わせの相手というのは、必ず携けい帯たいを摑つかんでいるものだ。

　──いや、知ってるんだけどね。待ち合わせ相手。

　心の中で冷静に突っ込む。あくまで、ノリだ。もっと言ってしまえば、そういうプレイだと言ってもいい。偶ぐう然ぜんプレイ。今日はそういうことになっている。

　朱葉の方の服装は、特別なものではない。朱葉はどちらかといえば小物で主張するタイプのオタクだ。手首には今日の映画の推おしキャラクターモチーフのシュシュをつけている。

　そして鞄かばんには、これからはじまる応おう援えん上映の必ひつ須す武器、「光って色の変わる棒ぼう」が入っている（朱葉はあまりキラキラしてない派だ）。

　時間は刻こく一いつ刻こくと迫せまっていた。ギリギリの取引はあまりにハイリスクだが、相手にも理由があってのことだろう。たとえば、そう、あまりほかの客と顔を合わせたくないとか。

　ギリギリにはなるけれど、必ず来る、と言ったとおりに、その取引相手は現れた。

「お待たせしました。ぱぴりおさんですよね？」

　いけしゃあしゃあと。厚こう顔がん無む恥ちにそう言った、久しぶりに見る『オフの』桐きりゆ生う和かず人とは。言っていたとおりに、灰色ニット帽子にいつもの眼鏡、それから赤いスマホケースを持ち、そして。

（痛いたＴテイーかよ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！）

　えぐいくらいに全面プリントの推しＴシャツを着ていた。その姿に涼すずしげな生物教師の面おも影かげはない。背が高かろうと、スタイルが良かろうと、関係はない。むしろ台だい無なしだ。

　しばらくイベントでは会っていなかったので（なぜなら桐生が目当てサークルである朱葉から新刊をイベントで買う必要がなくなったため）衝しよう撃げきが強かった。

　朱葉は心の中で盛せい大だいにどん引きをしたが、そこはそれ、初対面の？　偶然出会った？　ただの取引相手ですし？

　口元を引きつらせながら、ごくごく速すみやかにチケットと用意してあった定価を交こう換かんする。

　作り笑いも寒さむ々ざむしく、お礼を言って。

「ありがとうございます～。じゃあお互い楽しみましょう～」

　そう言って流れるように入場する、つもりだった。のに。

「かわいいですね」

　そう言われて、え？　と朱葉の動きが止まる。

　前と同じく顔の見えない前髪に眼鏡で、それでも朱葉のシュシュを指さして。

「それ。リーヨちゃん色ですよね」

　そう褒ほめられたので、「え、あ、はい、まあ」と朱葉はキョドった返事をしてしまう。

　そして桐生はちょっとだけ口元をあげて笑って、自分の胸元に手をあてると、どこか誇ほこらしげに言った。

「俺はジオさま推しなんです」

　見りゃわかるよ、バーカ。

　そう言う前に、上映がはじまるアナウンスが流れて、慌あわてて駆かけ込んだ。
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　応援上映は最近メジャーになってきている、映画館での新しいイベントだ。

　観客はペンライトやうちわなどを持ち込み、映画内のキャラクターへ、思い思いの声こえ掛かけをしてもいいことになっている。アイドルものだけとは限らないが、今回のダブスタは応援上映の先さき駆がけとなったアイドルもののうちの一本だった。

　通常の上映はもう終わってしまっている。円えん盤ばんの発売が近くなってきたので、そのための特別上映会という名めい目もくだが、かつて熱ねつ狂きよう的てきに叫さけんだファン達、もしくは当時駆けつけることは叶かなわなかったがあとからはまったファン達が座席を埋うめていた。

　特別上映ということで、予告はない（ちなみに予告があればかの映画泥どろ棒ぼうにも敬けい意いをこめて赤いペンライトを振る）。

　はじまったと同時に、映画館がざわめく。まだ、半はん信しん半はん疑ぎのざわめきだ。

（え？）

　朱葉もまた、多少の違い和わ感かんはあったけれど、確信に至らない。

　けれど、劇場で誰かが叫んだ。

　誰かっていうか、隣となりの座席の、腐ふ男だん子しが叫んだ。

「新しん規きカットだ！！！！！！！」

　ぶわっと悲ひ鳴めいがもりあがる。朱葉も「マジで！！！」と叫んでいた。新規カット。映像に手が入っているということだ。円盤収しゆう録ろく版ばんか。それとも本当に特別映像なのか。

　わからないが、ともかく、同じストーリー、同じ映画でも、《見たことのないセカイ》がそこにあることは確かだ。

　劇場内の熱気がぐんぐん上がる。

　そして、タイトルコール場面がきた。

『みんな～！　僕らのことはわかってるよね！　夜空にきらめく……』

「「ダブルスタアアアアアアアアアアアアアアアア」」

　朱葉も桐生も絶ぜつ叫きようした。

　それからはもう、ジェットコースターのごとき時間だった。

　キャラクターが笑えば一緒に笑い、泣けば「泣かないで！」と叫ぶ。キメ顔シーンともなればヒューと言い、萌もえシーンでは拳こぶしを握にぎって。

「いけ、そこだ、チューしろ！！！！！」

　と隣から聞こえた。一応小声だった。良りよう識しきがあってよかったと朱葉は思った（でも朱葉もチューしてもいいシーンだなと思った）。

　結局嗜し好こうが似ていることは認めざるをえない。そういう相手と隣り合って応援上映に参加出来るのは幸せなことで、朱葉もこれまで様々なイベント経験があるが、悔くやしいことだが、一番気持ちが盛り上がった、と言ってもよかった。

　そして光る棒をぶん回しつつ映画は終しゆう盤ばんに差し掛かり、あるキャラクターのソロ曲で、失われた星の緑が再生するという、歌の美しさも相あいまってめちゃくちゃ泣ける良シーンに差し掛かった。

　うわっと朱葉の目にも涙が溜たまり、でも、ペンライトを緑にかえなくちゃ。そう思った瞬しゆん間かんだった。

　手を、握られた。

（え？）

　隣、桐生の。

　長い指。熱い手が、朱葉の手をつかんで。

「是ぜ非ひこれ、どうぞ！！！！！」
















　緑のライトを渡された。折ると光るやつ。一曲分のめっちゃ光るやつ。

　そういえば、ソロを歌うのはまさに、桐生の推しキャラだった。

　そして桐生自身、すでにライト八本折り済みだった。

「アッハイ」

　そのあとめちゃくちゃペンライト振った。
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　応おう援えん上映は、控ひかえめに言って神だった。

　エンドロールが終わるまで、誰ひとり椅い子すを立ち上がることはなかった。いや、最前列に座っていた朱あげ葉はは確認出来たわけではない。見えないけれど、たとえ立ち上がった人がいたって、その人だって、最後の一いつ瞬しゆんまで座っていたかっただろう、と思える、いい時間を過ごした。

　そして、エンドロールの終わり。

　出るはずだった、最後のテロップは──出なかった。

　真っ黒な画面、そこに。

　白い流りゆう麗れいな文字とともに。

《そして、輝かがやきは終わらない──》

『だよね？　星ほし屑くずちゃんたち！』

　アイドルの声が響ひびけば、ギャアアアアアアアアアアアアと映画館が歓かん声せいに包まれる。

　振り切れた。頭の血管が切れる、精せい神しんが焼き切れるかと思った。それくらい興こう奮ふんした。

　そしてそれは隣となりの桐きりゆ生うも一緒だったことだろう。隣にいるだけで、それがわかった。

　──てゆうか隣も完全に泣いていた。マジかってちょっとだけ思った。思ったけど、思った朱葉も泣いていた。

　そして、特とく報ほうが流れた。来春。劇場版新作。

　それから、まさか、まさかの新曲披ひ露ろう。

　ラストシーンは、みんなが大好きな俺様のキャラクターが、ニヒルに笑って。

『MontBlancモンブランでも食べて待ってるんだな』

　そんな風に、煽あおるから。

「「待ってるーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー！！！！！！」」

　劇場が一体になった。

　上映は終わり、灯あかりがつく。

　夢から覚めたような気持ちにはなったけれど、まだ全然、心がリアルに帰れていなかった。

「…………」

「…………」

　やはり放ほう心しんしている桐生とともに、亡ぼう霊れいのように立ち上がると。

「モンブラン」

「食べなきゃ」

　顔を見合わせ、頷うなずく。

　同じ歩ほ幅はばでザッザッと映画館を出ると、そのまま地下の奥まった喫きつ茶さ店てんに入る。

　注文はモンブラン。

　モンブラン一いつ択たくだ。

　当たり前だ。

「メッセージって書けますか!?」

「花火!!　花火もつけてください！！！」

　そして映画パンフレットのモンブランキャラのページを開くと「新作決定おめでとう★☆」とプレートに書かれたモンブランを激げき写しやし、泣きながら食べる。

　今日はじめて会ったはずの二人だが（あくまで設定上のプレイの話である）話すことは決まっている。一秒の沈ちん黙もくさえもったいない。それくらい、今日の特別上映は素す晴ばらしかったのだから。

　とはいえお互い神経が焼き切れているので、

「神」「やばみ」「作さく画がが」「新しん規きカットが」「昇しよう天てんする」「クズになりたい」「クズになる」「もうクズだから仕方ない」「それな」

　と単語だけの会話だ（ちなみにクズというのは今作のファンの通つう称しようだ。決して蔑べつ称しようではない。メインアイドルがファンのことを星屑ちゃんと呼ぶことに由来する）。

　また、同時に公式サイトも更新されて二人の心は爆ばく撃げきされっぱなしだった。

「今ここで死にたい」

「春まで死ねない」

　そんなことをしているうちに、時間はあっという間に過ぎた。

「あ、やば！　もうこんな時間！」

　最も寄より駅えきからの最終バスを乗り逃のがしたら親に叱しかられる。慌あわてて立ち上がった朱葉と一緒に、桐生も立ち上がる。

　──送っていくとは、言わなかった。

「今日はありがとうございました」

　ただ、そう、改あらたまって、桐生が言う。どこか聞き覚えのある、イベントで初めて会った時のような、丁てい寧ねいな口く調ちようで。

「一緒に見られて楽しかったです」

　それから朱葉が返事をする、隙すきも与えず。一息で言った。

「ぱぴりおさんの描く漫まん画がのファンです。だから譲じよう渡と記事見たとき、ぱぴりおさんに渡したいと思いました。お譲ゆずりできて嬉うれしかったです。これからも頑がん張ばってください」

　その言葉を、茫ぼう然ぜんと朱葉は聞いていた。

　そして、何度言うんだろうな、と朱葉は思った。

　何度言うんだろう。この人は。

　好きでしたって。

　好きです、って。

　別に朱葉のことじゃない。朱葉自身のことじゃないけど、朱葉の創作は、二次創作だけど、朱葉が一番大切にしている、心の削り片であることは確かだ。らくがき、でも、それだけじゃない。

　それを、好きだと、「彼」は言うのだ。頑張ってくださいと。これまでも。たぶん、これからも。

　泣き笑いみたいに、朱葉が言う。

「はい」

　その返事が正しいのかはわからなかった。そう、正解なんてわからない、と思う。正解なんてわからない。

　プレイとか。カモフラージュとか。本当の姿とか、立場とか、常じよう識しきとか、もうそんなの全部、わからなくなる。

　なんだかおかしな顔をしそうになって、深々と、朱葉が頭を下げた。

「こちらこそ。チケット譲渡、ありがとうございました」

　それで、終わり。

　シンデレラみたいに、魔ま法ほうが解とけるみたいに、相手と別れた。ガラスの靴くつなんてない。追ってくるわけもない。

　一瞬、ほんの一瞬だけど、考えなかったといったら、噓うそになる。

　もしもこの人が、もしも、もしもこの人が。

　先生じゃなかったら。

　先生じゃなかったら、わたしは？

　考える。考えるけれど。

　そんな『もしも』はないから──この問いには、最初から、答えなんてないのだ。

　だから、意味もなく走って帰って。

　新作おめでとうの絵を急いでアップしよう。

　その絵に一番最初にイイネを押す人が、誰かはわかる、と朱葉は思った。

　まあ、それはそれ。それはそれだったのだけれど。

　翌日の生物準備室で、その絵をタブレットの壁かべ紙がみにしていたのには、

「やっぱ結けつ構こうキモイです。先生」

　思わず真顔で言ってしまったのだった。
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「っしゃ」

　朱あげ葉はが小さなガッツポーズをした。

　繁はん華か街がいからちょっとはずれたゲームセンターの端はし。

　学校のない、日曜日のことだった。

　好きなキャラクターのキーホルダーが景品プライズとして出ることを知って、いそいそとやってきたのだった。

　幸さいわいなことに目当てのキーホルダーはクレーンの設定も易やさしく、一度目の五百円でとることが出来た。

（やったね）

　上じよう機き嫌げんでキーホルダーを取り出す。顔のペイントも悪くない。

　じゃああとは、一番くじの様子でも見て帰ろうか……そう思って、歩き始めたその時だった。

（あれ？）

　クレーンゲームに張り付いている、背の高い影。

（あれって……）

　後ろ姿だけれど、間違えようがない。そこにいるのは朱葉が毎日顔を合わせている生物教師、桐きりゆ生う和かず人との、オフの方だった。

（まあ、別に意外ではない）

　と冷静に朱葉は分ぶん析せきをする。このゲームセンターはこの辺りでも、一番景品の入れ替わりがはやく、アームの設定も平へい易いで、ゲームのそれぞれの待ち時間も少ない。

　アニメショップとゲームセンターはオタク同士、いつ顔を合わせてもおかしくない場所だった。

（何とってるんだろ）

　首をのばしてみれば、人気アイドルゲームのおだんごのごとく丸いクッションだった。

（げー、あれ、難むずかしいんだよね……）

　朱葉は足をとめ、様子を眺ながめた。コインを投入している時に声をかけて、集中力を切らしたら可か哀わい想そうだと思ったのだ。そのあたり、朱葉は教師思いの実じつによく出来た生徒だったといってもいいだろう。

（もうちょっと、がんばれ！）

　何度かクッションをつついて、とりやすい角度にもっていく。さすが桐生、クレーンゲームも玄人くろうと感かんがある。

（いける!!）

　いま、そこだ！　そう思った、その時だった。

「─────!!」

　突然、桐生の横から出てきた影が桐生の腕に飛びついた。がくっと、桐生が体たい勢せいをくずし、アームがむなしく空をきる。

（あ、あー……）

　あれは、残念だろう。そう思って視線をずらして、朱葉はまばたきをする。

（え？）

　まず、目に入ったのは長い髪だった。桐生に話しかけた相手。長身の桐生と並んでも、遜そん色しよくがないくらいすらりとした高い背。ヒールの高いブーツ。服装も、オタクが好きそうなゴシックチャイナだ。ただの私服ではなく、ばっちりとした、よそ行きの服。

　桐生の方は、いつものように野や暮ぼったい姿だけれど。

（女性連れ……？）

　朱葉の耳は、ゲーム機から鳴り響ひびく音が蓋ふたをしている。だから、二人が何を喋しやべっているのか聞こえてこない。ただ、初対面、という風には見えなかった。それはそうだろう。そうじゃなかったら、腕に飛びついたりしない。

　桐生の方も、ゲームを邪じや魔まされて怒おこったのか、首に腕を回してヘッドロックをかけている。その姿は、どう見ても。

　……どう見ても、なんだ？

　同級生の、夏なつ美みが言っていた言葉を思い出す。桐生和人。独どく身しん彼女なし。でもそれって、その時点の情報だし、いつアップデートされてもおかしくないわけだし。そもそも、その情報が本当だと、いつから錯さつ覚かくしていた？

（いやいや、友達かもしれないし）

　そう、朱葉にだって友達はいるわけだし。

（いや、でも、ゲーセン一緒に来るような、男友達は、わたしには、いないぞ）

　そう考えたら、なんか、ちょっと、落ち込んだ。その落ち込みがなんなのかは、朱葉にもいまいちわからなかった。

　手の中のキーホルダーが、とたんに色あせて見える。さっきまで、めちゃくちゃ可か愛わいかったのにな。

（ちぇっ）

　もういいや、帰ろう。そのままエレベーターを待っている間に、顔をあわせたりするのが嫌で、朱葉は扉とびらをあけて非常階段に出た。

（二次元の方が美う味まいんじゃなかったのかよ）

　ばーか、と思いながら。非常階段の踊おどり場ばにおりたところで、

「お、コンチワ～」

　煙草たばこを吸っている若い男性グループに声をかけられて、足を止める。

「…………」

　そのまま歩き去ろうとしたが、前に立たれた。

「ねぇねぇ、ひとり？」

「暇ひまなの？」

　そんなに悪い相手だとは思わなかった。そのまま無言で立ち去ってしまえばいいことで。戻ってエレベーターに乗ったっていい。嫌だけど。

「どいてください」

　苛いら立だちをにじませて朱葉が言った。けれど相手は、「いくつ？」「女子高生？」とからかい声をやめようとしない。

　いよいよ朱葉が、無理矢理通ろうとして、肩をつかまれた、その時だった。

「やめろよ」

　階段の上。背中から、ドスのきいた声がかかった。

「その子から、手、放せよ。嫌がってんだろ」
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　振り返る。

　知らない、人。ではなかった。いや、知らない人ではあるのだが。

（ええ……）

　ゴシックの入ったチャイナ服に身を包んだ、黒髪ロング。それはどう見ても、さっき桐生と一緒にいた人ではないか？

　そして、ヒールをはいて、化け粧しようもしているが。その声は……。

「うわ！　キメェ」

　男達が思わず声を上げ。

「誰がキメェじゃぶっ殺すぞ！！！！」

　……黒髪ロングは、そう、啖たん呵かをきった。立りつ派ぱなのど仏ぼとけと、男の声で。怒ど鳴なられた男達はそそくさと逃げていき、そう思って見直せばあまりにガタイが立りつ派ぱな黒髪ロングはヒールを鳴らしながら踊り場におりてきて、言った。

「大丈夫？」

　どうやら煙草を吸いにきたらしい。呆ぼう然ぜんと朱葉は見上げ、言っていた。

「……おとこの、人ですか？」
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「ピンポン♡」

　両手を頰ほおにあてて、いたって楽しそうに、黒髪ロングが言った。

　するとばたばたと、今度は聞き慣なれた声がして。

　おだんごクッションを抱かかえた桐生が喜き色しよく満まん面めんで飛び込んできた。

「おーーい秋あき尾お！　とれた、とれたぞ！」

　見て見てー！　と見せてくる桐生が、私服の朱葉と目が合って。

　朱葉は思わず、言っていた。

「先生やっぱり、ホモだったんですか！！！！？」

　沈ちん黙もく。眼鏡めがねをおしあげ、とりあえず、という風に桐生が言った。

「なんだかよくわかんないけど殴なぐっていいかな？　早さ乙おと女めくん」

　なんだかよくわかんないけど、お断ことわりです、先生。





[image: ]






　そうだろうとは思っていたけれど、桐生は同じゲームセンターに朱葉がいたことにまったく気づいていなかったようだ。

　自分の連れと朱葉が並んでいたことに首をかしげながら、階段を降りてきたが、その視線が朱葉の手に止まった。その、手に持った、キーホルダーに。

「あ！　それ！　しまった！　俺もとってくる！」

　早乙女くんちょっとこれもってて！　と朱葉に丸いキャラクタークッション（やわらか）を預あずけて走り去ってしまう。

「…………」

「…………」

　ガタイのいい女じよ装そう男性と二人きりにさせられた朱葉は、とりあえず頭を下げる。

「あのう……いつも……ご迷めい惑わくを……」

「いえ……こちらこそ……」

　へこへこと相手も頭を下げてくれた。あの馬ば鹿かが、という言葉を言げん外がいににじませて。

　どの馬鹿かといえば、もちろん桐生の馬鹿のことだ。

「先生って呼んだってことは、あれだよね。桐生のとこの生徒だよね？」

「はい……」

　秋尾、と桐生に呼ばれていた人は、とりあえずというように持っていた煙草に火をつけた。ちょっと立つ位置をずらしたのは、朱葉に煙けむりがいかないようにするためだろう。それだけで、配はい慮りよのある人だと朱葉は思った。

（あ、爪つめ、きれいだな）

　でも自じ爪づめではなさそうだった。おとこの人ですか、という問いかけを肯こう定ていしたのだから、心が女性、というわけではないのだろう。そういう相手とは、初めて出会うので。朱葉は慎しん重ちように言葉を選んだ。

「先生とは、イベントで出会って……」

「あ、あーーーー！！！！」

　大きな口をあけて、秋尾が言う。

「君か！　桐生が神サー特とつ攻こうかけたら教え子で爆ばく死しっての！！！」

「……ぴ、ぴんぽん……」

　がっくりと肩を落として朱葉が答えた。言葉にしてみれば間違ってはないが、改めて聞くと実にひどい話だった。

「いやー君ね。ごめんねじゃあマジで桐生迷惑かけてるよね。あいつも教きよう職しよくなんてはじめたんだからちゃんと毎日擬ぎ態たいはしてるはずなんだけどね。擬態してなかったらただのクズでしょ」

「クズですね」

　クッションを見ながら朱葉が心の底から言う。

「まあ、でも、わたしも似たようなもんなんで……」

「いやー若い子はいいんだよ。若い子は。俺だってあと十年若かったらもっと美び少しよう女じよやれたはずでしょ」

「美少女……」

「あ、自じ己こ紹しよう介かい遅れたね。俺は秋尾誠まこと。桐生とは長年のオタ友で、俺のジャンルは立体フイギユア、ドール、レイヤー、それから女装。あ、これ俺のレイヤー名めい刺しね」

　はきはきとだいぶ濃こい自己紹介をされた気がする。マコト☆と書かれた名刺には、格かく闘とうゲームの女装キャラレイヤーのコスプレ写真が載のっていた。

「嗜し好こうはノーマルなので彼女持ちです。あしからず」

　わざわざきちんとフラグ（主に桐生に対する）も折ってくれるあたり、実に気き配くばりの人だった。朱葉はさきほどはとち狂くるって、秋尾に対しても失礼なことを言ってしまったような気がする。改めて謝あやまると。「いいよいいよ」と笑ってくれた。

　いい人だな、と朱葉は思う。

　格かつ好こうはすごいけど。

「早乙女ちゃん、だっけ。俺が言うのもなんだけど、問題にならない程度に、あのクズと仲良くしてやってよ。あれ、クズだけど。最近仕事が楽しいって言ってたんで」

　早乙女ちゃんのおかげでしょ、と言われて。

　いやー、と朱葉が頰をかく。けっこう、真剣に、照てれてしまう。

「わたしなんか、いなくても……」

　ぼそぼそと朱葉が言うと、ばたばたと音を立てて桐生が戻ってきた。

「おい見てくれ！　このキーホルダー、カップリングでつけたらマジ萌もえるんですけど！！！」

　死んだ顔で朱葉が言う。

「なんかめっちゃ楽しそうじゃないですかね……」

「まあ、それは否定しない……」

　疲つかれたように煙草を潰つぶす秋尾に、首をかしげて桐生が言った。

「ところで、なんで二人で話してるんだ？」

　思わず二人の声が重なる。

「「おめーがいなくなったからだよ」」

　クッション投げたろか、と朱葉は思ったけれど、可哀想なので（クッションが）やめておいた。
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　時間があるなら遊んでいこうよ、と言ったのは秋あき尾おだった。ええっと、と言いよどんだ朱あげ葉はの言葉にかぶせるように、「だめ」と言ったのは桐きりゆ生うだった。

「なんで」

「早さ乙おと女めくんはうちの生徒」

「え、それ理由になってなくない？　女子高生、遊ぶのにセンセーの許可いるわけ？」

「お前みたいに教育に悪い奴とは遊ばせられません」

「わー、どの口が言うの？」

　朱葉としては、秋尾の言葉に全面的に同意である。

　早乙女ちゃんどう思う？　と振られたので。

「仲いいんで、やっぱホモかなと思って見てました」

　そう素直に答えたら、「違う!!」と大声で桐生が言った。

「俺はもっと汚きたなくない男おとこの娘この方がいい!!」

「ほんとぶっ殺すぞお前。あと俺は女じよ装そうの中ではキレイめだ」

　すかさず秋尾がドス声で突っ込む。

　結局桐生のガードがかたく、ゲーセンもカラオケもなしになり、桐生も同どう伴はんなら、という条件つきで、秋尾が車で朱葉を送ってくれることになった。

　和製ロックが鳴り響ひびく車内で、助手席の桐生がクッションをむにむにしながら、「早乙女くん」と言う。

「うちの高校は日中であればゲームセンターの出入りとか、うるさく言わないけど。あんまりひとりで来ちゃだめだよ」

　今日は、秋尾がいたからよかったけどね、と言われ、朱葉は釈しやく然ぜんとしない気持ちになりながらも、「はーい」と返事をした。

（じゃあ先生、一緒に来てくれる？）

　とか、思うけれど、言うことじゃない。朱葉にもわかるのだ。

　先生と生徒はゲーセンには行かない。

　本当は送ってもらうほど遠くではないのだ。すぐに家につき、朱葉は車からおりる。

「あ、早乙女くん」

　助手席の窓を下げて、桐生が言う。

「俺、ダブスタ★☆のくじロットで買うけどダブり買い取りする？」

「する。めっちゃする」

　先生と生徒は、ゲーセンには行かないけれどロット買いをわけあう。ここはセーフセーフ。

　その様子を見ていた秋尾が、ちょっと呆あきれた風に言った。

「なんか、思ってたけど、お前らめっちゃ仲いいのね……」

　家に帰った朱葉が、今日の戦利品であるキーホルダーを改あらためて見ると。

　やっぱりすごく、可か愛わいい顔をしていた。
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　だいたい、今日は朝から最悪だったのだ。

　明け方まで起きていたから寝ね坊ぼうをしてしまった。学校には間に合ったけれど、朝ご飯を食べる暇ひまもなかった。その上出さなきゃいけない課か題だいを忘れていて、なんとかお目こぼしをもらって昼休み中に提てい出しゆつしたから、昼食を食べる暇もなかった。

　極きわめつけに。

（最さい悪あく……）

　女子トイレの個室で朱あげ葉はは心の底からため息をついた。

　貧ひん血けつめいていると思ったのだ。用意はあったけれど、だからといって気が滅め入いるのは仕方がない。

　女は生きているだけで血を流す。まったく理り不ふ尽じんだ。

（こんな時は、推おしキャラ女によ体たい化か生せい理り妄もう想そうするぐらいしかすることがない）

　そう思ってしまう程度には、まだ元気だった。その時までは。

　最悪なことに、午後一の授業は生物だった。

「じゃあ今日は、前回の続き。生せい態たい系けいのメカニズムから……」

　いつものごとく白はく衣いを着て教室に現れた桐生和かず人とは、涼すずしい顔をしていた。普段はいけ好かないなあ、と思うだけのその顔が、今日はいやに……かんに障さわった。

（嫌いかも）

　朦もう朧ろうとする頭で、少し思った。

（わたし、先生のこと）

　嫌いかもしれない…………。

　そんなことを思いながら、ずるずると頭を落とし、机に突つっ伏ぷした。起きてなきゃ、とは思ったんだけれど。

「…………」

　あ、意識、落ちる。そう思った時だった。

　隣となりを通っていく桐生が、朱葉の肩に手を置いた。

　びくっ、と朱葉の肩が揺ゆれる。見下ろす桐生と、目があった。どこか怒ったような顔をしている。

（何……）

　イラッとした。顔にも、出ていたと思う。桐生はそのまま、冷たい声で言った。

「調子悪いなら、保ほ健けん室しつに行くように」

　ぐっと持っていたペンを握にぎった。自分にもっと力があったら折っていたかもしれない。

（どの口で言うんだろ）

　こんなのは八やつ当あたりだ。もっといえば、寝不足で、あと周期的な問題で、神しん経けいもつらくって。貧血で。だから、桐生は悪くない。

　悪くないけど、ばーか、と、心だけで朱葉は思った。
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　生物の授業はなんとか終わり、本日最後の授業は、体育だった。最悪中の最悪だけれど、それでも座ざ学がくよりはマシといえたかもしれない。少なくとも、冷たい風に吹かれて外を走っている間は、眠ねむ気けを忘れられる。

（と、思ったんだけど……）

　ちょっと、まずいかも、と思ったのは、秋空の中のマラソンが、はじまってすぐだった。

（お腹痛い）

　あと、めまいがする。指先が冷たくなる。

「先生」

　体育教師の加か藤とうは、生徒に走らせておいて、自分は校こう舎しやのそばで見張りをしているだけだから嫌いだ。

「ちょっと、保健室行ってもいいですか」

　なんだ？　と加藤が言う。

「早さ乙おと女め、お前、サボりじゃないのか」

　こんな時に、女の先生だったら、生理だからとか言えただろうか。いや、きっと言えなかっただろうなと、頭の隅すみで思った。言い訳するのも、もう、めんどくさい。いっそこのまま、ここで倒れられたら。そう思った時だった。

「加藤先生」

　校舎の窓から、声がかかった。体育教師が振り返ると、そこにいたのは。

「桐生先生」

　まだ、白衣を着たままの、桐生その人で。

「そいつ、前の授業から調子が悪そうだったんです。保健室行くように勧すすめたのは俺おれですから、連れていきますよ」

　桐生の言葉で、ようやく体育教師もサボりの噓うそとは思わなくなったらしい。

「じゃあ、桐生先生頼たのめますか」「はい」という会話を、どこか他ひ人と事ごとみたいに朱葉は聞いていた。下げ駄た箱ばこに戻ると、桐生が立っていて。

　なんだかほっとしてしまった。

　そのことに、また腹が立って、うつむいて。

　自分の靴くつのつま先を見ながら、朱葉が言った。

「せんせい」

「はい」

「わたし、きょうせんせいのことめっちゃきらいなひです」

「はい」

「あとすごいおなかいたい」

「はい」

「くそねむい」

「はい」

　桐生はただ、淡たん々たんと聞いた。それから。

「わかったから。おいで」

　それだけ言って、朱葉の肩をつかんで、保健室まで同行してくれた。

　並んで歩く授業中の廊ろう下かは静かで、別世界みたいだった。

　保健室に着くと、養よう護ご教きよう諭ゆに朱葉を引き渡し、桐生はさっさと出て行ってしまう。養護教諭から処しよ置ちをうけて、ベッドに寝ていてもいいと言われ、朱葉は横たわりながら、自分の無力感に、ひたひたと沈しずんでいた。

　カーテンの向こうで、誰かが入ってくる気配。

　養護教諭に対し、何事か伝えている。「あとは俺が見ていますから」と言っている声は、聞き覚えがある。

　養護教諭が保健室を出て行くと、カーテンの端はしから、桐生が顔を出す。

「おーい」

　にょきっと生はえた手が、握っていたのは朱葉の鞄かばん。

「お前のスマホ、持ってきてやったけど」

　その言葉に。

「！！！！！！！！！！！！！」

　ガバッと音を立てて、朱葉が身体からだを持ち上げる。必死になってつかんだ鞄を、しっかりと桐生が握っていて。

「早乙女くん」

　お互い渾こん身しんの力で鞄を取り合いながら、冷たい目をして桐生が言った。

「やっぱりお前、その寝不足、スマホゲームのイベント走ってるせいだな？」

　ばれたか。

　朱葉は、心の中で、盛せい大だいに舌打ちをした。
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　大だい前ぜん提ていとして。

　現代において隆りゆう盛せいを極きわめていると言っても過か言ごんではないパソコンやスマートフォンによるソーシャルゲームには、いわゆる「ガチャ」という、「レアアイテムを出すため」の課か金きんと、「イベント」という期間限定のコースを攻こう略りやくする（俗ぞくに言う「走る」）ための課金との、二種類がある。

　もちろんイベントにも限定のガチャはつきものであるし、レアキャラはいればいるほど有利には働くのだが、イベント攻略において最後にものを言うのは、そのゲームにかけられる「時間」である。走るための課金は、それこそ時間を金で買っていると言っても過言ではない。

　そして、早さ乙おと女め朱あげ葉はは現げん役えき高校生であり、休日でなければ昼間の時間をゲームにつかうことは難むずかしい。課金できる財ざい力りよくも限られているので、ただひたすら夜にゲームをプレイしなければならないのだが……。

「だってうちの学校って基本的にスマホ禁止じゃない？　授業中に触さわってるのばれたらまず取り上げだし、休み時間にトイレに駆かけ込んだって、一曲プレイが限度だもん！」

　スマホとともに差し入れされたホットスープの缶を飲みながら、朱葉は保健室のベッドでゲームを進めている。

　その隣となりには、タブレットを触る桐きりゆ生うが丸まる椅い子すに座って、神しん妙みように説せつ教きようをたれていた。

「だからって寝ないでゲームして学校来てたら倒れるのは想定の範はん囲い内ないだろ。若さを過か信しんしすぎ。体力を担たん保ぽにしすぎ。一度壊こわれた身体からだっていうのはそうやすやすとは戻らないし、今した無理が十年二十年後にどんな形でおそってくるかもわからないんだから。少なくとも、寝られないときの方がきちんと食べる。ちょっとずつでも休きゆう養ようをとる。長なが丁ちよう場ばの現場の基本のはずだろう」

「やったーーーーーフルコンボでた！！！！！」

「おめでとう俺の話聞いてた？　ねえ聞いてた？　先生渾こん身しんですごくいいこと言った気がするんだけど聞いてた？」

「聞いてました聞いてました聞いてたけど学生には時間と効こう率りつが命、一分一秒が貴き重ちようなの!!　先生だって若い時からやりこんでたんじゃないの!?」

「やってた。そりゃめっちゃやってた。俺の学生時代はＭＭＯＲＰＧ先さき駆がけの黄おう金ごん時代で豪ごう速そくのタイピングはそこで培つちかわれた。ああ忘れがたき二十四時間耐たい久きゆうチャット。あの時俺はオフラインでもオーラを発はつしていた。お、俺もフルコン入った」

「そんなひとのお話はきーきーまーせーんーっていうかほんとマジでこんなに今回のイベント走る気なかったんだよ!!　このイフこと『ＩアイＦエフ～アイドルファンタジー～』だって事前登録の特とく典てん目当てというか一応もしもハマりだったときのための保ほ険けんにはじめておいただけだったのに!!」

「今回のイベント後半追加キャラはずるいよな」

「そ、れ、な！！！！！！」

　ばん、と朱葉が保健室のベッドを叩たたいた。

「ほんとハマるつもりじゃなかった走るつもりじゃなかったこれまであ、ちょっと可か愛わいいかな～って思ってたコイツのこの二面性はなくない!?　ちょっとなくなくなくない!?　こうなったらストーリーも最後まで集めなくちゃだしどうしてもランキング特典だって狙ねらいたくなっちゃうじゃない！　ボイスつきエピがランキング千位までなんて鬼だよお～～寝ないでやっても三千位の壁かべ絶対こえられないんですけど!!」

「わかる。あ、ＣＨＡＮＣＥタイム」

　二人黙もく々もくとゲームを進める音だけが響ひびく。朱葉の体たい調ちようは最悪だったはずだが、萌もえ話している間にどこかに吹き飛んでしまった。

　萌えは身体にいい。いずれ科学もそれを証明してくれるはずだ。

「ねぇ」

　ＣＨＡＮＣＥタイムというボーナスタイムが終わって、ちらりと朱葉が桐生の方を見る。同時にはじまったはずの、ＣＨＡＮＣＥタイムがまだ、持じ続ぞくしている。

　ドスのきいた声で、朱葉が言う。

「先生、課金してるでしょ」

「…………」

　丸椅子に座った桐生が、タブレットの画面を隠かくすように背中を向ける。

「おい、聞けよ」

「違うんだ」

　華か麗れいにフルコンボをキメながら、桐生が言う。

「課金してるんじゃない。課金させていただいてるんだ」

「[image: ]ぁ!?」と朱葉が女子らしからぬすごい声を出した。

「経済を回しているなんておこがましいことは言わない俺が回してるのは自分の情熱でありリビドーであり味わわせていただいてるのは課金が出来る喜びである！」

「うるせえ！」

「孝こう行こうしたいときに親はないように、課金をしたいときにすでにコンテンツはないかもしれない！　今！　ここで！　課金が出来る喜び！　出会い！　それは奇き跡せき！　たとえガチャが悪い文明だとしても！　俺はこの悪さえ愛する！」

「じゃあなんですか!!　課金の出来ない子供はお呼びじゃないって言うんですか!!」

「そうは言ってないが」

　くるりと振り返り、タブレットが見せられる。

「ここは俺に任せて子供は寝てなさいってことだ」
















　──現在ランキング三十一位。

　驚きよう愕がくの二桁けた。間違いない。こいつはガチだ。

　くらり、と朱葉が貧ひん血けつではないめまいを覚えた。

「ボイスつきエピソードはいつでも見せてあげるから安心してくれていい」

　その言葉に、わーん!!　とひと声をあげて、朱葉はベッドに潜もぐり込んだ。寝ないでやったのに。フルコンだっていっぱいキメたのに。重じゆう課か金きん兵へいには敵かなわないというのか。大人ってずるい。ずるすぎる。ていうかいくらつぎ込んだんだ。

　心折れてた朱葉を、ぽんぽんとシーツの上から叩く気け配はいがして。

「まぁ、それはジョークとしても、俺は好きなものには末すえ永ながく課金したいんで」

　優しい声が、降ふってきた。

「くれぐれも、元気でいてくださいね、早乙女くん」

　ちょうどよく、保健医が戻ってきた音がして。桐生は「今日はすぐ帰るように」という言葉を残して去っていってしまう。

「くそ……」

　朱葉は思わず毒どくづく。

　女子は大変なんだぞ。子供だって、すごく大変なんだ。

「くそくそくそ～～！！！」

　そんな口くち汚ぎたい言葉を、シーツの中で思わずこぼしてしまうけれど。

　冷たかったはずの指先は、なんだかぽっかりあたたかかった（多分、半分くらいは、スマホのタップのしすぎだけれど）。
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　ソーシャルゲームのイベントが終わる頃には、朱あげ葉はの失しつ調ちようもすっかり回復していた。週末満足に眠ったらすぐに治なおったと言ったら、「若いっていいよな」とすっかりしみじみした調子で桐きりゆ生うは言った。

　そんなわけで、今日も元気に放課後に生物準備室に通かよっている朱葉だった。

「いやしかし、ほんとダークホース……けなげ……まさか過去がこんなにアツイなんて……このけなげキャラが過去を超こえてとか……尊とうとい……」

　ゲームをしながら、万ばん感かんをこめて朱葉が言う。

　唐とう突とつに「キた」スマホゲームのキャラクターについてだった。

「わかる。俺が支えたい。守りたいこの笑顔。あと泣き顔も見てみたい。具体的にはカード画像をすべて埋うめたい」

　タブレットでゲームをしながら、桐生も同意する。

「早さ乙おと女めくん今度のイベントで突とつ発ぱつ本あったら買ってきてくんない？　俺の予感だと絶対きてると思うんだよね。ペーパーでもいい」

「生徒を使いパシリにする先生がいます？」

「どうせ探すだろ」

「探しますけど。どんな本がいいんですか」

「でてるの全部」

「ローラーかよ」

「先に早乙女くんが全部読んでいいよ」

「くっそこのくっそありがとうございます」

「はいこれお金。お釣つりはちゃんと返すこと」

「千円札輪ゴムでまとめないでくださいます？」

　別にお金、買ったあとでもいいのに、と朱葉が言えば、「いくらか覚えてられないだろ」と言われて「それな」と同意した。

　なにを買ったかはわかるのに、いくらつかったかはわからない。即そく売ばい会かいのミステリーだ。

「あ、でも、年齢制限かかってる本は買えませんからね。今度のイベントチェック厳きびしいんで」

「サークルメモってきて下さい」

「必死だな」

　いいけど、と朱葉は思う。いいけど。別にいいけど、なんで教師がエロ本を買う手伝いをしなければならないのだろう……。

　思いながら、十八の誕たん生じよう日びがきたら読ませてもらおう、とも思う朱葉だった。

　鞄かばんから財さい布ふをとりだし輪ゴムでまとめた千円札をしまっていると、コンコン、とドアが叩たたかれる音がした。

（あ、やべ）

　朱葉はすでに手て慣なれた俊しゆん敏びんさで、鞄をつかむと桐生の椅い子すの脇わき、資し料りよう棚だなの裏に隠かくれる。手前に段ボール箱も積んであるので、入室者からは見えないはずだった。踏ふみ台の上に腰をかけると、「失礼します」と女生徒の声。

「どうぞ」

　桐生もすぐさま声のトーンを一段落として、女生徒に答える。

「すみません、桐生先生。センター試験の問題のことで、聞きたいんですけど」

　そんな言葉が棚の裏から聞こえた。（三年生かぁ）となんだかしみじみした気持ちで、朱葉は音を立てずにポケットからイヤホンを探した。

　年が明けたら三年生はセンターに二次試験、それが済すんだら、いよいよ朱葉達も受験生の仲間入りだ。

　考えると憂ゆう鬱うつになってしまう。もちろん将来の不安はあるし、多分、きっと、同人活動だって遅からず休まなくてはいけないだろう。

（なんか、やだな）

　せっかく、読んでくれる人も、待っていてくれる人もできて。

　イベントも、ネットも、楽しくなってきたのにな。

　だからといって、受験勉強を無視できるほど、進路に対して楽らく天てん的てきにはなれないし。

（イベント出なくなったら、みんな忘れちゃうんだろうな、わたしのことなんて）

　なんかもう、それは、しょうがない。わたし達は、流れていくものだ、と朱葉にはもうわかっていた。今、覚えていてもらえることだって、ただの幻げん想そうなのかもしれないし。

　感かん傷しよう的てきな気持ちになりながら、イヤホンを耳に押し込もうとして。

「……ありがとうございます。あの、先生、聞いてもいいですか」

　棚の向こうで交かわされていた会話、の、女生徒の声のトーンが変わった、気がした。

（ん？）

　なんだかすごく、切実な声に聞こえた。

「まだ、なにか？」

　答える桐生の声は涼すずしく簡かん潔けつだった。意を決けつしたように、女生徒が告つげる。

「先生、恋人がいないって、聞いたんですけど」

　思わず吹き出しそうになった。おいおい、と朱葉は思う。

「そういう話、誰がしてるんだ？」

　答える桐生の声は、心しん底そこ呆あきれたようだ。

（残念！　みんなしてます！）

　心の中で朱葉は思う。

　女生徒はその問いには答えずに続けた。

「恋人いないなら、好きな人はいるんですか、先生」

「それは勉学に必要な質問ですか？」

　朱葉は思わず耳を資料棚にあててしまう。ドキドキする。他ひ人と事ごとなのに。

「……わたしの、人生に必要な質問です」

（おっとーーーー大きく出たぞ！）

　心の中で朱葉が野や次じを飛ばす。

「でも、答えてもらえなくても構かまいません」

　答えを待たず、攻める女生徒。

「大学に合格したら、デートして、もらえませんか」

（きたーーー！！！！！）

　どう返す桐生和かず人と。

　朱葉は盛り上がったけれど、桐生の返事には動どう揺ようしたそぶりがなかった。

「無理だよ」

「なんでですか！　今すぐつきあってっていうわけじゃないです。電話番号教えてとか、つきまとったりもしません。一回デートしてもらって、ダメだなって思ったら、振ふってもらっても構いません。わたし、大学まで待ちます。先生に迷めい惑わくはかけません。約束します。わたしのこと、生徒じゃなくて、女子として見て欲しいんです」

（いや、そりゃ結局つまりつきあってってことでしょ）

　心の中で突っ込みをいれる。やめといた方がいいよ、と思う。いやいや、ひとの趣しゆ味みにどうこうは言わないけどさぁ。

　あなたの推おしてるイケメンが、オフまでイケメンとは限らなくない？

　でも、上手いもっていき方かもしれないなとも思うのだ。教師と生徒じゃつきあえないから、大学行ったらお友達から。それなら一応、ギリギリ、セーフ、なのか？

　まあ、少なくとも、それで学習意欲はめちゃくちゃ上がるのかもしれないし。

　朱葉にはわからないけれど、桐生がなんと返すのかは興きよう味みがあった。

　ホモじゃないって言ってたけど。二次元で忙しいって言ってたけど。

　息をつめて耳をすませていたら、桐生が答えた。

「出来ない」

「理由を下さい！」

「理由を言ったらいいんだな」

　反はん論ろんの隙すきを与えずに、桐生は告げる。

　迷いのない口調で、はっきりと。

「君も聞いたとおり、好きな人がいるからだ」

　思わずスマートフォンを取り落としそうになって、朱葉は、ぐっと手に力をこめた。
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　恋人はいないし、結婚もしていない。

　でも、好きな人はいる。

　その言葉を、朱あげ葉はは生物準備室の棚たなの裏で盗ぬすみ聞きしていた。

（え、えー……）

　動どう揺ようした。その動揺が一体なんの感情に起き因いんするものなのか、朱葉自身にもわからなかったけれど。

（ちょっと、わたしここにいるんですけど!?）

　めっちゃ気まずい。

　盗み聞き、とは言っても、朱葉の存在を認識していないのは、来客である三年生の女生徒の方で、桐きりゆ生うの方は、朱葉の存在を忘れているわけでもないだろう。

　聞いてない、と朱葉は思う。

（そりゃ、好きな人はって、わたしも聞いたことないけど!!）

　そんな話を、したことがないから。

　推おしキャラの誕生日は知ってるけどな!!

　そういう会話に忙いそがしくて。知らないことの方が、多すぎる。

「──誰ですか」

　対する女生徒の声は震ふるえていた。こんな風に対応されるとは思っていなかっただろう。受け流されるか、ほだされるか。ちゃんと、腹を割って、きちんと話してくれるとは思っていなかったのだから、彼女の方だって、桐生のことを一個の人間ではなく、「先生」としか見ていなかったのではないか。

　現実逃とう避ひをするみたいに、そんなことをぐるぐると考えてしまう。

「言ってもわからないよ」

「じゃあなんで……！」

「理由が聞きたいって言ったのは、君の方だろう」

「ごまかさないで下さい！」

「ごまかしていると決めつけるのはよくない」

「じゃあどんな人なのか教えて下さい！」

「聞いても仕方がないと思うけど」

　ため息をひとつ。

　朱葉はただ、呼吸の音も立てずに聞いている。

「まだ、出会って日の浅い相手だよ。これまでのことも少ししか知らない。けど、これから知っていきたいとは思っている」

（ん？）

　と朱葉は思った。

　手元のゲームに目を落とす。

「髪は長めで好きなジュースはトマトジュース、低てい血けつ圧あつで女じよ優ゆう帽ぼうが似合う」

　そして画面から出てこない。

（推しキャラじゃねえか！！！！）

　思わず突っ込みをいれそうになって、こらえたがためにスマートフォンを割りそうになった。これで割ったら修理代請せい求きゆうしてやる。

「なんですか、それ……」

　女生徒の方も、いぶかしげに桐生に尋たずねた。ほんま。それな。

「そして種族は吸きゆう血けつ鬼きだ」

「マジでなんですかそれ！！！！」

　ほんまやで。殴なぐっていいよ。

　と朱葉は思った、けれど。

「なんでもなにもないだろう」

　深ふか々ぶかとため息をついて桐生が諦あきらめたように言った。

「三年一組の坂さか本もとさん。推すい薦せん入学が決まって暇ひまだからって、若い先生方をからかうのはやめませんか。先生方は黙だまってるけどみんな気づいてるし、これ以上続けるようならつるんでいるメンバー特定して生徒指導室行きだぞ」

　言われた瞬しゆん間かん、女生徒の口く調ちようが変わった。

「マジで!?」

「マジです」

「やっば！　ちょっと～それ先に言ってよ～！」

「声をかけられたら適てき当とうにいなして名前を生徒指導課にあげるよう言われてるんですよ。悪いこと言わないからすぐやめなさい。君たちも、せっかくの推薦、棒ぼうにふりたくないだろう」

「うわ～やっばい！　センセー教えてくれてあんがとね！　あ、でも桐生センセ超いいなって思ってるのはほんとだから！　結けつ構こうマジになって言ってみたから、今！」

「はいありがとうね。さっさと帰りなさい」

「生徒指導に言わないでくれる～!?」

「先生から上手いこと言っておいてやるから。でも全員二度とやらないように。次はないぞ」

　わかったセンセー大好き～!!　と台詞せりふを残して、来たときとはうってかわって騒そう々ぞうしく女生徒は出て行ってしまった。

「……はー……」

　残された桐生が今までで一番深々とため息をつく。

「俺の貴き重ちようなＣＨＡＮＣＥタイムが……」

　段ボール箱の陰かげから顔をのぞかせた朱葉が、しみじみと言う。

「先生って……大変だね……」

「ほんとそれな」

　すみやかにタブレットを起き動どうさせながら、桐生が珍めずらしく愚ぐ痴ちっぽく言った。

「だいたい教師をからかって反応を見ようなんてリア充じゆうを暇にさせたらろくなことにならないっていい見本だろあいつら全員缶かん詰づめにして俺の推しライダー一挙放送してやろうか」

「監かん禁きん洗せん脳のうはよくないと思いまーす」

　けれど、さすがに同どう情じようをする。桐生が並より顔がいいせいもあるだろうが、あんな相手もしなければいけないなら、教師とはなんと過か酷こくな仕事だろう。

「推しキャラのプレゼンはじめた時はどうなるかと思ったけど……」

「いや、なんかいい加減相手してやるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきて」

「わかりますけど。あれ、マジだったらどうするんですか」

「ティーチング・ティーチャーのバッドエンド思い出して断ことわったことならある」

「ＢＬゲーのバッドエンドで振られる女子死ぬほど可か哀わい想そう！！！！！！！！！！！！」

　心の底から叫んでしまった。

「男を見る目がないってことだろ」

「なのかなぁ。ちょっとぐらい、ぐらっときたことないんですか」

　顔だけはイケメンなんだし。

　軽い気持ちで聞いただけなんだけれど。

「実は一回だけある」

「え、」

　思わず朱葉は顔を上げる。桐生はタブレットから顔を上げず、真顔で言った。

「早さ乙おと女めくんからの提出レポート、最終問題で調べるのが面めん倒どうになったからって推しキャラ描いてあった時は正直ぐらっときた」

　あ、と思い、朱葉は口をあけたまま、思い出して。

「けど再提出だったじゃねーーーーーーーーーーーーーか！！！」

　思わず突っ込んでしまった。

　ちなみに花丸はあった。

「コピーもとった」

「だからやめろよ！！！！！」

　確かに、こんな男に告白するなんて、まったく見る目がない。

　どこかほっとする気持ちを見ないようにして、朱葉はそう思ったのだった。
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　冬のはじめ。家を出ると冷たい雨が降ふっていた。

　まるで自分の心みたいだ、と朱あげ葉はは思った。

　コートの端はしと、傘かさをさす自分の手が少しずつぬれていって、それをぬぐうのも億おつ劫くうだった。いっそ雪になってくれたら、傘も捨てられて存分にぬれてしまえるだろう。

　一日憂ゆう鬱うつな気持ちで過ごして、放課後になった。スマホを見ながら、どうしよう、と思う。いつもは生物準備室に行って、馬ば鹿かみたいな話をするのが常つねだ。でも。

　今日はそんな馬鹿な話をする気にもなれなかった。別に、身体からだが悪いわけじゃない。寝不足は、ちょっとあるけど、ご飯もたべた。あんまり、味はしなかったけれど。

　気は進まなかったけれど、足は自然と、生物準備室に向かっていた。人通りの少ない廊ろう下か、明かりのついていない準備室には、『不在』の札が立てかけてあった。

（なんだ、いないの）

　準備室には鍵かぎがかかっている。中に入って待つことも出来ない。

（使えない……）

　でも、いなくてよかったのかもしれない。今日はダメだから。すごく心が参っているから。わるいことを、してしまうかもしれない。誰でもいいから寄りかかりたくなったり、誰でもいいから、受け止めて欲しくなったり。

　外は寒くて。

　冷たい雨が降っているから。

　ぺたぺたと、湿しめっぽい足取りで、帰ろうとしたら。

「おっ」

　ひと気のない階段で、下から上がってくる桐きりゆ生うとはちあわせた。手の中には、購こう買ばいで買ってきたのだろう。珈コー琲ヒーの缶が握にぎられていて。

　慌あわてた様子で、階段を上がってくる。

「悪い、ちょっと会議が長引いて」

「いいです」

　思わず、答えていた。

　マフラーで口元を隠かくして。上がってくる桐生を避さけるようにして。

「いいって？」

「帰ります」

「いやいや、ちょっと」

　桐生の手が伸びて、朱葉の腕をつかむ。

「放してください」

「待って、早さ乙おと女めくん、待って」

「叫さけびますよ」

「困る。それはお互いめっちゃ困るけど。えーと」

　腕を引き寄せて、眉まゆを寄せ、ひと気のない階段で、響ひびいてしまわないように声をひそめて、言った。

「話をさせてよ。聞くから、行かないで」

「……だって」

　うう、とうめき声が朱葉の口からもれる。

「だって？」

　今日も先生のこと、嫌いな日？　と聞くから。

　朱葉は素す直なおに、言った。

「……このままだと泣きそう。つらい」

「はいはい。わかったから」

　そして動物を引きずるみたいにして、生物準備室につれてこられたら、準備室の中は暖だん房ぼうがきいていて暖あたたかかった。その暖かさが、しみいってやっぱり涙なみだになりそうだ。

「こっち。座って」

　桐生は椅い子すではなく、暖房の隣となりの床を指さした。桐生の椅子に置いてあった座ざ布ぶ団とんを敷しいてもらって。その上で膝ひざをかかえられるように。自分はそのまま正面の床に座って。

　大きな机の陰かげに隠かくれるように、ふたり、座り込むと、紙コップに珈琲をいれて。

　コツン、と床に置いて、言った。

「推おしキャラの闇やみ落おち寝返りってめっちゃつらいよな……」

「～～～～そ、れ、な…………」

　昨日の夜からＳＮＳでも垂たれ流しているけれど朱葉の心はマジお通つ夜やだった。メインジャンルじゃないけれど、それでも結けつ構こう、結構好きだったジャンルだし、カップリングだし、結構読んだし。描いたし。なのに。

「なんかそんな予感はずっとしてたんだよおおおおお嫌な予感はずっとしてたの!!　だってあのバトルの時立ったの死亡フラグor闇落ちフラグでしょ!?　むしろ死を覚かく悟ごしたよね！　なんなら追つい悼とう漫まん画がのネームは切ってたよね!?」

「早そう漏ろうすぎたな」

「ほんと！！！！！　それな！！！！！！　わたし死ネタ別に地じ雷らいじゃないけど！！！！　受けをないがしろにする攻めの闇落ちはないよ～～～～！！！！！！　あの子がどれだけ攻めに人生を捧ささげてきたと思ってんだよおおおお」

「ほら、これからもうひとどんでんあるかもしれんし……」

「ないよおおおおこうやって考えたらあの過去編もこのエピソードもみんなこの日のための伏ふく線せんだもん～～～～！！！！！　つらいーーー！！！！！　上う手まいーーーー！！！！！」

「でも、俺達の見てきた妄もう想そうが消えるわけじゃないだろう？」

「だけどだけどだけど！！！！　あの二人のハッピーエンドはもうないってことなんだよ!?」

「落ち着け。最初から俺達の心の中にしかＨＯＭＯはいない」

「その現実を見るのが嫌なのーーーーー！！！！！」

　わんわんと泣く。バトル漫画で腐くさってしまった腐ふ女じよ子しの宿しゆく命めいだった。

　さんざっぱらＳＮＳでも嘆なげいたけれど、直接聞いてもらったらずいぶんすっきりするのがわかった。泣いてる朱葉に桐生はティッシュもくれて、イケメンだなってちょっと思った。

「これでも食べて、元気をだして下さい」

　それから大きな手がぽんぽん、と頭をなでて、小さなチョコレートの小袋をくれた。学校で、桐生からお菓か子しをもらうようなことは、初めてだった。甘い物が好きなようだから、準備室の机で食べているのは見たことがあったけれど、もらったことは一度もなかったから。

　だから、今日は特別。

　特別に、優しい。そう思ったけれど。

「おいこれきのこじゃねーか」

「えっマジでたけのこ派とか人類じゃなくない？」

「お、戦争か？　戦争か？」

　拳こぶしを固めて、立ち上がったけれど。

　ああ、ようやく元気が出てきたなって、朱葉は自分でも思ったし。

　桐生がいてくれてよかったって思った。言わなかったけれど。
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　十二月に入り、寒さが厳きびしくなり、インフルエンザも流は行やり始めているという。肌寒い教室でホッカイロを握にぎる金曜日、三限目の生物の時間。教室に入ってきた桐きりゆ生うを見て朱あげ葉ははぎょっとした。

「せんせーどうしたの？」

　クラスメイトから問いかけが飛ぶ。

「風か邪ぜです、風邪」

　かすれた声で、桐生が言った。ああ、なんだ風邪か、と朱葉はちょっと胸むねをなでおろす。びっくりしてしまった。大きなマスクで顔を包んで、どこかくたびれた様子は、いつもの隙すきのない「桐生先生」とは様子が違っていたから。

　どちらかといえば、朱葉の見覚えのある姿になってしまったのかと思って。

「インフルエンザですかー？」

「休んだほうがいいんじゃないですかー？」

　自習を期待したクラスメイトが口々に言う。

「一応朝一で病院行って調べてきましたのでご心配なく。ただの風邪です。よって自習もありません」

　マスクの奥のくぐもった調子で、けれどはっきりと言って。たまに咳せき込む以外はこれといって特別変わったところもなく授業は進んだけれど。

　終わり際ぎわ、プリントを整ととのえながら桐生が言った。

「皆さんもくれぐれも体調には気をつけるように。──ただの風邪ですが、うつったら困るのはかわらないので、今日は生物準備室は面めん会かい謝しや絶ぜつです」

　その言葉に、

（あ、わたし宛あて）

　と朱葉は、顔には出さずに思った。ので、不自然ではない程度にこくこくと頷うなずいた。

　今のは多分、自分宛てだろう、というのは特別扱いのうぬぼれとかそういうのではなくて。

　普通に、順当に、他にはあるまいと思うのだった。

（面会謝絶て）

　いや、別に、全然困らないけど。

（大丈夫なのかな……）

　確か、明日は土曜日。ＤＶＤの発売イベントだったはずでは？

　大人力を見せつけて、イベントに行けることを自じ慢まんしていたはずではなかったか。その時のことを思い出すと、結構腹が立ったので、あんまり心配は、してやらないことにした。
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　翌日土曜日は学校もなかったので、早朝に一度目覚ましで起きてゲームのスタミナを使って二度寝をしたら、本格的に起きるのは昼近くになっていた。

（原稿……）

　冬コミが近づいている。朱葉はスペースをとってはいなかったが、カップリングアンソロジーに寄き稿こうを予定していた。

　週明けには提てい出しゆつだが、一応あと一日もあれば仕上がる目め処どはついている。今日か、明日。仕上がったらゲームをするか、漫まん画が喫きつ茶さでも行くか……。

　そう思っていたら、スマートフォンに通知が入った。

（ん？）

　メールでも、着信でもない。

（メッセージ？）

　ＳＮＳの、他者から見えないクローズドなメッセージが一通。開いてみて、目を疑うたがった。

∨すみません。先日応おう援えん上じよう映えいのチケットを取引させていただいた者ですが、本日時間ありますか？

　取引用のアカウントから、他た人にん行ぎよう儀ぎな口く調ちようではあるが。

（先生じゃんか）

　なんとなく用件は想像がついたが、返事をする。

∨先日はありがとうございました。今日、あいてますよ。どうしましたか？

∨実は、体調を崩くずしてしまい、今朝から熱が下がらないため、予定していたイベントに行けなくなってしまって。

　よかったら、代わりに行ってきてはもらえませんか。

∨構かまいませんけど、身体からだ大丈夫ですか？

∨心配には及およびません。週明けには治なおすつもりですが、出演者及び他の観客にうつすわけにはいかないので。

　いや、そういう大丈夫じゃなくて。

　今、ユーが大丈夫かどうかって聞いてるんですけど。

　まあ、自分の身体より大事なことがあるのだろう。

∨会場前までチケットをもっていきますので、代金はいりません。もらってください。

∨会場前でなくとも、そちらの最も寄より駅えきまで行きますよ。改札から出なければ、どうせ行く道なんで。

　本当は、家まで行きますと言ってあげたかったけれど。まあ、それは色々、まずいだろう。例によって。

　プレイでも、オフでも、曖あい昧まいにして、踏ふみ込んではいけない距きよ離り感かんがあるはずだった。

　イベントの三十分前を待ち合わせにして、メッセージのやりとりを終えた。

　さて、これからシャワーを浴あびて、服を着替えて用意をしなければいけない、のと。

「おかーさーん。熱ねつ冷さましのシートって、まだあったっけー」

　部屋を出ながら、朱葉が尋たずねた。
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　時間通り、地下鉄駅の改札近く。銀色の柵さくのそばに立っていたら、小走りでこちらにくる背の高い影。

「走らなくて、いいですよ！」

　気合いのぬけたジャージにロングコートとマフラーで。あとがっつりマスクをつけて、ちぐはぐな感じで桐生がやってきた。

「ほ、ほんとに、大丈夫ですか？」

　思わずのぞき込むみたいにして聞いたら、桐生がのけぞりながら。

「早さ乙おと女めくん。だめ。マスクして」

　まだ未み開かい封ふうのマスクを渡される。あ、はい、と朱葉がそのマスクをした。どうやら今日は、『取引相手』のロールプレイをするのもしんどいらしかった。

「あの、じゃあ、これ」

　渡される、イベントのチケット。とても楽しみにしていたもの。

　目に見えて、桐生の背中がまるまって。

「めちゃくちゃ不ふ覚かく……」

「泣かないで、先生」

　あんまり可か哀わい想そうな感じにうなだれたので、思わずその背中をぽんぽんとしてしまう。一応、真ま面じ目めに、可哀想に思ったから。

「レポ絵描くから」

「おっし」

　一瞬で背中が戻った。

「立ち直りはやすぎじゃね？　なんなの？」

「これでぱぴりお先生に譲ゆずったかいがあった」

「いや、最初からそれ期待してたでしょ？　汚きたなくない？　どうなの？」

　元気なら、いいけどさ、と朱葉は思う。

　いつまでも改札の柵を挟はさんで話してはいられない。

「じゃあ、行くんで」と言った朱葉が差し出したのは、小さなコンビニ袋だった。

「これ」

「いや、お金いらない……」

「違うって。うちにあまってた冷れい却きやくシート。あ、電車くる！」

　じゃあまた、月曜日に。

　電車の入る音がしたので、朱葉が駆かけだした。

「…………」

　桐生は小さくなるその背を見送った後、まだ少し朦もう朧ろうとする頭で、コンビニで薬を飲むための水を買い、レトルトのおかゆを買った。

　ひとりで暮らす家に帰ってから、靴くつを脱ぬごうとして。

　ふと、朱葉から渡された、小さなコンビニ袋が目に入ったので、中を見てみると、確かに封ふうのあいた、冷えピタがひとつ。

（使いかけ……？）

　でもないだろうに、封が切られていたから、なんの気なしに取り出してみれば。

「…………ああ、やばい」

　ずるずると、そのまま玄関先に、座り込んでしまう。

　手の中に握にぎった冷却シートには、手書きのサインペンで、桐生の愛したキャラクターの絵と、『げんきになってね』の文字。

「熱……あがる」

　かすれた声で、呟つぶやいたけれど。

　誰の耳にも、届くことはなかった。
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　熱に浮かされて夢を見た気がする。どんな夢かは覚えてないけれど、人に言えるような夢ではなかった。それだけは覚えていた。

　乱らん暴ぼうに鳴らされるインターホンの音で桐きりゆ生うは目が覚めた。身体からだが重く、まだ熱が残っているのがわかった。けれど、自身のかいた汗の量で、快かい方ほうに向かっているという実感もあった。

「鍵かぎあいてんじゃん。不ぶ用よう心じんかよ」

　上半身だけを起き上がらせたら、そんな声がしたので、起きることも諦あきらめてもう一度ベッドに沈しずんだ。

「おーい、死んでるかー？」

　遠えん慮りよなく部屋に入ってきたのは桐生の友人である秋あき尾おだった。今日は女の服は着ていなかったが、派は手でなコートにやはり長ちよう髪はつのカツラをかぶっていた。コスプレイベントの帰りなのだろう。

　午前中に、風か邪ぜで外出を諦めた時、桐生が最初に連絡したのは秋尾だった。別に、いの一番に朱あげ葉はに連絡したわけではなかった。

「今日は合わせでコス。無理」

　と秋尾の返事は瞬しゆん殺さつで無む残ざんなものだったけれど。それでも、「帰りに見み舞まいでも行ってやるから」と言ってくれたから、それなりな優しさはあるのだろうけれど。

「キングは……？」

　布ふ団とんの中からかすれた声で桐生が尋たずねた。秋尾が「合わせ」という時は、ほぼ十じつ中ちゆう八はつ九く、恋人であるコスプレイヤーと組んでいるはずだった。『キング』というのは、その恋人の通つう称しようだった。

「車。風邪の菌きんとはふれあいたくないってよ」

「さすがキング……しびれる……」

　よくわからない感かん嘆たんをしているけれど、桐生はいつものことなので妄言とは思わずに秋尾はスルーをキメた。

「ちゃんと薬飲んだのか？　一応缶かん詰づめとか買ってきてやったけど。あとポカリにウィダーインに栄養ドリンク」

「昼は飲んだ……何時……今……」

「もう六時」

「起きる……」

「ゴミ捨てとくぞー。あ、あとこれ見たいって言ってたブルーレイボックス。祭さい壇だんに置いておくから……」

　祭壇、というのは桐生の所しよ有ゆうする神かみ本ぼん、神グッズ、神フィギュアなどが飾かざられている場所だった。秋尾はそこに袋を置こうとして。

「…………」

「触さわるな」

　ふと、中央に鎮ちん座ざましますものに目をとめ、固まっていると、亡ぼう霊れいのごとき重みが肩にのしかかる。

「いやこれ」

「触るな」

　そこにあったのは、封ふうのあいた冷れい却きやくシートだった。触られたくないなら隠かくしておけばいいものの、わざわざ祭壇に飾る辺りが、桐生の桐生たるゆえんだなと思うし、秋尾だって飾ってあるものにそうそう気軽に手を触れることはないのに、語るに落ちてるな、と呆あきれながら思う。

「触らないから寝てろよ」

「え、最高に可か愛わいくない？　マジ神じゃね？」

「触ふれて欲しいのか触れて欲しくないのかどっちだよ！！！！」

「触っては欲しくないけど触れては欲しいんだよ！！！！　わかれよ！！！！」

「めんどくせえわ！！！！！」と秋尾が叫ぶ。殴なぐってやろうかと思ったけれど、病人だから自じ重ちようした。

　ベッドに座った桐生がゆるゆるとウィダーインゼリーを飲み始めたので、ため息をつきながら秋尾が言う。

「あのー……あの、これはあれだろ。今お前の神であるところの絵師さまから下か賜しされた魔ま法ほうの品物だろ……すごいね……」

「そう。マジそれ」

「ちなみにお前の今の神様は教え子だった気がするんですが？」

「それは今置いておこう」

「置いておくんかい」

　一応突っ込む。

　ポカリスエットで薬を飲んで、また布団の中に帰っていく姿を見ながら、秋尾はため息をつく。

「前も言ったけど、実際どうなの？　朱葉ちゃん」

「気き遣づかいも神」

「じゃなくて。生徒なんだろ？　節せつ度ど持ってつきあうんだろ。俺が連絡先聞くのも嫌がってたじゃんか」

「そうですけど」

「〝これ〟は、節度持ってるの？」

「……くれたのぱぴりお先生だし……」

「そういう逃げ方でいいわけ？」

　布団が頭まであげられて、もごもごと小さな声。

「おーれは……お前とは……違うんだよ……」

　あ？　と秋尾が眉を寄せる。

「自分の神様とつきあえるような……お前とはさ……」

　その言葉に。

「つきあったくらいで神様じゃなくなるならその程度だろ」

　と思ったけれど、まあ、それは、過ぎた言葉だと秋尾は飲み込んだ。

　めんどくさい友達とは長いつきあいで、言ってもいいことと、言ってはマズイことくらいはわかるつもりだ。

「……どうでもいいけどさ。お前は外見をどうつくろったって、やっぱりずっと面めん倒どうくさい男だし」

　そこで、少し、考えた。こりゃ多分言ってはならんことだろうなと思いながら、でも言ってやるのも、友情のつもりで。

「節度ってやつがどれだけ大事かしらんが、可愛い女の子ってのは、すぐに誰かの手がつくもんだぜ」

　返事は、ない。

　ただ、布団の山の中から、ひねたような声で。

「……ねる」

　はいはいおやすみと、部屋を出ていこうとしてから、ちょっと考えて。

　ドアをあけると、秋尾は言った。

「そういや、キングがラミネート機もってたと思うけど使う？」

　あの、冷却シートの。保存用に。

「神かよ！！！！！！！！！」

　と布団の中から声が響ひびいた。元気じゃねえかと、秋尾は思った。
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　風か邪ぜを引いた桐きりゆ生うのことは心配ではあったけれど、それはそれ、ＤＶＤイベントは心から楽しんだ。サプライズで主題歌のライブもあり、鞄かばんに光る棒ぼうをしのばせてきてよかった。勝ち組だった（一応桐生の推おし色は多めに振っておいた）。

　満足満足、と会場をあとにしようとした時だ。

「あーげはちゃん！」

　唐とう突とつに声をかけられ、びっくりして振り返った。

「おねーさん!?」

「やっぱり！　久しぶりだねー」

　声をかけてきたのは見覚えのある顔だった。

　落ち着いた感じの美人で、一見〝そう〟とは見えないのだが、肩から提さげたハイブランドの鞄にはさりげなく推しキャラのチャームがついている。

　梨なし本もと縁ゆかりという名よりも、「おねーさん」と朱あげ葉はは呼ぶことが多い。ずいぶん年が離はなれているけれど、縁の弟と朱葉が同級生で、親同士のつきあいもあり、小さい頃はよく一緒に遊びにいった。それから中学校の時にアニメショップで再会してしまったのが運の尽つきで、朱葉は、オタクのイロハを彼女から習ったのだ。

　縁は長い黒髪の友達も連れていた。その彼女にも、朱葉は見覚えがあった。カナさんといったはずだ。本名は、知らない（主にイベント会場でよく会っていたので）。

「カナ覚えてる？　うちの近くのあげはちゃん」

「覚えてるよ。トーンあげた子だよね？」

「その節は！　ありがとうございました！」

　ぺこりと朱葉が頭を下げる。

「いいんだよ～。うちにあっても捨てるだけだったし。使ってる？」

「ばっちり使ってます！」

「よかった。うちらはトーンとかもう何年も使ってないよね。そうだ、あげはちゃんこれから予定ある？　うちら、近くでお茶して行こうかって言ってたんだけど、一緒にどう？」

「いいんですか!?」

「いいよ～。ってか、今日のイベント最高じゃなかった？」

「マジそれ！！！！！！」

　近況よりも、直ちよつ近きんの萌もえに花が咲く。三人は近くのドーナツショップに入って行った。
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「すみません、おごってもらってしまって……」

　ドーナツショップの隅すみの席で、朱葉は恐きよう縮しゆくして小さくなっていた。

「いいっていいって。まだ高校生なんだから。でも、今日のイベント来たってことは、ＤＶＤ買ったんだ？」

「えっと……今日の……参加券は、ええと……知り合いが、来られなくなってしまって……」

　友達が、と言おうとして、いや別に友達ではないよな、と朱葉は思う。

　先生、というよりは、オタク友達の方が、近いとしても。

「そっかぁ。私はいろんなイベント行ってるけど今日のはほんと最高に面白かったな～。円えん盤ばんいれて欲しい～」

「無理じゃないかなぁ。カメラなくなかった？」

　そんな玄人くろうとの会話をする二人を尻しり目めに。

「あ、すみません」

　朱葉がそそくさと鞄から小さなスケッチブックを取り出す。周りを見ながら、おずおずと。

「覚えてる間に……レポ……描いてていいですか……？」

　そのいじらしい台詞せりふに「いいよ～！」「えらい～！」と大きく褒ほめてくれた。二人は朱葉のレポ絵を眺ながめながら、感想戦に花を咲かせる。ひとしきり語り終わり、朱葉も描き終わったところで「そういえばさ」と縁が言う。

「弟から聞いたんだけど、あげはちゃんの高校、生物教師が桐生和かず人とって、マジ？」

　朱葉が飲んでいたカフェオレを吹き出しそうになる。

　先に口を開いたのは、テーブルを囲んでいたカナだった。

「桐生和人って、あの？」

「そうそうあの！　桐生センパイよ」

　おそるおそる、朱葉が尋たずねる。

「そう、ですけど……知り合いですか……？」

「うん。大学サークルでね」

　その言葉に、ひっ、と朱葉は思う。思わず言ってしまった。

「せ、狭せまくないですか!?」

　二人はしみじみしながら、「あのね」と朱葉を振り返り言った。

「「オタクは狭いのよ」」

　オタクは、狭い。

　朱葉の心に刻きざまれたワードだった。

「あー桐生センパイ格かつ好こう良かったなー」

「格好良かったよねー」

　二人は頰ほお杖づえをつきながら、異い口く同どう音おんに発した。

「「顔だけは」」

　めっちゃわかる、と朱葉が思った。

　桐生は二人とは、大学時代の漫まん研けんサークルでの先輩後輩にあたるらしい。顔はよかったのだが、取り返しのつかないほどのオタク、だそうだ。

「今もそうなのかなぁ。弟はわからんって言ってたけど」

　めっちゃそうですよ、と思ったけれど、隠かくしているのも知っていたから、朱葉は口を開けないでいた。

　二人は朱葉に聞かせるというよりも、思い出話に花を咲かせる様子だった。当時の桐生は今ほどオンとオフを使い分けていたようではなく、顔のいい残念なオタクだったようだ。

「ねー覚えてる？　桐生センパイ改かい造ぞう計画！　あの超美人の先輩が、プロデュースしてさ」

　唐突にそんな、個人的な話が出て朱葉の手が止まる。これは聞いてはいけないのでは、と思うけれど、止めるのも不自然な気がして、沈ちん黙もくを守る。

「覚えてる覚えてる。マリカセンパイのやつでしょ。マリカセンパイに出会って桐生センパイ本当に格好気にするようになってたよね」

「そう、はたから見てても二人って仲良しだったから、絶対つきあってるんだろうって思ったけど、桐生センパイ断ことわったんだよねぇ」

　その台詞が。

「「女性として見ていませんでした、すみません」」

　だったということで。

「ありゃだめだわ」

「ありゃー無理だね」

　朱葉も思わず、

「それはアカン……」

　と呟つぶやいていた。

「でも桐生センパイ、結局マリカセンパイのごり押しで、そのあとちょっとつきあったらしいよ」

「え、マジで」

「マジマジ。わたし、マリカセンパイから聞いたもん」

「あー、カナ、仲良かったもんね」

　つきあった、のか、と朱葉が思う。いや、他人のことだし、過去のことだ。どうでもいい、というのも、変だけれど、別に突っ込むことじゃない。聞くのもなんか……性格が悪い、気がする。けれど、聞いてしまった。

「……それ、どうなったんですか？」

「うーん、くわしいことは知らないけど、『和人は絵を描いてないあたしじゃ意味がなかったのよね』って、センパイ言ってたかな……」

　絵を描いてない、わたしじゃ意味がない……。

（ひどいな……）

　それを、女に言わせる、先生は馬ば鹿かでひどいと、朱葉も思う。

　馬鹿で、ひどい。どうしようもない。でも。

　朱葉は自分の手元、レポートイラストを描いたスケッチブックを見る。この絵は誰のためだろう、と朱葉は思う。楽しかった。好きだから、描いた。でも、受け取ってくれる人がいる、こともわかっている。別にその人のためだけに描いたわけじゃない。でも、喜んでくれる人がいる、ことは、とても嬉うれしい。

　嬉しくて、嫌じゃない。それなら。

「描いてれば、よかったじゃないですか」

　思わず、言ってしまった。

「好きなら描いてでも、つなぎとめたらよかったじゃないですか！」

　言ってから、朱葉は、はっと気づく。

「す、すみません。なに言ってるんだろう……」

　変なことを言ってしまった、と思った。その恥はずかしさに消え入ってしまいそうになったけれど。

　縁はふっと笑って、言った。

「あげはちゃん、好きな人いるんだ」

　え、と思った。

「いや、そんな、えっ、なんで!?」

「あれ、違うの？　てっきり……」

「そんなこと言いました!?　言ってませんよ！！！！」

「はいはい、そういうことにしておこうかしらね」

「おねーさん!!」

　いやあ、弟もうかうかしてらんないわ、と縁は朱葉には意味不明なことを言って、その会はお開きになった。二人はそのまま夕飯を食べにいくそうで、それも誘さそわれたけれど、原稿があるから、と朱葉は断った。

　家に帰り、原稿を仕上げる前に、スケッチブックの絵をスキャナで取り込みＳＮＳにアップロードする。

　速そつ攻こうでつく、イイネとともに。

　取引アカウントから、一通のリプライ。

∨最高です。ありがとう。寝込んでいたんですが、元気になりました。

「……どういたしまして」

　と朱葉はひとりで、呟いた。胸に浮かんだあたたかさが、照れくさくて、居心地が悪くて、そしてどこか、嬉しくて。

（あげはちゃん、好きな人いるんだ）

　縁の言葉が、なぜか、忘れられないでいた。
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　週が明け、学校に行くと、廊ろう下かで桐生とすれ違った。思わず足をとめたのは、マスクをしていなかったから、というのもあるけれど、他にも気になることがあったからだ。生物の教科書を開いて、質問をするふりをして、朱葉が言う。

「治なおったんですか」

「治った」

　短い答えに、ほっとする。

　けれど、朱葉が自分の目の下をなぞって、言った。

「でも、目の下、クマありますよ」

　まだ、何かしんどいんじゃないのか。ちょっと心配しながら、言ったなら。

　いたって深しん刻こくな顔で、桐生は言った。

「冷れい却きやくシートをラミネート出来るか調べてたら眠れなかった……」

　その言葉に、心の底から、朱葉は言っていた。

「馬鹿か？」

　百年の恋もさめそうな、冷たい台詞だった。
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　通学の電車の中は、イベントストーリー消化と決めている。

　早さ乙おと女め朱あげ葉はの、日につ課かのことである。通学路線は朝はラッシュとまではいかないが、運がよくなければ座ることは出来ない。たいした時間でもないので、立ったままでタイミング等の配はい慮りよがいらない、スマートフォンのソーシャルゲームのイベントストーリーを読むことにしている。最近のモバイルゲームは、文章量も多いためこまめに消化していかないとたまる一方なのだ。

　もちろん思わぬ萌もえを見つけてしまった時のためにマスクも忘れない。公共の場での嗜たしなみだ。

　電車にのり、邪じや魔まにならないよう立っていられる場所を探す。

　と、隅すみの方に立っている、周まわりより頭ひとつ大きい影を見つけて眉まゆをあげた。

（珍めずらしい）

　相手も朱葉に気づいて、目が合った。

「よ」

　と朱葉が手をあげる。相手はつけていたヘッドホンを下げた。そこまでされたなら、拒きよ絶ぜつはされないだろうと踏ふんで、隣となりに立った。

　背が高い相手だった。久しぶりに会うので、近くに立つとよりその大きさを実感した。

「太た一いち、今日は朝あさ練れんないんだ」

「おー……」

　低い声で、曖あい昧まいな返事。足下に無む造ぞう作さに置いてあるバッグが、リュックサックなのが珍しいなと思った。いつもは、四角いバスケットボール部のショルダーなのに。

　同じ学校の制服に、短い髪。ちょっと目つきは悪い。

　梨なし本もと太一。近所に住んでいる同級生、なのだから、幼おさななじみと言ってもいいだろう。ただし、朱葉はもっぱら彼の姉である縁ゆかりと遊んだ覚えの方が強い。

「こないだねー、おねーさんと会ったよ」

「聞いた」

　ぶっきらぼうな返事。ま、そうよね、と朱葉は思う。

　相手は小学校の頃からバスケットボール一いつ辺ぺん倒とうな性根からのリア充じゆう。これ以上の会話の発展性もない……。

　なので朱葉も遠えん慮りよなく、その隣でイベントストーリーの消化にいそしんだ。外は寒く、電車の中は暖だん房ぼうがきいていて、窓まど際ぎわに立っているのが一番ちょうどいい温度だ。

　しばらく一心にイベントストーリーを読んでいると、前置きもなく、唐とう突とつに、太一から声をかけられた。

「あのさ」

「うんー？」

　朱葉は顔をあげず、生返事をした。つむじのまだ上の方から、声が降ふってくる。

「クリスマス、暇ひま？」

　ん？　と思って、見上げる。

「クリスマス？」

　聞き返す。クリスマスというのは、あの、今月の月末だ。今年は確か、週末に完全にかぶっていたはずだった。

　自分の予定を思い出す。

　冬コミの原稿→今年は寄き稿こうだけなので提てい出しゆつ済ずみ。

　ネット巡じゆん回かい→せっかくの週末なんだから出来ればイラストの一枚でもあげようと思っている。

　ソーシャルゲーム→絶対クリスマスイベ来る。なんならすでに来ている。

　推おしキャラの誕たん生じよう日び→今年は今期の一推しセクシーイケメンがイエスキリストとおなたん（同じ誕生日）！！！！！！！！！！！！！！！　祭り！！！！！！！！

　結論。

「用事はないけど暇でもない」

　むっちゃ素す直なおに正直に答えた。朱葉の脳のう裏りを別に読んだわけでもないだろうけれど、小さく舌打ちをした気け配はいがした。

「何よ」

「いいや、別に、クリスマスじゃなくても……今週末、暇？」

　クリスマス前の土日だ。一応、あいてはいた。

「あいてるけど」

「映画、ポイントカードがたまってて」

「うん」

「年内で二人無料なんだけど、暇ならついて来るかなと思って」

「わたしが？　あんたと？」

　なんで？　と聞いた。

　心の底から。不ふ思し議ぎだった。

　別に、仲が悪いわけでもないけど、暇だし遊ぼうぜーウェーイ、という仲でもないはずだった。そもそも、あんたはリア充でしょうに、どうしたリア充、という言葉が喉のどまででかかった。

「友達は？」

「忙しいって」

　おかしいの、と朱葉は思う。充じゆう実じつしてない。もしかして、いじめにあってる？　いやいや、このガタイをいじめられる人は中々いないだろう。

「おねーさんは？」

「原稿落ちたらぶっ殺すぞって言われた」

　そうだった。冬コミ。

　確かにクリスマスが追い込みだ。っていうかクリスマスに追い込んでるやつはマジでヤバイ。本当にすみませんでした。

「ひとにあげられるもんでもねーし、もったいないから。よければ考えといて。早乙女の見たい映画でいいから」

　じゃ、と言って、さっさと電車から降おりていってしまう。ちょっと、そこまで言ったら学校まで一緒に行けば良いじゃん！　と思うのに、歩ほ幅はばが違うからだろうか、改札を出る頃には高い背中は遠くになっていた。

「どうしよう……」

　途方にくれたように、朱葉が呟つぶやいた。

　リア充と映画って、何を見ればいいんだ？
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　朱あげ葉はのポケットには大きすぎるその疑ぎ問もんは、そのまま放課後まで持ち越こすことになり、いつもの生物準備室で、映画の公開情報を見ながら朱葉が言う。

「ねー先生、リア充と見る映画って何がいいと思う？」

「ギターから火がでるやつ」

「いや、爆ばく発はつさせる映画を聞いてるわけじゃないから」

　嫌いじゃなさそうだけど、今はやってないし。

「ゲームの映画化……はだめでしょ……。リア充もやってるゲームっつったって無理っしょ……ライダーも……いや……むり……」

「ちなみに早さ乙おと女めくん、国民的怪かい獣じゆう映画は？」

「見ました。ＢＬがあった」

「国民的君の名探し映画は？」

「見ました。百ゆ合りがあった」

　どちらも楽しくいただきましたけど？

「じゃあ世界的魔ま法ほう少年番外編は？」

　結構、リア充でもいけると思うけど。あと声せい優ゆうがいい、と桐きりゆ生うは言うが。

　地の底から出るような声で、朱葉は言った。

「………………本編ラストで、推しキャラ殺された怨おん念ねんとまだ和わ解かいできてない……」

「あー」

　あるある、と桐生が頷うなずく。

　死ネタが地じ雷らいではない朱葉といえど、許せる死と許せない死がある。

　和解の道は遠い。

　桐生が自分のタブレットにとある公式サイトを表示して掲かかげた。

「ちなみに俺的なイチオシ。戦争アニメとあなどるなかれ、めっちゃ泣けるいい映画」

「あー……」

　それ、見たいと思っていたんですけど……と朱葉が言う。

「今なら極ごく音おん上映で是ぜ非ひ」

「うーん……泣き映画は……」

「泣かせ映画だと思ってなめてもらっちゃ困るよ早乙女くん。この映画を見てつたう涙なみだは人間が人間を真しん摯しに描えがいているという点で感かん動どうの涙なんだそもそも」

「待ってオタクちょっと黙だまってて」

　聞いてない。いや興きよう味みはありますけど。

「だからリア充と、って言ったじゃないですか。さすがにリア充も女子に泣かれたら気まずいですって」

「そうかー？」

　と言いながら、顔を下げ、もう一度あげる。

「女子に泣かれるって？」

「いや、だから、彼女でもないのに泣かれたらめんどくさいでしょ、相手も」

　先生は一緒に泣いてくれるからいいかもしれないけどさ、と言う。

　桐生はなんだか、感情のないまっさらなトーンで言った。

「リア充……男子？」

「そうそうー。なんか成なり行ゆきで……」

　映画の趣味もよくわかんないんですよね、幼なじみなんですけど、とスマホに目を落としながら、朱葉は考える。

　大学サークルの後輩のことを、果はたして先生は覚えているだろうか、と。

　後輩のことも、それと、……だめな感じに振ふった、彼女のこと、とかも。

　それを考えていたので、返事は生返事だったし、桐生がどんな顔をしているかも、その時は見なかった。

「成り行きで、この時期に？」

「やー最初は、クリスマスって言われたんですけど」

　そりゃねーわ、ってことで。

「はぁ……」

　そりゃ、ねーわ。

　と桐生は、横を向いて声を出さずに口だけを動かして、言った。朱葉にはもちろん、聞こえることはなかった。



















[image: ]




　──考えてもみたまえ。そもそも一般人と映画に行くメリットがあるのか？

　そんなことを、桐きりゆ生うは朱あげ葉はにオタクらしい饒じよう舌ぜつさで語った。

「まず見に行く映画が限られる。前評判を周囲にリサーチできない上に、完全に趣しゆ味み嗜し好こうを知り尽つくした仲間からの的確な見に行くべき論も聞くことができない。我々の業界はもちつもたれつ、誰かのすすめた作品を享きよう受じゆする代わりに俺の推おした作品も手をつけてもらわねばならんという相そう互ご関係の上になりたっている！　そういう貴重な時間を費ついやす上に、他に見られたかもしれない作品を見られないという機き会かい損そん失しつである。行ったとしても感情のままに作さく画が、スタッフ、声せい優ゆう、カメラワークやＣＧに対して感想を述のべることができないし、作品の面白さも半減してしまうだろう。それどころか、エンドロールの真っ最中で立ち上がる奴かもしれない！　エンドロールは良りよう作さくの最大の見せ場だというのに！！！！」

　はぁ、と聞いてから、朱葉は言った。

「先生なんか、一般人との映画に悪い思い出でもあるんですか？」

「いいえ、一般論ですけど？」

　即そく答とう。

　桐生の言うことは、正しいのかもしれないけれど。でも、そうかなぁ？　と朱葉は思う。

　まあ、確かに、時間はないけど。どうしても忙いそがしいってわけじゃないし。

　映画見る時間くらいあるし、何より、タダだし。

　やめておいたら、と桐生は言葉を尽くして言ったけれど。タダにつられた貧びん乏ぼう性しようだけじゃなくって。

「──でも、気になるんですよね」

　ぼんやりとスマホに目を落としながら、朱葉が言う。桐生の手が止まり、半開きの口が開いたままになるけれど、そこからは何も、告げられなかった。

　朱葉は、桐生に語るというよりもどこか独どく白はくめいた言い方で、思い返すようにして言う。

「いや、ほんと、ちゃんと友達とかいるやつで。てか毎年バスケ部だから冬休みだって練習あるはずだから、暇ひまなわけなんてないのに」

　どうして自分に声をかけてきたのか、気になる、という意味だったのだけれど、桐生はどんな風に聞き取ったかは、わからなくて。

「ああ……」

　どこかぼんやりした調子で、しゅんとしたように、桐生が言った。

「そう……」

　その言葉に、朱葉はちらりと、一瞬だけ桐生の方を見て、ぽりぽりと頰ほおをかいた。

　気をとりなおすように、わざと明るい調子で言った。

「そもそも週末っていつなんだって話ですよね。朝なのか昼なのかレイトなのか」

「レイトはダメだろ」

　だん、と机を叩たたくように桐生が言う。

「ん？」

「レイトショーは、ダメ。高校生」

「え、そうですっけ。行ったことあるような……」

　時間によっては、同行者によっては、映画館によっては……。

　そんな言い訳じみたことを言おうとしたけれど。

　真顔で桐生が言う。

「もしも行ったら今度から英語で出す同どう人じん誌しのタイトル全部表紙のスペル間違える呪のろいをかける」

「え、何それ突とつ然ぜんの死」

　よくわかんないし。そんなこと出来ないし。

　子供か。それか魔ま王おうかよ。

　思いながら、「朝もだるいし昼ですかね」と相手は不在で朱葉が決めていく。そんな様子を見ながら、なんてことのないような調子で、桐生が言った。

「それで、どんな、奴なの」

　朱葉は相変わらず、世せ間けん話ばなしの延えん長ちよう線せん上じように答える。

「太た一いちですか？　理系クラスの方だから、先生はもったことないかもですね。まー幼おさななじみですよ。家が近所で。でも私は腐ふ女じよ子しのおねーさんとばっかり遊んでいた気がするし、馬があった覚えもないんですよねぇ。とにかく運動出来る奴でしたよ。小学校とか、運動出来る奴がとにかくモテる時期ってあったじゃないですか。そういう意味では、モテてたかもしれませんね」

　そういえば、彼女はいるのだろうか、と朱葉は考える。

　いや、いないだろう。いたら自分を誘さそってないだろうし。

　そして、ふと、姉である縁ゆかりの言葉を思い出す。朱葉に好きな人がいると思った縁は、「弟もうかうかしていられない」と言ったのだ。その時はわからなかったけれど、そんなことを言うってことは、

（きっと、好きな人はいるんだろうな……）

　いやいや、と思う。

「普通、好きな女の子いたら、クリスマスに他の女子、映画に誘ったりしないよな」

「それはしないだろ」

　独ひとり言ごとだったのに、豪ごう速そくで返事がかえってきてびっくりした。聞いてたのか、と振り返って朱葉が言う。

「好きな子誘いますよねぇ。普通は」

「……さぁ」

　その割には煮にえきらない返事だった。

　朱葉はちょっと考えて、加えて聞いてみる。

「先生は、誘ったりしました？」

「……誘いませんよ」

　椅い子すを回して体たい勢せいごとそっぽを向いたのに、朱葉はちょっと身を乗り出して追つい撃げきする。

「彼女、いたんじゃないですか？」

　たとえば漫まん研けんの、マリカさんとやら。

　とは、思ったけれど言わなかった。

　そのままぐるっと椅子を回して、桐生は背中を向けて。

「…………ノーコメント」

　黙もく秘ひ権けんを行こう使しされた。

「え、ひどい！！！！！！！！！！　わたしだって男子の話したのに！！！！」

「早さ乙おと女めくんのはデートじゃないでしょ。じゃあ、俺だって話はしませんよ」

　ほら、もう時間でしょ、雪になるって言ってるからさっさと帰りなさい、と帰りまでうながされた。

「ちぇー。いいもーん」

　せんせーさよーなら、と子供めいた口をとがらせ、朱葉は生物準備室を出て行く。

　誰もいなくなった準備室で、ずるずると椅子からずりおちながら、ぽつりと桐生は言った。

「……そりゃ、誘えるなら、誘ってるだろうよ」

　別に誰に、言うわけでもなくて。ただあとは、深ふか々ぶかとため息が出るだけだった。

　それから、ぽん、とメールが着信する音がして。

　なんとはなしに開いた内容に、桐生は眉まゆを寄せる。

　古くから使っている、フリーメールに、どこか見覚えのある、けれどもうずいぶんと長い間使ってはいないメールアドレスから。

　内容は、二行。久しぶりね、の前置きもなしに。

　∨久しぶりに、会えない？

　∨　　　　　ＭＡＲＩＣＡ
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　映画館の廊ろう下かに立ち、ポスターを写真に撮とる。

　ＳＮＳにアップする。

　これから見る、のひとことだけつけて。

「悪い、待たせた」

「ええんやで」

　日曜の昼下がり、朱あげ葉はは映画館でトイレから戻った幼おさななじみの太た一いちにそう言った。ポケットに財さい布ふをつっこんだだけのラフな格かつ好こうは、絵に描いたようなリア充じゆうで朱葉は感心してしまう。常に何かあったときのためにスケッチブックを鞄かばんにつっこんでいるオタクとはこうも違うのか（何かあるの何かとはという話なのだが結けつ構こう使う）。

　結局、朱葉は太一と安あん全ぜん牌ぱいな映画を見ることにした。

　安全牌というのは、有名漫まん画がが原作で、有名俳はい優ゆうが出ており、ドラマもやって、なかなかに売れた作品ということだ。

　太一も、漫画はちゃんと読んでないが設定と話は知っていると言っていたし、ドラマは何度か見たことがあるらしい。そのくらいで十分だろう。

　また、大事な要素として、この、クリスマスも間ま近ぢかに控ひかえた週末に、予約もなく入れる映画、ということがある。

　上映館も多いし、朝やレイトだけではなく昼間もやっている。

　そして……。

　開始十分程度で朱葉は確信した。

（クソ映画だーーーーーーーーーー！！！！！！！！！！！！）

【※この小説はフィクションです。実在の作品とは関係がありません。あなたがこれまでに見た歴史的なクソ作品を思い浮うかべながら読んで下さい。繰くり返しますが、実在の作品とは関係がありませんので特定もやめましょう。許して下さい】

　前評判の段階から想像がついていた。あの名作漫画のあの名作設定をこうも豪ごう快かいに殺すとは。もはやスクリーンはスプラッタの様よう相そうを呈ていしていた。

　死んでいく伏ふく線せん。

　惨ざん殺さつされるキャラクター性。

　局地的に手の込んだＣＧ。

　無む駄だ遣づかいされる俳優。意味のありそうでない台詞せりふ。

【※繰り返しますがこの小説はフィクションです】

　そしてこの手の映画にありがちなことだが。

（ネタとして、一周回って面白くなってきた……）

　絶対に自分の金では見たくないけれど、せっかくなのでこきおろすために一度見ておきたい。そんな作品だった。

　笑いをこらえながら、心の底から思う。

（本命で好きな作品じゃなくてよかった!!）

　もしもそうだったら映画館から生きては出られないだろう。

　本命ジャンルの方々の心しん中ちゆうお察さつしいたします。

　ヤバイしかでてこない……とほくそ笑えみながら、思わず朱葉は隣となりの太一の顔を窺うかがった。

「…………」

　どこかぼんやりした様子で、太一は画面を見ていた。

「…………」

　なんだかちょっとしぼんだ心で、朱葉はスクリーンに向き直る。なんだかんだと心の中ではこき下ろしたけれど。

（あ、大丈夫ちゃんとＢＬはあるわ）

　感じるわ。わたしのアンテナは死んでないわ。いけるわ。いってどうするって話だけど。あとどっちかっていうと百ゆ合りの方が萌もえる。

　そんなことを思いながら、物語は進み、一応の決着を見る。

（主しゆ題だい歌かだけは最高だな……）

　と思いながら、エンドロールのスタッフロールに目をこらしていると。

「わり」

　外にいるわ、と太一が立ち上がって出て行った。まだ劇場内は暗くて、顔は見えない。

「あ、うん」

　と答えたけれど、聞こえたか、どうか。

（ほんとに、リア充ってエンドロール見ないでいいんだな……）

　桐生の言葉を思い出し、むしろ小さな感かん激げきさえ覚えるのだった。別にそんなに、怒りはわかなかったけれど。正直に思った。

（まあ、多分、先生と見た方が楽しかっただろうな……）

　主に、感かん想そう戦せんが。

　劇場の灯あかりがついてから、朱葉は立ち上がる。別に、時間の無駄だったとは思わなかった。最後まで見れば、まあ、やれるところまでやったんじゃない？　とさえ思えたほどだ。

　劇場の外に出て、背の高い、太一の影を見つける。

　外の手すりに、両手をついて、背中を丸める形で、うなだれて。

（…………？）

　ちょっと、気になった。声をかけずに、近づくと、

「あー……、くそ」

　そんな悪あく態たいが、背中から聞こえた。

（もしかして、太一の本命ジャンルだったの……!?）

　とは思ったけれど、ただのネタで。思ってみただけだ。

　そうじゃなくて。

「太一」

　隣に立って、声をかける。

「大丈夫？」

「なにが」

　振り返らずに、苛いら立だちを隠かくすみたいな声で、太一が言った。

「うーん……」

　ちょっと考えて、おそるおそる、言う。

「腰、かなって」

「…………」

「…………」

　しばらくの沈ちん黙もく。

「わり……」

　力が抜けたように、そのまま太一がしゃがみこんだ。

「いや、悪くないよ。悪くないって。元気だせよ。大丈夫？　病院は行ったの？」

「行った」

　全ぜん治ち三ヶ月、くらい。多分。上う手まくいけば。

　かすかな声だった。

　朱葉は一瞬言葉が出なくて、天を見上げた。なんだかおかしいと思っていたのだ。登校時の電車の中で、ショルダーバッグを持っていなかったことや、リュックサックを足下に置いていたこと。そして、長時間の映画の最後で出ていってしまったこと。

　そして、友達は、忙いそがしい、の言葉。

　太一の土日は、ほとんど部活で埋うまっていたはずだ。バスケットの友達ばかりだったのだろう。そうじゃなくても、バスケットの話が自然に出てくるような、友達ばかり。

　リア充の、リアルってのも、大変だなって、心の底から朱葉は思った。

「なんか……あれだ、上手くいえないけど……」

「いや、別に、慰なぐさめて欲しいわけでもないし。早さ乙おと女めならスルーするかと思って選えらんだし」

「ひどい言いようだな、おい」

「映画、面白かったよな」

「面白かったけど多分太一とは別の意味だわ」

　でも、誘さそってくれてありがとうね。

　そんで、どんだけ大変とか、あんたの気持ちとか、わかんないけども。

　……元気だせよ。

　そう言って、普通に別れてしまうつもりだったのだけれど。

「あ、ちょっと待って」

　引き留とめられて驚おどろいた。

「よければ、つきあって」

「どこに？」

「ここ」

　太一が財さい布ふから取り出したのは、ものすごく見覚えのあるショップカードだった。

　オタク御ご用よう達たしの、有名アニメショップ。

「ねーちゃんから、予約してあるＣＤ引き取ってこいって命令されたんだけど、この店わかんねー……」

「ＯＫ」

　それはわたしの仕事だわ、と朱葉は即そく答とうで承しよう知ちした。
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　リア充とアニメショップというのもよく考えるといたたまれないな、と思うけれど、太一の姉が歴れき戦せんのオタクということもあり、太一はアニメショップの特とく殊しゆな空間にもそれほど引かずにいてくれた（もしかしたら内ない心しんはどん引きだったかもしれないが）。

「あ、エレベーター！」

　いこう、と手をひく。ＣＤフロアは最上階にあり、エレベーターに乗ってもひたすら時間はかかるが、太一の身体からだにもいいだろう。

　ぎりぎり乗り込み、背中でドアが閉まるのを感じながら、はぁ、と顔をあげた。その時だった。

（えっ）

　目が、あった。目の前にいたひと。

（マジか）

　相手も、驚いた顔をしていた。眼鏡めがねの奥で。こおりついていた、と言ってもいい。休日のアニメショップ。そんなわけあるかと思うし、まあそんなこともある、とも思う。

　オフの方の、桐生和かず人と。

　そして、その隣には。

（えー…………）

　桐生の上着の袖そでをつかんだ、綺き麗れいな女性がいた。
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『ねぇ、つきあってよ。彼女いないんでしょ』

　そう言われた時、桐生和かず人とは思ったのだ。

（まぁ、断ことわる理由はないかな）

　だから、いいですよ、と答えた。

　もう五年以上前の話だ。

　好きだったのか？　と聞かれたら、嫌いではなかった、と答えると思う。才ある人だったから、彼女のつくるものはとても好きであったし、本人だって。神様、の分類の箱に入っていた。最初は。

　ただ、美人だと思ったことはあんまりなくて、もちろん不美人と美人でわけたら圧あつ倒とう的てき美人に入るんだろうけど、いつも会う度に、「強そうだな」と思っていた。

　それは美人だったということなのだろう。彼女は出会った頃ころから、それこそつきあう前から、桐生の容よう姿しを整ととのえさせることに熱心だった。

『イケメンコスプレだと思って！　絶対就しゆう活かつにも使えるから!!』

　桐生は結局教きよう職しよくの道に行ったので、就職活動はしなかったけれど、彼女にたたき込まれたノウハウはそれからも活いきた、と思う。

　強そうな彼女は、桐生にも強くいることを強きよう要ようしたのだ。

　その時は、なんというかまぁ、バトル漫まん画がの友情モノぐらいにしか思っていなかった。友情も恋愛もかなり近しいところにあった。なぜなら桐生は腐くさっていたので。

　けれど結局、彼女との恋愛関係は長くは続かなかった。

　振ふったのは、桐生だ。

　でも、多分、それなりに、──桐生にとっても、傷きずが残る別れだったのだ。

∨久しぶりに、会えない？

∨　　　　　ＭＡＲＩＣＡ

　別れて数年が経たっている。

　そんなメールを受け取って、まず面めん食くらった。短すぎだし、やっぱりなんというか、強みというか、凄すごみがあった。

　その一行メールでも返してもらえるだろうという、自信だ。

　少しだけ考えたけれど。

　久しぶり、いきなりで驚おどろいた。どうかした？　というような返信を送った。

　メールに返事がなかったら、今度は電話をしてくると思ったのだ。彼女の性格から言って。その方がちょっと、気き負おってしまう。

　借りていたゲーム機を返したい、というのが彼女のメールの内容だった。

　なるほどと、思ったことも事実だった。確かに桐生は、安くはないゲーム機を彼女に貸していたし（一緒に狩かりをするためだった）、上位互ご換かん機きを買っていたので、特別返してもらう必要性もなく、そのままになったままだった。

　返してもらえないのならば全然それでも構かまわないけれど。

　あげる、と言ってしまうにはもう筋すじ合あいがないし。

　送ってくれ、と言うにも、わざわざ、という感じがあった。

　なので、日曜日なら空いている、と返した。

　その選せん択たくは間違いだったとは思っていない。

　日曜、簡単な準備をしながら、スマホを覗のぞいていたら、朱あげ葉はのアカウントに投とう稿こうがあった。朱葉の投稿は見逃さないように通知がくるように設定してある。別に、決して、ストーカーではない。

∨これから見る

　添てん付ぷされていたのは映画のポスターだ。

　映画、行ったんだな、とか。

　そうか、昼にしたのか、とか。

　色々よぎったけど、思わず。

「そのチョイスは冒ぼう険けんしすぎだろ！！！！」

　思わず叫さけんでいた。かなり微び妙みような評判の映画だったからだ。

　特に実写映画には気をつけろって話をしなければいけないな、と思っているうちに家を出る時間になった。

　色々、思うことはあったけれど。なんとか考えないようにして。
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　繁はん華か街がいで待ち合わせ、いつものオフの服ふく装そうで行ったなら、彼女──マリカは相変わらず頭のてっぺんからつま先まで「強い」感じで、桐生を見るなり開かい口こう一番言った。

「え、何それダサいよカズくん」

　相変わらず、強い。軽い感動すら覚えた。マリカなら桐生に会ってそう言うと思ったのだ。それでもこの姿で来たのは、別に、彼女のために「オン」にする必要はなかろうと思ったからだった。

「……生徒、いると困るんで」

　ぼそぼそとそう言ったら、「あ、そっか。カズくん先生になったんだもんね」と一いつ瞬しゆんでブーイングを取り下げた。そういうところは、昔から潔いさぎよい女性だった。

「ほんっと久しぶりだよね！　カナから連絡があって、久しぶりにカズくんの話題になってさ～。帰き省せいでこっちくる用事あったから、返すものもあるし元気かなって思って！　あ、カナのこと覚えてる？　サークル後輩の！」

「ちょっと、覚えてないかも……」

「そっかぁ。人数多かったもんね、うちのサークル。今も元気にやってるらしいよ～。コミケにもブース出してるって。あの頃よかったよねー、漫まん研けんは落らく選せん率りつ低かったし、搬はん入にゆうも車でさ～」

　ぽんぽんと話が飛び出してくる。ほっとしたのは事実だった。彼女はまだオタクではあるらしい。

　たとえば元カノでも、オタクじゃない人間とはなんの話をしていいかわからない。

「これ！　ゲーム機！　ほんっと返すの遅くなっちゃってごめん！　今夜は奢おごらせてよ」

「え、いや、いいよ」

　奢るのとか、本当に。

　遠えん慮りよにとられても困るな、と思ったので桐生は続けた。

「基本的に、貸すときは返してもらえなくてもいいっていう前ぜん提ていで貸してるから。布ふ教きようっていうの？　そこのうちの子になったのならそういうご縁えんだろうし、それでも欲しければ買い直す。すでにもってたのに買い直したいって思うところがすでに熱い情じよう熱ねつだし、そうなったらお金は払いたいよな。本ならばもう一冊、ゲームなら出来れば上位機に。だからほんとによかったんだけど」

　思ったことをそのまま話すと、マリカはぽかんとしていたが、ぷっと吹き出すと「かーわってないねー！　カズくん!!」と言ってきらきらした爪つめでばんばんと桐生の背中を叩たたいた。

「どうも……」

「んじゃ、割わり勘かんで飲も！　今夜はさ！」

　いつの間にか飲みにいく話になっている。断ことわり損そこねた。別にいいのだけれど、そろそろ今シーズンのアニメの最終回が立て続けにあるから、それまでに帰りたいな、と桐生は思った。

「じゃあ夕飯までどうしよっか～」

　どこか行きたいところある？　と聞かれた。

「じゃあ……」

　引き取りたいＣＤがあるんで、アニメショップ、行きませんか。

　そう告げたら、マリカは一いつ瞬しゆん顔から笑顔を消して。薄うすく軽いため息をひとつ。

「かわってないね」

　と諦あきらめたように言った。

　通かよい慣なれたアニメショップの、いつも人であふれて待たされるエレベーターの前で、しばらく無言で扉とびらが開くのを待った。開いた扉に乗り込むと、マリカが桐生の袖そでをつかんだ、のを、そんなに特別なことだとは思わなかった。混こんでいたし。

「あ、エレベーター！」

　扉が閉まる前に、駆かけ込んできた影、に、目を奪うばわれた。どうしてなのかは自分でも、桐生はわからなかった。

　駆け込んできた少女は、後ろに桐生と同じように背の高い少年を連れていた。

（マジか）

　奇くしくも、同じように心の中で思っていた。間違えようもない、早さ乙おと女め朱葉その人だった。
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　場所はアニメショップ。

　混こみ合うエレベーターの中。

　向かい合う形で、よりにもよって桐きりゆ生う（女連れ）と朱あげ葉は（男連れ）は鉢はち合あわせることとなった。

　後ろめたいことは別にない。本人達は、『そういう』相手を連れているという自覚はまったくなかったから。

　そう、あくまで、桐生と朱葉の、本人達だけの話で。

（いや、なんで？）

　まず心の中で突っ込んだのは桐生の方だった。

　相手はリア充じゆうだったのでは？　いかに朱葉が主しゆ導どう権けんを握にぎっていようと、リア充とアニメショップには来ないだろうと、思っていたのに。

「何階？」

　そう聞いたのは、朱葉の連れてきた少年の方だった。太た一いち、という名前だけ、かろうじて桐生は覚えていた。顔も見覚えがあるような、ないような。とりあえず彼は、桐生には気づいていないようだった。桐生が、彼の学校の、教師だということには。

「え、あ、一番上……大丈夫おしてあるから……」

　戸と惑まどったような顔のまま、朱葉が言う。エレベーターが止まるごとに、何人かの人の出入りがあって。

「カズくん？」

　硬こう直ちよくしているのを感じたのだろう。隣となりにいたマリカが窺うかがうように声をかけた。し、と軽く唇くちびるに指をあてて、黙だまるように指示した。

「…………」

　マリカは形のよい眉まゆだけをちょっとあげて、そのまま黙った。そういうところは、とても聡そう明めいで、察さつしがいい女性だった。

　仲なか睦むつまじい、ともとれる様子だった。

　パーソナルスペースが極きよく限げんまで薄うすくなったエレベーターの中で、慣なれた客達は皆沈ちん黙もくを守っていたけれど、

「そういや」

　慣れない太一だけが、周りも気にせずに口を開いた。

　密閉された空間で、彼の声だけがいやに大きく響ひびいた。

「このあと家くる？」

　え、と朱葉が顔を上げる。同じように、桐生も思わずそちらに、視線を寄せる。

　同時にエレベーターが目的階について、人が押し出された。桐生達とははぐれてから、「姉貴が寄れたら寄ってって言ってたんだけど」と続きを言った。

「あ、ああ……」

　まだぼんやりしている様子で、少しうろんな調子で、言った。

「わかった……。じゃあ、先にＣＤもらってきてあげるよ。太一はその辺眺ながめてて。予約カウンターも列があるだろうし」

　このアニメショップの最大の難なん関かんは長いレジ列だった。せめて列についていない方が、気もまぎれるだろうと思ったし。

　何より、ちょっとひとりになりたかった。

　ショップカードを預あずかりながら、列の最さい後こう尾びについて、さっきのエレベーターの中、聞こえた声、を、思い出す。

（カズくん）

　なんだよ。

　彼女いたんじゃねーか。

　と、心の中で朱葉は思った。

　それとも、ここまできて友達だとか言うんだろうか。アホか。別に、本当のことなんて言わなくてもいいけどさ。

（……噓うそ、つかれたくはなかったな……）

　やばい、ちょっと、目の奥が、熱くて。

　顔を見せないように、うつむいた、その時だった。

「あのー」

　背後から、声がかかった。ぎょっとして、振り向いた。

（マジか）

　予約カウンターの列の最後尾、朱葉の後ろに。

　ひとりで桐生が立っていた。朱葉と同じように、ショップカードを持って。連れの美人は待たせているのだろう。

　なんで、ってまあ、目的が同じだけだった。この階まで乗ってきたんだから、想像がついてもよかったものだった。

　狭い店内で、すぐ後ろに立って、桐生はぼそぼそと言った。

「家、ダメ」

　朱葉は、その、野や暮ぼったい姿と、ぼさぼさの髪と、不必要にでかいショルダーバッグを見ていた。

「家は、ダメだろ」

　それから、ああ、なんか聞き覚えのある言葉だなって思った。レイトはダメとか。さんざん言われたっけ。高校生だから？

　一般人なんかと、映画に行くな。

　それでもって、高校生だから、教え子だから、家はダメ？

（…………おっかしーでしょ……）

　心の中で、吐き捨てるようにそう思った。ダメじゃなくて、行かないでって言えないのか。先生だから？　生徒だから？　都合のいい時だけ持ち出すのって、ただの卑ひ怯きようなんじゃない？

　先生は、卑怯な大人でいいって言うかもしれないけど。

　子供なわたしはその卑怯を許さない、と朱葉は思った。

　桐生に背を向けるように、朱葉は前に向き直る。背後で桐生がうろたえているのが、気配でわかった。

　前を向いて、うつむいて、朱葉は押し殺した声で言った。

「ここから連れ去ってくれたら、言うこと聞いてもいいですよ」

　あの、女の人を置いて。

　多分、腹が立っていたんだと思う。何にかはわからない。とにかく、桐生に。一いつ矢し報むくいてやりたかった。だからそんなことを言った。困ることは承しよう知ちの上で。出来ないことはわかっているのに。

「──次の方どうぞ」

　答えのないまま、朱葉の順番になり、朱葉がショップカードを出せば、前まえ金きんで支払い済ずみのＣＤが五枚、奥の棚たなから出された。

（五枚か……）

　結けつ構こうやばいな、と冷静な頭で朱葉は思う。

　袋にいれて、渡される。ありがとうございました、と言って、振り返ると。

　無表情で黙だまりこくった、桐生がいた。

（……意い気く地じなし）

　心の中で、罵ば倒とうする。言わないけど。

　朱葉といれかわりで桐生はカウンターに行く。

　あーあ、と朱葉は、なんだかひどくやけっぱちな気持ちで、その背中を見ていた。それから。

「はい、二十枚で間違いなかったですか？」

　そう言って出されたＣＤの束を二度見した。

（マジでやべー!!）

　憤いきどおりも忘れて思ってしまった。

「あ、紙袋で、この荷物も一緒にいれてもらっていいですか」

　紙袋て。ＣＤで紙袋って。

　朱葉が毒どく気けを抜かれ、ため息をついて、周りを探す。太一はぼんやりと、店内の液えき晶しようを眺めていた。

「太一……」

　大きな背中に声をかけ、手をあげた。

　その時。

　手首が突然、つかまれた。

（え？）

　びっくりした。男の人の、強い手だったから。




「──行こう」






















　そして、桐生が走り出す。

　朱葉の手首を、つかんだままに。
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　走り出した桐きりゆ生うと朱あげ葉はを、振り返った太た一いちがぽかんと口をあけて見ていた。

　声をかけるため歩いてきていたマリカも。

　とっさのことで動けなかった。

　細く狭せまい、アニメショップビルの階段。人の波をくぐりぬけて、駆かけ下おりていく。二人、重い鞄かばんを提さげて。

「おい、早さ乙おと女め！」

　吹き抜けた上階から、太一の声。

「ごめん、ちょっと！」

　朱葉はそれだけ言った。つかまれた腕に力がこもり、駆け下りる足が加速する。すれ違う人達が驚おどろいたように二度見していくが、止まらない。そのうち、なんだか、朱葉は笑いがこみあげてきた。

　いきなり身体からだを動かしたから、ハイになったのかもしれない。

　三階、二階、一階と、底まで降おりて、そのまま店の外へ。師走しわすでごった返す人ひと混ごみの中を、駅までまっしぐらに走って。

　駅前の、待ち合わせの広場で、ようやく、信号に足を止められた。

「どこまで──」

　二人、肩で息をしながら。特に桐生は、自分の膝ひざをつかむようにかがんで、上半身全体を揺ゆらしながら、叫さけぶみたいにかすれた声で言った。

　あごから汗が、一いつ滴てき落ちて。

「どこまで連れて行けばいい!?」

　そう、必死になって聞くから。

「は……はは……あはは……」

　朱葉は思わず、天を仰あおいで笑ってしまった。

　いつの間にか離れてしまった手を、上下する背中に置いて、さすって。そっとかぶさるようにして。

「もう、もういいですよ……」

　笑えて、笑えて。

　なんだか少し、泣きそうな気持ちだった。

　お願いしたら本当に連れて行ってくれるのかもしれないと思った。このまま電車にのって。車でもいい。海でも山でも、宇う宙ちゆうの果はてでも。

　でも、別にそういうことじゃ、ないのだ。

　もう、いい。

　朱葉の願いはもう、十分に叶かなっていた。
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　駅の周しゆう縁えんをまわるように、少し離はなれて、背の高いビルのある場所で。とりあえず二人は腰を落ち着けた。自販機でコーヒーを買って渡したら、桐生は一気飲みをしていた。それでようやく人ひと心地ごこちがついて、ため息とともに、腰をひっかけるだけのベンチに腰かけた。

　朱葉はスマホを取り出して言う。

「あのー、とりあえず、太一に連絡してもいいですか？」

「え!?」

　びっくりしたように桐生が振り返る。

「今この流れでそれってめっちゃひどくないですか早乙女くん」

「ひどくないです」

　だって、と朱葉が持っていたナイロン袋を開いて見せる。

　桐生が買っていたものと、同じＣＤ。

「これ、太一のおねーさんのだもん」

　持ち逃げされたと思われたら困るでしょ、と言ったら、桐生はぽかんとした顔で。

「おねーさん？」

　と聞き返した。さてはやっぱりこいつあんまり聞いてなかったな、と思って、朱葉はもう一度懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明をしてやった。

　梨なし本もと太一は幼おさななじみで、朱葉は特にオタクであったおねーさんの方と仲がよかったこと。今日朱葉が誘さそわれたのも、けがをした太一が、リア充じゆうの友達に心配されるのがつらくて、そういう話題が出ない相手として朱葉を選んだだけだったこと。アニメショップに行ったのはおつかいだし、家に呼ばれたのも、おねーさんが朱葉に用があると言っていたからだということ。

「まあ多分、このＣＤ布ふ教きようでくれるんだと思うんですけど……」

　とりあえず、連絡しておきます、と朱葉がスマホを操そう作さした。当たり前だけれど、太一はめちゃくちゃ心配をしていた。あとでまた連絡するから、先に帰ってて、と言って、通話を切る。

「はい、それでは」

　朱葉は腰をかけた桐生の前に仁に王おう立だちになって、言う。

「先生はお連れの女性のことを教えて下さい」

「え、なんで？」

「え？」

　なんでってなんでだよ。

　その打っても響ひびかない調子に少なからず腹を立てながら、朱葉が言う。

「いいからキリキリ答える！　彼女さんなんですか!?」

「い、いや、マリカは……」

「え、」

　思いもつかなかった。いっそぽかんと、馬ば鹿かみたいに朱葉も口をあけて。

「元カノさんじゃないですか」

　思わず言ったら、桐生が眉まゆを寄せて、とても嫌そうに言った。

「…………なんで知ってるの」

　えーと、なんでだっけな、と朱葉はちょっと、考えて。

「オタクが狭いから」

　と端たん的てきに伝えた。

　こういうのが狐きつねにつままれた顔っていうんだろうなと、桐生を見ながら朱葉は思った。
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　オタクが狭い話を聞いた桐生はまだ少し納なつ得とくいっていない様子ではあったけれど、ぽつぽつと、昔の話をしてくれた。

　確かに大学サークルの時代に、マリカとはつきあっていたこと。けれど上う手まくいかなくて、別れてしまったこと。

「上手くいかなかった理由、聞いても良いですか」

「……それは、マリカに聞いた方がはやいんじゃないかな……」

　目をそらし、桐生がぼそぼそと言う。

「心当たりがありすぎて……」

　あー、と朱葉は思った。

　心当たりがあるだけマシだろう。マシか？

　桐生は気まずそうに、小さな声で続ける。

「でも、振ふったのは、俺」

　朱葉は無言で、その理由を促うながした。

「もっとあたしを見て、っていう、あたし、が、なんなのかわからなかったから」

　それを聞いて、朱葉は、思い出す。

　桐生の話は、朱葉がおねーさん達から聞いた話とは少し食い違っていた。けれど、多分、そういうものなのだろう。その食い違いが、埋うめられない二人の溝みぞだったのかもしれないし、仕方のないことだったのかもしれない。

　そう、思った上で。

「め、めんどくせーーーー！！！！！！」

　朱葉は思わず叫さけんでいた。

　それは、その、女のそれは、ぶっちゃけすごくめんどくさい!!

　すると桐生がすごい勢いで顔を上げて言った。

「そうだろ!?　そう思うよな!?」

「思うけど！！！！　それ言わせちゃう先生もアカンからね!?」

　正せい論ろんだった。

「ハイ」

　しゅんとしおれる。

　その丸まった背中に、朱葉は何か、声をかけそうになって、言葉をかけそうになって……のど元まで出かけた言葉を、飲み込んだ。

　先生が悪い。多分十じつ中ちゆう八はつ九く先生が悪いけど、でも、そういう人を好きになったんだからマリカさんだって覚かく悟ごが足たりない、と思う。いや、足りないと、一言でいってしまえるのかはわからない。

　だって、もう一度、声をかけてきたってことは。

　……別に、その、ゲームを返したいだけってわけじゃあ、きっと、ないから。

「先生は、その、マリカさんに連絡しなくていいんですか」

「あっ忘れてた！」

「あのね？　そういうところがね？　まずね？　ほんとにね？　先生ちょっとそういうところあるからね？　反はん省せいしよっか？」

　思わず幼よう稚ち園えんの先生のように説せつ教きようしてしまった。「ハイ」ともう一度神しん妙みように答えながら、「でも」と桐生が続ける。

「でも、俺も、必死で」

　その言葉に、朱葉がちょっと、自分の頰ほおをかく。

　確かに、ついかっとなって、あんなことを言ってしまったのは、自分の方だった。思い出すと、自分で、ちょっと、いやかなり、恥はずかしい。

　あの時は、つい、ちょっと、腹が立ってしまって。

　そんな風に、心の中で言い訳をしていたけれど。

「早乙女くんが、言うこと聞いてくれるって言うから……」

　そう、桐生が呟つぶやいたので。

「先生？」

　朱葉は桐生に一歩、歩み寄り。ぽん、とその両肩に手を置いた。

「あのね？　いっこ聞いていい？」

　にこにこと、不ふ自し然ぜんなほどにこにこと、やっぱり幼稚園児に言い聞かせるように、笑って。

「先生の聞いて欲しいことってなーんだ？」

　その不ふ穏おんな空気を、感じながら。

　眼鏡めがねの奥の、目がそらされ。

　けれど、誤ご魔ま化かしきれずに、欲よく望ぼうを、告げた。

「…………クリスマス絵の、リクエスト…………」

　そんなことだろうと思ったよ。バーーーーーーーーーカ。

　とりあえず殴なぐるために胸ぐらをつかんで、拳こぶしをかまえた（桐生も殴られる心当たりはあるのか、目を閉じて頰を差し出す勢いだった）。
















　その時だった。

　ぱっと辺りが、明るくなった。

　まだ夕暮れのはやい時間だが、陽ひの短い季節、うす暗くら闇やみの中で、あたりが光っていた。

　クリスマスイルミネーション。

　その綺き麗れいな光景を、見ていたら、なんだか怒りが収おさまってしまって。

　朱葉は拳をおろし、胸ぐらを放した。

　そして、それから、周囲に広がるイルミネーションをぼんやりと眺ながめながら。

　ぽつりと、呟いた。

「先生、ちょっと、お取引をしませんか」
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　クリスマス絵のリクエストがしたい、と桐きりゆ生うが言った時、朱あげ葉ははもちろん、ものすごく頭にきた。

　頭にきたのだけれど、別に、それだけというわけでもなかった。

（この男ひ性と、結局わたしのこと、本当にめちゃめちゃ好きなんじゃないだろうか）

　とりあえず、息を切らして走り出してくれる程度には。それは、朱葉にとっては新しん鮮せんな経験だった。

　まあ、絵だけなのかもしれない。

　描くモノ、だけなのかもしれないけれど。

　けれども相手が桐生だから。そういう、人が、作り上げるものに、もしかしたら、人に対するよりももっともっと、執しゆう着ちやくと熱意と、愛情をもてる人だから。

　朱葉にとっては、別に変わらないことなんじゃないかと思ったのだ。

　桐生が、朱葉のことが、好きだと。

　そういう仮定のうえで。

　朱葉にはのぞみがひとつあったので。

　取引を、もちかけることにした。

「取引……？」

　あっけにとられたように桐生が言う。「そうです」と朱葉が続ける。

　そして、まっすぐ桐生を見て言った。

「先生は、わたしが男子と、つきあったら嫌ですよね」

「……それは……」

　またなにかめんどくさい言い訳をしようとしている。その気配を敏びん感かんに察さつ知ちして、素す早ばやく朱葉がさえぎり言う。

「わたしがリアル恋愛にうつつを抜かして、推おしメンが彼氏になって推しジャンルが自分の恋愛になって対彼氏の夢ゆめ女おんなになって絵を描かなくなっても？」

「死んでも嫌です」

　即そく答とう。めっちゃ強い返事だった。

　最初からそう答えていればいいんだよ！　と朱葉は心の中で鬼おに軍ぐん曹そうのようなことを思った。

　それからやっぱり、自分は怒っていたのかもしれない、と朱葉は思う。

　だって、こんなの、分ぶが悪すぎる。自分だけ、貧びん乏ぼうくじを引いている、と感じた。フェアじゃない。フェアじゃないけれど、ここで言わなければ、きっと自分はもう言えないだろうし、後こう悔かいをするだろうと思って、言った。

「わたしも、嫌です」

　ぽかんと、桐生は口をあけたままだった。

　通じてないんだろうなと、朱葉は重ねるように言った。

「わたしも嫌です。先生が女の人とつきあうの、なんか嫌です。彼女さんのことでいちいち先生に説せつ教きようをするのも嫌だし、気を遣つかうのも嫌。そしてそれで、これまでみたいに萌もえ話ができなくなるのが、一番嫌です」

　放課後の生物準備室。

　朱葉が遊びに来てくれなくなったら、桐生だって嬉うれしくはないだろう。

　だから。

「卒業するまで、で、いいです」

　きらきら光る、イルミネーションの下で。

　うす暗くら闇やみに顔を隠かくして。

　朱葉が思い出していたのは、いつかの、三年生と桐生の会話だ。

　──大学に行ったら、つきあって下さい。

　そんなこと、言えない。

　絶対に言えないけれど。

「わたしが卒業するまで、彼女とか、つくらないで下さい。──わたしも、つくらないから」

　あと、たった一年。たった一年と、少しじゃないか。

　ささやかな時間を、交こう換かんして欲しいと朱葉は思った。

　彼女にして、なんて言わない。

　手をつないでとか、抱だきしめてとかキスしてとか、そんなことは望んでいない。わからない。これから思うのかもしれない。未来のことはわからないけれど。

　今は、とにかく。

　それが精せい一いつ杯ぱいの条件だった。

　悪い──取引じゃないって、思って欲しかった。

　桐生は無言だった。ゆっくりと、腰を持ち上げて。

　朱葉を見下ろすように、背中を丸めて言った。

「……早さ乙おと女めくんは、それでいいの」

　ぼそぼそと、自分の推しの話を自信満々に言うのとは違う、どうしようもない迷いの声音で。

「俺は、自分で言うのもなんだけど、わりとリアル恋愛に関してクソだと思うし、これまで駄だ目めだったから、これからとかも、上手くいく見込みはない。でも、君は……」

　それでいて、きっぱりと。

「君は、俺のことなんて振り返ったりしなくていい」

　そう、告げた。

「ああ……」

　ため息みたいに、朱葉の口から吐と息いきがもれた。その息は冷たくて、冬だというのにあたりを白くすることもなかった。

「ああ、そう、ですか……」

　拒きよ絶ぜつだと思った。

　自分と朱葉は違うから。そんなのは百も承しよう知ちだ。こんなことをお願いしていい立場でもなくて、それでも、わかっていて、心を、決めて言ったのに。

　何も、わかってはもらえない。

　心を差し出しても、受け取っては、もらえない。

　ゆっくりと目の前が暗くなるような気がした。

　諦め、に近い、冷たい気持ちだった。

　そのまま、目を閉じるように心を閉じてしまおうと思った。

　けれど。

「でも、俺は」

　桐生は言葉を続けた。

「推してるから」

　強い、強い言葉だった。

「にわかだって言われるかもしれないけど、これまでの早乙女くんのことを知っているわけでもないけど。でも、俺が一番のファンでいたいって思うし、君が今、俺の一番の推しなことは、変わりがないから!!」

　神様だから。

　それだけは。

　その一点だけは。

　信じて欲しいと言うようだった。

（そう、だな）

　それだけは。出会った時から。

　このひとは、ずっと、誠せい実じつだったし。

　これからも、誠実なのかもしれないと、信じることが出来た。

　そして。

「いいんですよ」

　ゆっくりと、信号待ちの、満ち足りた気持ちを思い出しながら、安心させるように、心を落ち着かせるように、朱葉が言う。

「わたし、さっき、嬉しかったんです。さっき以外も……なんか、時々、先生が思うよりずっと。わたし、嬉しいことがたくさんあったんです」

　忘れがちだけど。楽しかったし、嬉しかった。それは、噓うそではないし。

「だから……いいですよ」

　先生が、クズでも駄目でも。

　こんな時に、めんどくさい言い回ししか出来なくて、たとえば百回幻げん滅めつさせられても。

　別に、いい、と朱葉は思った。

　それから眉まゆをハの字にして、困ったように笑って。少しなじるような声色で、朱葉は言った。

「ていうか、取引を持ちかけたのは、わたしです。わたしのことは、わたしが考えます。成立するのか、お断ことわりするのか、答える義ぎ務むがあると思います」

　チケット取引なら、出来るんでしょ。

　そう言ってやったら。

「じゃあ……」

　一回、こくりと、喉のどを鳴らして、まるで、本当に、チケット取引のように言った。

「……とても、嬉しいです。ありがとうございます。よろしくお願いします」

　その答えに。

　はい、よくできました、と。

　朱葉は言った。

　それで、成立。

　本当にささやかだけれど、期限付きの、交換取引が成立した。

　いろんなものをごまかして。

　体たい面めんだけを、とりつくろうようにして。

　それでも何かをつなぐための大切な取引だった。

　それじゃあ、と帰ろうとしたら、「待って、早乙女くん」と呼び止められた。

　振り返ると、桐生が、めちゃくちゃに緊きん張ちようした声色で言った。

「今日は、俺は、俺の神様を送っていきたいんですけど、いいですか」

　駅までで、いいんで。

　そういう風に、言うから。朱葉はとりあえず、考えて。

「えーと、先に、マリカさんに連絡をしてあげてください……」

　どうしても気になるので、それをまずお願いをしてから。

「それから、わたし、ぐるっと一周、このイルミネーション見てから帰りたいんで」

　別に、恋人同士みたいにじゃなくていい。

　腕も組まなくていいし、話題はそう、今日見たクソみたいな映画の話でいい。

　でも、他でもない、先生としたいから。

「つきあってください」

　そう、朱葉が言った。

　多分、はい、とまた、神しん妙みように答えるだけだと思っていたら。

「よろこんで」

　優しくわらって、桐生が答えた。
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　美しいイルミネーションの下で恋人同士のように歩きながら、朱あげ葉はと桐きりゆ生うがもっぱら盛り上がったのは「漫まん画が原作実写作品の鑑かん賞しようの仕方」だった。

「でね、その時太た一いちが面白いって言ったのを聞いて心しん底そこ思ったんですよ。今回の実写映画については原作に愛情のない一般人のためにつくられたのかもしれないって。そもそも原作が好きなら原作で我が慢まんしろってことなのかもしれないって。そもそもあの漫画は他にもいろんなメディアミックスがされているわけじゃないですか。その一いつ環かんとして、原作から遠ざかるものも必要なんじゃないかと思ったんですよね」

「それはサンプリングした一般人の目が節ふし穴あな過ぎるでしょ早さ乙おと女めくん。原作がなくてもいいなら原作つきを実写化することの方が間違いだし、何十回何百回とメディアミックスされてきている古典だってやはり魂たましいが継けい承しようされていないと名作にはなり得えないんだよ。その点某ぼう古典推すい理り小説のリメイクは本当に目を見み張はるものがあると俺は思っているね。まさかこの年になって宗しゆう旨しがえを迫せまられるとは思っていなかった。俺があの作品にはじめて触ふれたのは小学校の学級文庫でその頃から絶対逆転することはないだろうと思っていたのに今回ばかりはお手上げだ名めい探たん偵ていの方が受け」

　ＬＥＤが切せつなげに光っている。

　光っているだけだが。

　朱葉は綺き麗れいな景け色しきを見ながら、「え、先生そんな時期から腐くさってるの？　やばくない？」と思った。

「でも百ゆ合りのスピリッツが継けい承しようされてるなら俺も一いつ見けんの価値はあると思っているので見ておこう。早乙女くんも割引のきいている日でいいので俺の推おした映画を見ておくように。冬休みの宿題」

「はぁ……」

「あ、週明けから、休み明けテスト前ってことで、職員室、準備室の立ち入り禁止だから。気をつけて」

「もうそんな時期？」

　てことは、もうしばらくゆっくり話すことはないんだな、と思ったら、なんだか少し名残なごり惜おしい気持ちになった。イルミネーションも途と切ぎれて、駅が見えてくる。

　しばしのお別れ、だと思った。

　駅の前で別れることになっていた。乗る路線が違うので。

　桐生が足をとめて、前を向いたまま、隣となりの朱葉に言う。

「早乙女くん、今年はありがとう」

「いや、わたしの方こそ」

　〆しめの挨あい拶さつみたいだったから、朱葉も神しん妙みように答える。

　今年は、短い期間でしたけど。なんかめっちゃ楽しかったですよ、と正しよう直じきに。

　桐生は朱葉を振り返り、ぽつりと言った。

「よいクリスマスを」

「……はい」

「俺はクリスマスイラスト全ぜん裸ら待たい機きしてるから」

「服は着て下さい。また風か邪ぜひきますよ」

　思わずマジレスしてしまった。

　そしてお別れ。結局電話に出なかったという、「マリカ」さんはどうなったのだろうか……と思いながら帰き路ろにつき、家にはそのまま帰らずに、数すう軒けんさきの、幼おさななじみの家のチャイムを押す。

　とりあえず、ＣＤだけでも渡さなければならない。そして、太一に悪かったと言って、桐生のことは、なんとかごまかさなければ。

「──こんばんは。朱葉ですけど」

　インターホンでそう言ったら、すぐに玄関のドアがあいた。

「あら、本当に来たのね」

　そう言って、出てきたのは。

　……アニメショップで別れたはずの、マリカ、その人だった。
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　後のちに、梨なし本もと太た一いちが語ったことだが。

　朱あげ葉はと桐きりゆ生うに置いていかれたのち、太一はひとりの女性に話しかけられたらしい。綺き麗れいな顔でにっこりと笑いながらも、笑っていない目で。

『今の女の子、あなたのツレよね？』

　そう、言った。めちゃくちゃ怖こわかった、と太一は言った。

　そりゃこえーよ、と朱葉も思った。

　その時のことはまだ知らなかったわけだけれど、太一の家のインターホンを押して出てきたのが、今日桐生と予定があった、はずの、マリカという女性で、朱葉は玄関先で硬こう直ちよくしてしまった。

　冷え切った沈ちん黙もくが流れた。

　それを割って、自覚はないだろうが、助け船のように現れたのは、太一の姉である縁ゆかりだった。

「あげはちゃーん！　今日マリカセンパイと会ったんだって!?　偶ぐう然ぜんだねー入って入って！」

　修しゆ羅ら場ば中なのだろう。縁はいつもとは似ても似つかないぼろっとした格かつ好こうをしていた。両親はデパートに買い物に出ているそうで、家には縁と太一、それから客人であるマリカだけがいるようだった。

「あ、あの、おねーさん、これＣＤ……」

「ありがとありがと!!　なんかセンパイがあげはちゃんに話あるんだって！　あたしちょっと今スカイプで友達に原稿の指示だししてるから、しばらく二人で話しててもらえる!?」

　マリカから、朱葉に。話がある。それは決して聞きたい話ではないのでは？　と思ったが、断ことわれる雰ふん囲い気きでもなく、家の奥へと入っていこうとして、廊ろう下かに出てきたのは太一だった。

「あ、」

　目があって朱葉が開口一番言う。

「今日はごめん」

　太一は相変わらず、あまり喜き怒ど哀あい楽らくの変化の少ない顔で。

「いいけど」

　と言ってから、先に歩いていくマリカをちらりと見て。

「なんか、お前、大丈夫？」

　と聞いた。その時にようやく、アニメショップで太一がマリカにつかまったことを知ったのだった。

　大丈夫か大丈夫じゃないかと聞かれれば。

「大丈夫……だと思いたい……」

　そううなるように呟つぶやいて、それから「今日は映画、ありがと」と一連のことを思い出して付け加えた。「腰、お大事に」とも付け加えようとして。

　軽かる々がるしく、言っていいことじゃないのかもな、と言葉をひっこめた。

　そしてリビングに入ると、お茶だけを出されて縁も自室に消えてしまう。

　にこにこと笑うマリカが言う。

「こんにちは、アゲハちゃんね。あたしのことはマリカさんと呼んでくれたらいいから。今日はどうも」

「今日はどうも……」

　いきなりだけど、と前置きして。

「どうしてカズくんと貴女あなたが逃げたのか、あたしに教えてくれる？」

　とマリカが聞いた。

　だよねー、と心の中で朱葉は思った。

　連絡をしてくれと、朱葉は桐生に言ったのだけれど、桐生の連絡をマリカは結局最後までとらなかったのだった。

『怒ってると、そういうとこある』

　と言葉少なに桐生が言ったので、とりあえず二人で、今日の一件の表向き、を決めたのだった。なぜならオタクは狭せまいから。

「…………学校の先生だ、って、気づいて、わたしが……ええと……言いふらす前に……先生が……止めようと、して……」

　桐生と二人で決めた、その言い訳をしどろもどろに朱葉は言ったが。

「ふぅん？」

　マリカの笑顔が怖すぎてそれ以上は続けられなかった。絶対やばい。

「いや……わたしが、意い地じ悪わるを、言ったんです。なんか、先生が、あんまり、うるさいから。太一とのこととか……。だから、ここから連れていってくれたら、言うことを聞く、って」

「カズくんと仲いいの？」

　切り返しの鋭するどい問といだった。聞きたいことだけを、聞く。潔いさぎよいまでに。確かに彼女は……強い。

「先生と、生徒です」

「ほんとに、それだけ？」

　自分の得えたい答えを得られるまで、言い続ける。そんな気配を感じてしまったから、朱葉はもう半なかば諦あきらめる気持ちで、言った。

「……先生……が、わたしの……サークルの、ファンで……」

「あーーーーーーーーーーーーーー」

　いきなりマリカが、額ひたいに手をあてて、頭ず上じようを仰あおぎ見た。

　驚おどろいたけれど、ものすごく、なんだかものすごく、一いつ瞬しゆんのうちに深いところまで理解をした感かん嘆たんだった。

　がばっと朱葉に向きなおって、言う。

「それはあれね。地じ獄ごくかな。めんどくさいでしょ？」

「めんどくさいっすね。色々と」

　思わず朱葉も頷うなずいていた。とても神しん妙みように。心の底から、正しよう直じきに。

「そうかー……そうきたか。まあ、そうね」

　がっくりと肩を落とすようにして、マリカがため息混まじりに言った。

「真ま面じ目めにつきあうだけ馬ば鹿かをみるわよ。あの男は」

　なんとなく、一瞬のうちに、はっきりきっぱり、わかりあってしまったので。朱葉はおそるおそる、聞いていた。

「……マリカさんは、真面目じゃなかったんですか？」

「真面目だったわよ。あの時はね。だから、馬鹿を見た」

　即そく答とうだった。少し自じ嘲ちようめいた笑いは、これまで見たことのないものだ。きれいに彩いろどられた爪つめを眺ながめながら、マリカが言う。

「だからね、今日はね、不真面目につきあうつもりで、カズくんを誘さそったの」

　不真面目？　と朱葉が聞き返せば。唇くちびるの端はしを曲げる、悪い笑い方をして。

「不真面目な、大人の、おつきあいをね。あたし、カズくんの顔は本当に好きだったもの」

　と、マリカが言った。

「未だに、彼に振ふられたことは結けつ構こうな、あたしの人生の汚お点てんなんだ」

　朱葉は返へん答とうに困り、黙だまりこくってしまった。

　マリカも返事を期待しているわけではないようで、思うがままに朱葉に言う。

「最近なんかイライラしちゃって、彼氏くん達とも喧けん嘩かしちゃってね。せっかくだし、メイヨバンカイって思ったのよ。クリスマスくらい賭かけてもいいやって思って」

　彼氏くん、達。

　なんかすごいことを聞いてるな、と朱葉はどこか他ひ人と事ごとのように思う。いや、他人事ではあるのだけれど。

「でも、カズくん、相変わらずめんどくさかったから、もういいわ」

　肩をすくめて、足を組み直しながらマリカが言う。

「興きようざめしちゃった。あたし、あたしを置いていくような男は嫌なのよね」

　朱葉は、今日のことを思い出し。

「まあ……嫌ですよね……」

　と心しん底そこ答えた。

「ねぇ、アゲハちゃん」

　マリカがにっこりと、美しく笑って。整ととのった声で、うたうようにさらさらと言う。

「カズくんとつきあうならやめといた方がいいわ。これは経験者からのアドバイスよ。面めん倒どうだし、馬鹿だし。クズだし、それからそうね、先生と生徒じゃハイリスクなだけだし。それなのに、若くて一番魅み力りよくがある時期吸い取られちゃうわよ」

　突然の言葉に、朱葉が困こん惑わくを隠かくしきれずに言う。

「つきあう、とか、考えて、ない、です」

　噓うそではない、つもりだった。つきあうという以外の方法で、限られた時間をうまく、一緒にいるために。

　交わした取引のことは、マリカには言わないつもりで。

「あら、そ。じゃああたしの考え違いね」

　マリカはそう言って、それ以上は追つい及きゆうすることはなかった。

　手の中のスマホを操そう作さすると、

「彼氏くん達から、いっぱい謝しや罪ざいの連絡がきはじめたから、この辺で手をうつことにするわ。賭けは、あたしの負けだけど。……まぁ、たまには、いいでしょ」

　そう言って、立ち上がる。

「またね」
















　アゲハちゃん、と。上段から笑いかけて。

「カズくんのこと、矯きよう正せいできるならしておいてよ」

　そんな風に、まるで友達に言うみたいに、戦せん友ゆうに言うみたいに、朱葉に言った。

　美しく、笑って。

「その時、あたしがもう一回、メイヨバンカイしてみせるから」

　それは、強い強い言葉だった。

　またね、という言葉の意味を。

　朱葉は思う。考える。

　そして縁に声をかけ、玄関に出て行くマリカの背中を追って。

「あの」

　その背中に、朱葉は言った。

「先生は、馬鹿で、クズですけど」

　本当にどうしようもなくて、駄だ目めだけど。

「でも、真面目な人だと思います」

　自分の、好きなものに対してだけは。

　だから、朱葉はきっと、話していて楽しいし、嬉うれしいのだ。

　マリカはその言葉に、振り返ることもせずに。

「知ってるわ」

　ヒールを鳴らして、玄関のドアを開きながら言った。

「だからあたしの、汚点なのよ」

　彼が真面目に夢む中ちゆうになれるような、あたしになれなかったから。

　パタン、とドアが閉まる。

　へなへなと朱葉は、思わず座り込んで。

「怖かったー……」

　そう、心の底から呟いた。

（またね、か……）

　もう来なくていいよとも思ったし、なんて怖い人だろうとも思ったのだけれど。

（多分、悪いのは）

　彼女じゃないな、と朱葉は思ってしまったのだった。

　同どう情じようをする、というわけでもないのだけれど。そんなのは、あの、美しい人には似合わないのだけれど。

（女だからな……）

　自分も、彼女も。

　なんだかそんなことを、思ってしまった。そしてそれから、もう誰もいなくなった玄関を見ながら。

（あの人にも、いいクリスマスがくるといい）

　そんなことを、朱葉は思う。

　自分のクリスマスは、まあ、ゲームとイラスト作業と、そういう諸もろ々もろでそれなりに幸せにすごせるとはいえ。

　朱葉は、イラストのリクエストをしたい、という桐生のことを思い出す。

　先生の。桐生和かず人とのクリスマスは。

（わたしが、幸せにするんだもんなー……）

　それを、少し心のどこかで呆あきれたけれど、その一方で、どこか、嬉しいと思う気持ちも確かにあったのだ。

　メリークリスマス。

　ウィーウィッシュユアメリークリスマス。

　すべての人に、よいクリスマスがありますように。

　朱葉はそんなことを思って、その、長い長い、一日を終えた。
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　祭りの日の朝は早い。

　早いというか、夜明け前からはじまっていることが多い。徹てつ夜やは駄だ目め。絶対。

　とはいえ朱あげ葉はは最近はオンリーイベントがメイン戦場のため、始し発はつから並ぶようなことはしない。完全防ぼう寒かんで家を出たのは、きちんと朝食をたべた常識的な時間だった。どれほど遅れても昼過ぎには会場に入れるだろう、という目もく算さんだ。もちろん鞄かばんの中にはゲームと充じゆう電でん器きも忘れていない。あと差し入れ。今回の目的は、ほぼこの差し入れだと言ってもよかった。

　縁ゆかりおねーさんに連れられてはじめて祭りに参加したのは中学校の時で、一応毎回一般で参加をしている。直接参加することになるのは、高校を卒業してからになるだろう。

　夏の祭りは暑く、冬の祭りは寒い。

　今年は比ひ較かく的てき穏おだやかな気き候こうで、列の並びもスムーズに、会場に入ることが出来た。まず、絶対に抜かせないサークルで買い物をする。それでも半分は買えなかった。いや、半分買えただけでもよかった。今クールが終わったばかりの最高に流りゆう行こうのジャンルだ。刷すり部数を０ゼロひとつ多くしてくれたサークルさん達本当にありがとう。

　そして自分の活動ジャンルの島に入り、絶対欲しい本を確保してから、取り置きをお願いしている既き知ちのサークルさんにご挨あい拶さつ。この時に差し入れがすかさず飛び出す。大切。最後に今回のほぼメイン目的地であるサークルに、列が切れたタイミングを見み計はからって顔を出した。

「おつかれさまです、ぱぴりおです～。今回はお世せ話わになりました！」

「あ、おつかれさまです!!」

　可愛い売り子さんがにこやかに挨拶をしてくれた。隣となりに座っていたサークルの主人も顔をあげて、「わざわざすみません！」と立ち上がった。

「原稿ありがとうございます！　とってもよかったです～！　告知もしてもらって、ほんと嬉うれしかったです！」

　今回冬コミで発行された推おしカップリングのアンソロジー主しゆ催さいだった。熱ねつ烈れつにお礼を言われて、朱葉の方も照てれてしまう。

「いや、そんな、こちらこそ……」

「あ、これ、できあがりの本と、イベントノベルティと、参加ノベルティです！　わざわざご足そく労ろういただいてすみません！」

「ありがとうございます。嬉しいです。あ、これ、皆さんで食べて下さい。売り子さんも」

　ここで最後の差し入れを取り出す。これで本日のミッションは八割方終了だ、と胸をなでおろした時だった。

「ありがとうございます～。ぱぴりおさんですよね？」

　売り子さんに改あらためて聞かれて、「はい」と答えたら、売り子さんが「ほら」とサークル主になにかを促うながした。

「え？　あ、本当だ！　それでですね！」

　ごそごそと何かを取り出された。シックな柄がらの、紙袋だった。

「ほぼ開始直後だったんですけど、『ぱぴりおさんがいらっしゃるなら渡して欲しい』ってお客さんがいらっしゃって、これ預あずけられたんですよ。差し入れですって」

　開始直後。ぱぴりお先生に。

　朱葉は紙袋をじっと見つめて、もしかして？　いやまさか？　いやまさかじゃねえか……と思いながら言う。

「……男の人、でした？」

「「そう！！！！！！！！！！」」

　売り子さんとステレオで頷うなずかれた。

　何一つ！　かけらも！　意外ではなかった。

　はは……と乾かわいた笑いをもらしてしまう朱葉に。

「あの……もしかして、ヤバイ人ですか……？」

　売り子さんが気を遣つかって聞いてくる。全年齢とはいえ、男同士のカップリングアンソロだった。それをわざわざ開始直後に買いにきて、主催者ではなく一参加者に差し入れを預ける。しかも男。

　ヤバイ案件だったらヤバイofヤバイだ。

　朱葉は（ヤバイといえばヤバイけど）と思いながら、

「いえ……いつも…………お世話になっている方で……」

　苦くるし紛まぎれに答えた。

　ええ、お世話に。主に成績とかつけられてますけど。

「そうなんだー差し入れ、あたしたちももらっちゃったんですよ～。なんかすみません！」

「いやこちらこそ！　すみません！　お預けしちゃって！」

　ちなみに、差し入れってなんでしたか？　と聞いたら。

「あ、コーヒーショップの無料券がついたカードで……めっちゃ嬉しい～」

「ね～イケメンになったみたい～！」

　この場合彼女達はご贔ひい屓きのイケメンに同じカードを送り続けているのだが、それだからこそ嬉しかったともいえる。

　なかなかスマートだな、と朱葉は感心しながらお礼を言ってサークルをあとにした。話している間もぱらぱらとお客さんが来ていたこともあるし、次の予定もあったから。

（来てるのか……）

　まあ、来てないとは思っていない、と朱葉は思う。

　クリスマス前に大立ち回りがあってから、結局ばたばたと、あまり話すことがなく冬休みに突とつ入にゆうしてしまった。

　あのあとマリカに会ったことも、結局話しそびれてしまった。

　スマホを取り出して、ちょっと考える。

　自分の所しよ在ざいがわかるような何かを書き込めば、気づいてもしかしたら、会いにきてくれるかもしれない。あえて深く考えないようにしているけれど、自分が桐きりゆ生うに観ヲ測チさられていることは、朱葉は薄うす々うす感づいていた。

（いいけどね……）

　やめておこう、と鞄に戻す。

　きっと彼も今日は狩かりに忙しいだろうし、わかるように書いたとしても、この人ひと混ごみだ。会えないだろう。

　差し入れを渡して軽くなった鞄に差し入れをしまって、朱葉は次の予定をこなすために今度はコスプレ広場に歩いて行った。










　コスプレ広場は、また違う人ひと出ででごった返していた。約束の時間に待ち合わせ場所で待っていると、「あげは！」と遠くから声。

「よかったー会えた！」

「おつかれさま」

　走ってきたのは同級生のオタク友達の夏なつ美みだった。買い物を終えたくらいの時間に待ち合わせをしていたのだ。これから一緒にアフターをするためでもあったが、用件はそれだけではなく。

「じゃ、これ、お願いね！！！！！！　一時間でカタつけっから！！！！」

「ハイヨーごゆっくりー」

　朱葉が夏美の重い鞄を持たされた。戦せん利り品ひんの入った鞄の中から、取り出されたのはどでかい一いち眼がんレフだった。

　矜きよう恃じある声こえ豚ぶたこと河こう野の夏美は、副業としてカメ子も営いとなんでいる。

　重い戦利品をかついでの一眼レフはどうしても苦しいため、朱葉に余よ裕ゆうがある時であれば、荷物持ちをしてやっているのだ。かわりに朱葉は、女子力高めの夏美によく売り子に入ってもらっている。

　目星をつけていたレイヤーに片かたっ端ぱしから声をかけて「一枚お願いします！」をしていく夏美を元気だなーと思いながらゆるゆる追いかけていたら、ひときわ大きな人だかりが目についた。

「おーすご……」

　しかも心なしか、写真を構かまえるカメラマンに女子が多い。

　イケメンレイヤーなんだろうか、と思って、一息ついた夏美に声を掛かける。

「あれ、すごいね」

「え？　あ、あーーーー！！！　すごいでしょ!?　行くよ!?」

　お前の手て柄がらではなかろう、と思いながら引きずられていったら、ようやく人混みの中が見えた。

（す、すごい……）

　一いつ身しんにシャッター音を浴あびているのは、美少年レイヤーだった。美少年？　多分、女性だ。小こ柄がらで、ゴシックファンタジーのキャラをしているため眼がん帯たいとカラコンをつけている。がっちりしたコスプレメイクで、銀ぎん髪ぱつのウィッグが鮮あざやかだった。
















「素す晴ばらしいでしょーーー！！！！！！　伝説の少年レイヤーさんなんだよ！！！　写真集もめっちゃ部数出てて、人呼んで、『ガーターソックスのキング』！！！！！　ああーーーかっこいいーーーー！　天使ーー!!　踏ふんでーーー！！！」

「がーたーそっくすのきんぐ……」

　すごいな、と思った。その迫はく力りよくもすごいし、ポーズもまたすごかった。

　合わせなのだろう、長ちよう身しんの執しつ事じレイヤーが、四よつん這ばいになって椅い子すになっている。

　四つん這いになって椅子になっている（やばいことなのでもう一度思った）。

「マコトさーーん！　目線くださいー！」

　すぐそばに、椅子の方に声をかける女子がいる。キングと呼ばれたレイヤーが軽かろやかにおりると、今度はキングを片腕で抱だきかかえた。大おお柄がらなレイヤーで、男性だ、と思った瞬しゆん間かん、ばち、とそのマコト、と呼ばれた男性レイヤーと目が合った。

（マコト？）

　既き視し感かんの正体をつかめずにいると、男性レイヤーが片腕をあげて言う。

「カウント５フアイブで休きゆう憩けいに入らせていただきます。お願いいたします」

　一、二、三、四、五、と人ひと垣がきがカウントをして、さぁっと人がはけた。まだ、二人に話しかけたそうな人が待っていたが。

「十五分後に再開です」

　そうあしらって、キングを連れたマコトが、つかつかとこちらに寄ってきた。

「え、え」

　隣で夏美がぎゅっと朱葉に抱きついていたが、朱葉はまだ、ぼんやりした顔で。

　化け粧しようの濃い顔を見上げながら。

「あ」

　ぱかっと口をあけて言った。相手もにっこりと笑い。

「早さ乙おと女めちゃん、だよね？」

　思い出したのは。

　いつかの、ゲーセン。

　マコト☆という、コスプレ名めい刺し。

「あーーーー！！！！！」

　秋あき尾お誠まこと。桐生の友人だという、女じよ装そう趣しゆ味みのレイヤーだった。
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　驚おどろき口をあけている朱葉と、ただわけもわからず震ふるえている夏美。秋尾が何か言おうとするより先に。

「誰だ」

　そう、するどく切り込んだのは、秋尾が大事に肩を抱いていたキングと呼ばれた美少年レイヤーだった。

　声は女性のものだが、それが余計少年っぽさを醸かもし出している。

　秋尾がすかさず、キングに何事か耳打ちする（その仕し草ぐさだけで、周まわりから悲ひ鳴めいがあがった）。

「──ああ、あの馬ば鹿かの」

　何を聞いたのかわからないけれど、それで話は通つうじたらしい。

　にこやかに秋尾が言ってくる。

「こんなところで会うの、偶ぐう然ぜんだね、ってのも変か。会うときは会うよね。あいつには会った？」

　あいつ、というのが誰を指すのか、朱葉にはよくわかったので、とりあえず首を振ふる。

「そっか。まあ、今日がメインだって言ってたからな……。あ、紹しよう介かいするね。彼女はキング」

　紹介をされたキングが、にこりともせずに一言。

「椅い子すが世話になっている」

　と言った。

（椅子!?）

　と朱葉が耳を疑うたがう。

「はい。俺が彼女の椅子です」

　と秋尾がにこやかに続けた。以前確か、秋尾は自分のことを嗜し好こうはノーマルだと言っていた気がするが、ノーマルが行方ゆくえ不ふ明めいだ、と朱葉は思った。

「は、はじめまして……。わたしは早乙女朱葉……で、この子が、友達の……」

　とりあえず倣ならって夏美を紹介しようとすれば、

「あ、あの、アタシ、めっちゃ、ファンで……握あく手しゆしてください！！！！！　一枚いいですか！！！！！！！」

　すでに動どう揺ようで目を回している夏美がいきなり攻せめていた。秋尾とキングはこれといった打ち合わせもなく、目め配くばせひとつしたきり。キングは夏美と、秋尾が朱葉と分かれた。

　夏美が単独で贅ぜい沢たくな撮影をしている間、早口で秋尾が尋たずねる。

「大丈夫？　帰りがひとりなんだったら、あいつと一緒に車で送っていくけど」

「あ、いや、大丈夫です。アフターもしていきますんで……」

「そっか。じゃあ、あのー……大丈夫？」

　もう一度、秋尾が聞いてきた。

「あいつ、今日来る時もめちゃくちゃ上じよう機き嫌げんだったからさ。キングも気持ち悪がってて」

　そういう意味での、大丈夫？　だった。

　あー、と朱葉はうめくように言って。

「……それは……まあ……色々ありましたけど……」

　薄うすいため息を、ひとつ。

「クリスマスのイラリク気合いいれて描いたからじゃないっすかね……」

「ああ……」

　それ以上の会話はなかった。諦あきらめたように秋尾は笑って。

「そのうちまた会おうよ。よかったらキングも一緒に」

　そう言われたので、朱葉がはい、と頷うなずいた。

　本当は、マリカのこととか、少し、聞きたかった気もするけれど。

　そのうち、また、が、もしもあれば。

　その時の方がいいのだろう。

　夏美が鼻息荒あらくキングを撮っているのを見て、朱葉は自然と呟つぶやいていた。

「……彼女さん、綺麗、ですね」

「そうでしょ。俺の神様」

　さらりと秋尾が言った。その、気負いもてらいもない言葉に、朱葉が思わず振り返れば。

　秋尾はどこか優しい目をして、言った。

「君も、そう、だよ」

　誰にとって、とかは、言わなかったけれど。

「──知っています」

　とそれだけ小さく、朱葉が呟いた。
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　結局アフターでは夏美にキングと秋尾のことについて、質問攻めにされたのだが、知っていることは少ないため、自じ白はく出来ることはほぼなかった。

　くたくたになって家につき、戦利品をあけようと鞄を開いて、一番上に置いてあった紙袋に目がとまる。

　失しつ念ねんしていた。なんだろうな、と思いながら開いてみたら。

　一番上に置いてあったのは、確かに、コーヒーショップのギフト券がついたポストカードで。

　少し時期が遅いが、クリスマスのもの。

　名前はなく、ただ、どこか見覚えのある字で。

『クリスマスイラスト、ありがとうございました。差し入れです。これからも頑がん張ばって下さい』

　そしてそれから、袋の底には、赤いリボンと包装紙に包まれた──。

（ケース……？）

　少し重さのある、四角いケースを開いてみれば。

「わー……」

　出てきたのは、一本のペン、だった。

　ボールペンだろうか。ゴールドがかったローズピンクの軸じくに描かれた文もん様ようは、女性らしい蝶ちよう々ちようだ。

　値段はわからない。けれど、食べ物などの消え物じゃないあたり。

「差し入れにしては……重いな？」

　思わずそう、呟いてしまったけれど。

　さらさらと試ためし書きを、スケッチブックに走らせて。

　さぁ、何を描こうか。と朱葉は思う。朱葉の絵を待つ、桐生のことを思い浮かべながら。

　今日も明日も、大おお晦日みそかも新年も。

　この手が、自分の愛を描くのだ。
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　はじめまして。もしくは、「小説家になろう」にて、いつもありがとうございます。

　瀧たきことはと申します。

　この『腐ふ男だん子し先せん生せい！！！！！』という小説は、「小説家になろう」というサイトにて、ごくごく個人的に、好きな話を好きなように書いていたものです。

　それが、こんな風に一冊の書籍としてお届け出来るなんて。これを書いている今、まだ実感がわかなくて、ただ、不ふ思し議ぎな気持ちです。

　これもたくさんの人が、あげはさんと先生と一緒に、この小説を楽しんでくれたおかげだと思っています。

　今も、同サイトでは『腐男子先生！！！！！』を連れん載さい中。この本は、大体三十話までの内容となっていますので、続きをすぐに読むことが出来ます！　連載は、ほぼ、現実と同じ時間軸じくで動いています。行く先も決めず、プロットもたてずに、その日その時の、勢いきおいとノリのままアドリブで連載しているお話です。書籍版とは、またちょっと違う趣おもむきがあるかと思います。サイトの方も、どうぞよろしくお願いいたします。

　今回、ほとんど、内容的な改稿はしませんでした。このお話を好きだと言ってくれたみなさんに後押しをされる形で、そのままの書籍化となります。どーんと豪ごう気きに引き受けてくれた、ビーズログ文庫アリスの担当さま、本当にありがとうございます。

　それでも一話、私の独どく断だんでこっそり間引いたお話があるんですが（笑）。まあそれは、サイトでのお楽しみということで。代わりに今回、おまけ短編を書き下ろしました。

　ＳＮＳでアンケートした通りに！　らぶいやつ頑がん張ばったから！　今はこれが精せい一いつ杯ぱい！

　そしてそして、なにより素す敵てきなイラストで、あげはさんと先生に二次元の姿をくださった、結ゆう城きあみの先生、本当にありがとうございます。あげはさんのイラストがくるたびに可か愛わいさにもだえて、先生のイラストがくるたびに爆ばく笑しようしていました。

　この本が発売されている現在、ジーンピクシブさんにて、『腐男子先生！！！！！』コミカライズを、結城先生自身の手で連載していただいています。書籍化にくわえて、同じ方にコミカライズまでしていただけるなんて、わたしも、あげはさんも、先生も、感かん激げきにむせび泣いています（主おもに先生が一番泣いています）。

　本当に、いろんな方に、支えられて、応おう援えんされた物語となりました。

　どんな形でも構かまいません。今後も、「フラグは折って光らせる系」ラブコメ、『腐男子先生！！！！！』を、どうぞよろしくお願いいたします。
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　いつもの生物準備室。

　暖だん房ぼうの効きいた部屋で、いつもの二人が互いに特別目も合わさずに話をしている。

「あー……小テスト続きで疲つかれたよお」

「生徒が小テスト続きで疲れているとき……先生もまた採さい点てん続きで疲れているのだ……」

　定期テストでは教員がいる部屋は入室禁止になるが、小テストはその限りではない。桐きりゆ生うも学年が違うことをいいことに朱あげ葉はを前に採点をしている。朱葉の方も、気を遣つかってあえて机き上じようを見ようとはしない。

「しかも今日までのゲスト絵があって……。なんとか終わったけど遅ち刻こくしそうになってダッシュしたから疲れた……」

「おつかれさまですまた告知してください」

　作業をしながらも、桐生の口だけは動く。疲れ果はてて棚たなに身体からだを預あずけた朱葉が言う。

「……薄うすい本が読みたい」

「わかる」

　桐生から鋭するどい返事が飛び出し、真しん剣けんな目をして言う。

「頭をからっぽにしてただ萌もえというゆるやかな本ほん流りゆうに包まれたい」

「それな。激はげしく熱い男同士ではなく、ただ美しい、心ときめく少年性の響ひびきを感じたい」

　脳のうみそを使わない会話には突っ込みが足りない。

「古こ今こん東とう西ざい～今こんな同どう人じん誌しが読みたい～ただしジャンルは問とわない～」

　桐生が変な節ふしをつけて突とつ然ぜんゲームをはじめだした。朱葉がすかさず返事をする。

「突然宇宙の話をしはじめる同人誌～そして星の王子様とさみしがりやの薔ば薇らの話をしはじめる白い漫まん画が～」

「わかる～白さが大事～。同人漫画の白さは無む垢くにして無限の可能性」

　全然ゲームにはならなかったけれど二人とも興きようが乗ってきた。桐生が続ける。

「俺は今、夏のプールの水しぶきでぬれた絆ばん創そう膏こうが膿うむような同人誌が読みたい」

「まったく季節が違うけどそんなことは関係ないくらい最高では？　じゃあわたしは雪の降ふる寒い日に手て袋ぶくろをしていない手を攻せめが握にぎって自分のポケットにいれる話が読みたい」

「あーしんどい」

「あー死にそう」

　萌えと萌えが響き合ってなんかちょっとつらくなってきた。

　両りよう肘ひじをついて真剣な顔をして桐生が言う。

「──明日世界が終わったらどうする？」

「きた。突とつ然ぜん世界が終わる話を始めるＢＬ」

「好きなんだよ。あと、──無む人じん島とうにただひとつだけもって行くとしたら」

「それな。行きもしない無人島に突然行くＢＬ。いえ、別に行ってくれてもいいですけど」

「ぱぴりお先生の鉄てつ板ぱんは？」

　短い間だったが、存分に熟じゆく考こうして朱葉は言う。

「──ある日、受けの声が出なくなるＢＬ」

「やばい。好きしかない」

「出なくなる理由なんてなんでもいいんだよ！」

「むしろ心しん因いん性せいであればあるほどいい」

「最後には攻めがなんとかしてくれるから」

　あー、と桐生が目め頭がしらをおさえた。お互いの心の同人誌をめくりながら会話が続いていく。

「軽けい率そつなパロもいいですよね」

「パロは軽率なほどいい」

「やっぱりここは鉄板の女によ体たい化かですかね」

「両方女体化で百ゆ合りもいいな」

「家族パロでひとつ屋根のした」

「壁かべのシミになりたい」

「たとえ原作が学園ものでも学パロをしたい」

「わかる。いっそ先生と生徒はどうか」

「それな！」

　身をのりだして指さして朱葉が言うが、はたと気づく。

（それとは？）

（それとは……）

　微び妙みような沈ちん黙もくがおりる。なんだかな、という空気が流れて。ため息をつきながら、机の上を片付けた桐生が少しばかり珍めずらしい、挑ちよう発はつするような、冗じよう談だんめいた笑みを浮かべて言う。

「恋愛パロ、してみる？」

　唐とう突とつな誘さそいに目を丸くして、思わず吹ふき出してしまう。

「軽率に？」

　冗談だろうと思ったし、本気になんてしていなかった。もう少し元気があったら、何言ってるんですかといさめたことだろう。なんだかそんな気にもなれなくて、ため息まじりに朱葉が言う。

「でもなあ、先生生徒っていっても、別に、やることないですよね」

　片付けられた机に頰ほお杖づえをついて。朱葉が言う。その手首を、桐生がぐいとつかんで。

「そうでもないんじゃない？」

　朱葉を引き寄せ、膝ひざの上にのせた。

「先生!?　先生、先生！」

　あまりのことに硬こう直ちよくして、それしか言葉を知らない鳥みたいに、朱葉が繰くり返す。

「そういうパロ？」

「パロじゃないです！」

　リアル！　まずいって！　と慌あわてるけれど、どう動いていいのかもわからない。

「まずいのが醍だい醐ご味みなんじゃ？」

「～～～～！」

　耳元で、喋しやべるな！　と言おうとして、その『恋愛パロ』っぷりに愕がく然ぜんとしていると。

「っ」

　首くび筋すじに、指先のふれる感触。耳まで一いつ瞬しゆんで血が巡めぐる。ぐっと拳こぶしをかためて抵てい抗こうをしようとして。

「……！」

　ぶは、っと桐生が朱葉の背後で盛せい大だいに吹き出した。

「な、なに！」

　腕がほどけたので立ち上がって振り返ると、桐生が片手で目を覆おおって肩を震ふるわせながら。

「首元に、ついてましたよ、ぱぴりお先生」

　そう、差し出された、手のひら。

「……？」

　警けい戒かいしながら指先を、見れば。

　──まごうことなき、トーンのかけらがついていた。

「台無しじゃああああん」

　朝！　朝までちょっと仕上げをしてたから！　多分髪かみをまとめる時に！　と言い訳わけをしながら思わずしゃがみこむ朱葉に。

「いやいや」

　ぽんぽんと、朱葉の頭をなでて。

「そういうところが、一番好きですよ」

　早さ乙おと女めくん、と桐生が言うので。

　どこまでがパロですかね、と思ったけれど。なんだかもう、恥はずかしかったので、言わないことにした。

　秘ひ密みつの放ほう課か後ご。

　二人だけの、生物準備室の話だ。

























　ＢＬゲームの主人公の弟であることに気がつきました　電子特別お試し版　（著：花果唯　イラスト：しヴぇ）
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　暖かな日差しが教室の窓から差し込こみ、柔やわらかな風はカーテンを緩やかに揺ゆらしている。

　真ま綿わたに包くるまれたような心地ここちよさが、眠気を誘さそう。一日の授業が終わり、放課後になった。

　このまま睡すい魔まの誘ゆう惑わくに負けてしまいたいと思うが、そういうわけにはいかない。

　別れの挨あい拶さつやどこに遊びに行くか話し合う声を聞きながら、欠伸あくびを一ひと嚙かみした。

「あの、央あきら君っ！」

　幸せな気だるさに水を差すように、クラスメイトの女子が声をかけてきた。

　緊きん張ちようしているのか、妙みように態度がよそよそしい。手にはこれから何を言われるか察することのできる物が握にぎり締しめられているではないか。

　思わず眉み間けんに皺しわを寄せてしまいそうになるのを堪こらえ、無理やり顔面に微び笑しようを貼はりつけ、彼かの女じよの方に向き直った。

「何？」

　なぜ声をかけられたのかわかってはいるが、社交辞令として用件を聞く態勢をとった。

「これ、お兄さんに……真まこと先せん輩ぱいに渡わたしてくれる？」

　……ほら、やはり。

『可か愛わいらしい花はな柄がらの封ふう筒とう』を受け取る。この手紙がなんなのかは聞くまでもない。

「『渡すだけ』、ならいいけど」

　僕ぼくは事務的にいつもの返答をする。

「ありがとう！　絶対っ、渡してね！」

　念を押しながら軽やかに去っていく背中を見送りつつ、こっそり溜ため息いきをついた。

　律りち儀ぎな兄は、ちゃんと目を通してから断るだろう。目に見えている。

　だが、この女子にとっても兄にとっても、時間の無む駄だなんじゃないかという冷めた思いが浮うかぶ。だって……。

　この女子に、いや、兄に憧あこがれる全ての女子に教えてあげたい。

　僕の兄天あま地ち真には男の恋こい人びとがいて、女子には興味がないのですよ、と。

　いや、興味がないわけではないか。男が好きだとか、そういうことでもない。

『好きになった人が、たまたま男だった』

　ただそれだけ……それだけだ。ああ、なんて心に響ひびく言葉なのだろう！

　健全な男子として生きている『今』でも、まだ自分の心底に取り除くことのできないヘドロとなって沈ちん殿でんしている『腐ふ女じよ子し魂だましい』が沸ふつ々ふつと湧わき上がってくる。くう、漲みなぎるぅっ！

「この手紙が、イケメンからのものだったら喜よろこんで渡すんだけどな」

　ＢＬのラブレターだったら暗記するくらい盗ぬすみ見させてもらうが、そこは受け渡し料として許してほしい。

　おっといけない。教室に腐ふ臭しゆうをまき散らすところだった。

『前世』でも地味な一般女子生徒に擬ぎ態たいして目立たないようにしていたが、男子となった今はさらに人の目に注意をしなければならない。第二の人生を快適に過ごすために。

　僕、『天地央』は『転生』というものをしている。

　転生──それは『生まれ変わり』。

　始まりがあれば終わりがあり、命あるものには等しく死が訪おとずれる。

　だが、知能ある『人』は憧れるのだ。死から逃のがれられないのであれば『二度目の人生』というものがあるのではないかと。

　そういう『希望』を込めて生まれたであろう『転生』というものは、アニメ、漫まん画が、小説などのフィクションの中の出来事……のはずだった。

　だが僕にとっては、まぎれもなく『ノンフィクション』なのだ。

　前世のことははっきりとは覚えていない。名前も、死因がなんなのかもわからない。

　だが、ボーイズラブ──『ＢＬ』が大好きな腐女子であったということと、それに纏まつわる知識や思い出は覚えていた。

　成人した社会人だったので、給料という財源のほとんどをＢＬ関連のアニメやゲームに注ぎ込んでいた残念な記き憶おくも残っている。

　自らや家族のことよりＢＬ関連の記憶が勝っていたことに自分でも戦せん慄りつが走る。

　そんな残念な腐女子が、会社に出勤したくなくなるほど夢中になっていたＢＬゲームの世界に転生したと言ったら信じてもらえるだろうか。

　しかも『主人公の弟』という、腐女子にとってはご馳ち走そうでしかないベストポジションに！

　これ以上ない特等席だ。ＢＬの株を買って、株主優待でも受けているような好こう待たい遇ぐうだ。

　転生した理由は皆かい目もく見当もつかないが『よほど前世で善行を積んだ』か、『ＢＬが好きすぎて死しても魂がＢＬにしがみついた変態』のどちらかだと漠ばく然ぜんと考えている。恐おそらく後者だ。

　もしかしたら来世でも……いや、成仏できずに地じ縛ばく霊れいになってＢＬを語っていそうだ。

　心霊番組で「ＢＬゥ」という恐ろしい声が入っている映像が流れたら、それは僕だと思ってくれていい。

　その現場に薄うすい本をそっと手向けてくれたら尚なお宜よろしい。きっと成仏はしない、「もっとくれ」と取り憑つくかも。

　ちなみに、僕は性別が『男』になったわけだが自らＢＬをするつもりはない。恋れん愛あいはしたことがないし、まだ興味もないが恐らく対象は女の子だろう。

　よくわからないが「どっちとしたい？」と聞かれれば女の子なので、そういうことなのかなと思っている。

　ＢＬは『なる』よりも『見る』に限る。だって、対象が自分じゃ萌もえないじゃないか。

　まじめなことを言えば、身体からだは前世の記憶よりも今まで生きてきた『天地央』が強いといったところだろうか。

　まあ、そんなこんなで、僕はこの超ご褒ほう美びな『第二の人生』を満まん喫きつしているのである。

　ただ一つ、悔くやまれることがある。前世を思い出し、ここが『ＢＬゲームの世界』だと気がついたのがつい最近と遅かったという点だ。

　思い出すまではＢＬなんて単語も知らない健全な男子だった。

　最初から前世の記憶を持っていたのではなく、ある『事件』をきっかけに思い出したのだ。
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「兄ちゃん、帰ってきているのか」

　学校から帰宅し、玄げん関かんの扉とびらを開けると兄の靴くつがあった。いつもなら大きな声で『ただいま』を言うのだが、その日は体育で散々走らされて疲つかれていた。声を出す気力がなく、静かに家に上がった。

　僕には二つ年上の兄がいる。名前は『天地真』。成績優ゆう秀しゆう、スポーツ万能のイケメンで漫画やゲームの主人公のような人だ。

　性格はまじめで温和。人当たりもいい。身長は百八十センチ、明るい茶色のサラサラヘアーにきりっとした二重ふたえの碧へき眼がん。

　きらきらと爽さわやかな汗を光らせてテニスをしているところを見たときは、我わが兄ながらどこの青春映画から飛び出してきたのかと思ったものだ。

　僕達兄弟は似ていると言われるが、僕の背景にあんなキラキラが現れたことはない。

「春はる兄にいもきているな」

　兄の靴の隣となりにもう一足大きな靴が並んでいたので、兄の同級生であり幼おさななじみでもある『櫻さくら井い春はる樹き』が遊びにきていることがわかった。

　春樹は僕にとって『もうひとりの兄』のような存在だ。子供の頃ころから『春兄』と呼んで慕したっているし、向こうも僕を可愛がってくれている。

　春兄は兄より高い百八十五センチでバスケ部のエース。格好いいスポーツマンイケメンだ。黒の短たん髪ぱつで、きりっとした強い蒼あお眼めが男らしくて当然モテる。

　話をしたことがあるというだけで羨うらやましがられるくらい人気もあり、弟のように可愛がってもらっている僕は鼻が高い。

　バスケを教わっているときなんか、「周りの奴やつら、羨ましいだろう！」とニヤニヤしてしまうくらいだ。

　そんな春兄がきているのであれば、少しはかまってもらいたいものだ。暇ひまだし、一いつ緒しよに遊んでもらおうと兄の部屋に行くことにした。

　兄の部屋は二階にある僕の部屋の隣だ。春兄が遊びにきていることはよくあり、いつもは階段を上がると賑にぎやかな声が聞こえてくるのだが……その日は違ちがった。

　勉強しているのかもしれないと思い、邪じや魔まにならないよう静かに部屋に近づいた。

　扉は少し開いていて、中には人の気配がする。

　こっそりと音を立てずに覗のぞいてみると、そこには……。

「……ッ！」

　床に仰向けで寝転がる兄に春兄が覆おおいかぶさっていた。兄の顔あたりに両手をつき、熱の籠こもった視線で見下ろしている。

　このままいけば多分……何とは言わないが、試合開始となることは間違いないだろう。

「真……いいか？」

「駄だ目めだ、央が帰ってくる……」

　いますけど！　見てますけど！

　心の中ですぐにツッコミを入れた。だが声には出せない。

　春兄の手は兄のシャツに伸びていて、ここまできたらもう開始のホイッスルは鳴っているだろう。

　僕は声に出して突つっ込めないが、兄が突っ込まれそうだ……物理的に。

　マジか……兄ちゃん達、男同士でなにをしているんだ!?　父さんと母さんにバレたらどうするんだよ。友達にもバレたらどうするんだよ！

　僕がパニックを起こしている間にも兄達の熱は上がっていく。どうしよう!?

　──そのとき。

　頭に雷かみなりが落ちたような衝しよう撃げきが走った。強きよう烈れつな痺しびれが身体中を駆かけ抜けていく。

　痛みで叫さけびそうになり、慌あわてて口を押さえて後ろに下がった。

　ここにいてはいけない。見てしまったことがバレてはいけない。絶対駄目だ。

　どんどん後ずさる。動どう揺ようして階段があることを忘れていた。ガクッと下がる片足。バランスを崩くずして落ちる身体。

　──やばっ！

　手すりを摑つかもうと伸ばした手は空を切り、上手に尻しりで踊おどり場ばまでの五段をトントントンと下っていった。一段下りるごとに増す痛み。尻が割れる！

「痛ああああああああっー！」

　叫ばないなんて無理だった。ああ、尻が……割れる……最初から割れているなんて言わないでほしい。四つくらいに割れそうだ。

「央!?」

「どうした！」

　僕の絶ぜつ叫きようを聞いて兄と春兄が飛び出してきた。どうやら情事を中断したようだ。

　だが急いでいて整えられなかったのか、兄の着衣は乱れていた。見てはいけないものを見てしまった、と思った。

「だ、大丈夫！　ちょっと階段を踏み外して落ちた……イタタッ」

「何をやってんだよ……」

　春兄が起こしてくれようとするのがわかったが、なんとなく気まずい。

「大丈夫だから！」

　シップを貼ってくると言い残し、そそくさと一階のトイレに逃にげ込む。

　便座に座り、頭を抱かかえた。いろいろなショックで気持ち悪くなってきた。

　頭の中がぐちゃぐちゃになり、いろんな雑音が混じって聞こえ始めた。脳のう震しん盪とうでも起こしているのかもしれないと思ったが……何かおかしい。

　走馬灯のようにいろいろな景色や場面が、頭の中を駆け抜けていく──。

　その中でさっき覗き見た兄達の衝撃場面も見えた。いや……違う。さっきの場面に似ているが兄達が絵になっているし、選せん択たく肢しのような文章まで見えてまるでゲームのような……。
















「げー……む？」

　その瞬しゆん間かん、頭の中でぐちゃぐちゃになっていたものが、一気に整せい頓とんされていくような感覚がした。

　音もそうだ。声や音楽。どれも聞き覚えがある。そして理解した。

　これは腐女子だった自分がプレイしたことのある『Ｆｌｏｗｅｒｉｎｇ　Ｓｅａｓｏｎ　─黒き薔ば薇らの学び舎や─』というＢＬゲームの世界だ、と。
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「兄ちゃんが主人公かあ」

　ＢＬゲームのだけど。しかも『十八禁』の。

　あらすじは『誰からも慕われるが、どこか人と距きよ離りを感じてしまう主人公の天地真が攻略対象キャラクター達とふれあいながら、学園生活を通して愛や苦く悩のう、自分の中にある激情を知っていく──』というようなものだった。

　行こう為い自体は激しかったように思うが、犯罪紛まがいなものは一部のバッドエンドルートにしかない、健全な方の人気作だったと記憶している。

『ＢＬゲームをやりたいならこれから！』というような、入門編的な存在だった。

　前世の僕のようにぜひとも初任給で、両親へのプレゼントと共に自分へのご褒美として購こう入にゆうしてほしい。

　しかし……今まで普ふ通つうに兄と暮らしてきたが、あの『主人公』だと思うと胸が躍おどる。

　イラストではなく実物となった姿を見ることができるなんて最高だ。だからこそ、余計に悔やまれる！

「付き合うまでの過程を生で見たかった！」

　交際するまでの紆う余よ曲きよく折せつ、ゲームでの本編部分となる一番脂あぶらの乗った美お味いしい時期を見逃したことが悔やまれる。

「もったいない……せっかくのチャンスが……」

　リアルな兄の悩なやましい姿を『邪じや眼がん』で見たかった。こんなご馳走、みすみす見逃すなんて腐女子失格だ！　……今は女子じゃないが。

『邪眼』というのは腐くさった目、ＢＬを美味しくいただくことのできる鷹たかの目、ホークアイのことだ。

　邪眼には『腐女子フィルター』も搭とう載さいされている。

　簡単に言えば『なんでもＢＬ化』だ。

　男子高校生が自転車に二人乗りをしている姿を見かけるだけで、瞬時にどちらが攻めか受けかを判断し、床上決戦中の様子を思い浮かべるまで二秒とかからないという機能は初級。

　昨今では物でも擬ぎ人じん化かし、決戦させるという機能も拡散している。

　妄もう想そうを加速させるという恐ろしいスイッチは自動ＯＮで、ＯＦＦは極めて入りにくいので注意が必要だ。テストに出るので覚えておいてほしい。

　とにかく兄が『主人公』、春兄が『攻略対象キャラクター』であることに気がつき、自分は主人公の弟だとわかった。

　ゲームには『弟』なんて出てこなかったが存在していたようだ。

　攻略対象キャラクターは四人。

　それぞれ『春夏秋冬』のうち一字が入っているのだが、『春』担当の春兄こと『櫻井春樹』と結ばれるルートで今に至いたっているのだろう。

　季節のイベントは必ず春兄と行っていたし、つい最近は珍めずらしくケンカをしていた。

　二人が結ばれる最後のイベントだったと推すい測そくできる。

　ゲームでの春兄と兄は、一度肉体関係を持ったがそれは成り行きで、そのときはまだ気持ちが追いついていなかった。その後、春兄は自分の気持ちに気づいて再度兄を求めたが兄は拒絶。

　これに傷きずついた春兄が、兄のことを想って考えた結果距離を置くことに。

　しかし、離はなれたことで春兄への気持ちに気がついた兄が告白して晴れて二人は気持ちも身体もひとつに、ゴートゥベッド！

　その時点ですでに兄は少なくとも二回はヤッ……うん。心の中で赤飯でも炊たいてお祝いしておきますね！

　美味しい時期を見逃したことには血の涙なみだを流すしかないが、ゲームでは見ることのできなかった『アフター』を見られるのは素晴らしい。

　春兄はゲームの中でも特に好きだった。攻略対象キャラクター達は皆好きだが、幼なじみという関係から変化する心理や葛かつ藤とうがとても美味しかった。

　前世の推おしカップルを間近で見ることができる喜び、プライスレス。
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　僕と兄が通う、ゲームの舞台である『華か四し季き園その学園』は私立の共学だ。

　ゲームでは女子は飾かざりや嚙ませ犬程度の存在だったが、現実になるとなんてことない普通の共学である。

　制服は白いシャツに紺こんのブレザーで、男子はネクタイで女子は大きなリボンを着用。下は『紺・水色・白』の寒色系のタータン・チェックのズボンとスカートだ。

　あと、制服のどこかに学年を表すピンを留めなければならない。

　このピンは薔薇の花びらがモチーフになっているのだが、花びら一枚が一年生、二枚が二年生、三枚が三年生となっている。

　制服が可愛いと人気だが規定の通りに着ている生徒は少なく、どこかを崩くずしたりアレンジしたりしているのがほとんどだ。

　それでは評判が正しいのか疑問に思うが、この制服はベースとして優秀でお洒しや落れな生徒が多い学校と解かい釈しやくすることにしよう。

　僕は割とまじめに制服を着ている方だが、ブレザーのボタンは開けている。

　兄はきちっとボタンも留め、カタログに載のっているような規定通りの完かん璧ぺきなスタイルである。

　春兄はブレザーは着ていないが、一応ネクタイは雑につけている。

　見た目は自由な学校だが、偏へん差さ値ち的にも家庭環境の面でも恵めぐまれている者が多く、周辺地域ではレベルの高い学校と認識されている。

　華四季園に通っていると言うと一目置かれるような扱あつかいだ。僕も兄の後を追いかけたくて必死に頑がん張ばったものである。

　といっても勉強は元からできる方だったので、そんなに苦ではなかった。これも『主人公の弟』というハイスペックな立ち位置の産物かもしれない。

　それにしても、やはり兄の人気は凄すごい。

　ＢＬゲームの主人公だが、イケメンなので腐っていない女子にも絶大な人気がある。

　しかし、兄にキャーキャー言っているお嬢さん方には気の毒どくですが、「兄には素敵な彼かれがいるのですよ！」と教えてやりたい。

　校庭の中心で叫んでやりたいくらいだ。

　兄と春兄がＢＬカップルだと気がついてからはドキドキの連続だった。帰宅して玄関に春兄の靴を見つけただけで呼吸困難になりそうになる。

「今日も今日ときているじゃないか、お盛んですなあ！」と。

　記憶が蘇よみがえってからは、「ただいま」を言わないようにした。帰ってきたことがわかると、兄達は情事を中断してしまうからだ。

『仲良し』を止めてしまうなんてそんな罪深いことは絶対にできない。ＢＬ保護法でいうと懲ちよう役えき刑けいは免まぬかれない重罪だ。

　そして何より、邪魔をしないことにより最高のご褒美がもらえるのだ。今日はどうだろう。

　気づかれないように気配を消して自分の部屋に入り、ソッと壁かべに耳を寄せた。

　……微かすかにだが聞こえる！

「春、樹……っ」

　兄の余よ裕ゆうがなさそうな声が聞こえた。今日は当たりの日だった。ご馳走様です！

　初めて聞いたときは歓かん喜きに打ち震ふるえつつも、実の兄の艶なまめかしい声を聞いてしまったという気まずさが少しあったのだが、慣れてしまえばただのご馳走になった。

　兄はイケメンで、背も低くはないし女性的でもない。そんな兄のイイ声はゲームで聞くよりずっとよかった。天使の産うぶ声ごえか……。

　何がいいのかと言われれば難しいが、腐女子だった頃なら「クソかわ死ぬ！　マジ掘ほりてえ！」と悶もだえ苦しんでいたことだろう。

　だが今はそっとスマホを取り出し、ヘッドフォンをつけて『音楽を聴ききながら寝ねちゃった僕』を演出する心こころ遣づかいができる子になった。

　実際、僕が帰ってきていたことに驚おどろいた兄が部屋を見にきて、寝ている（フリの）僕を見て安心していたことがあった。

　ごめん、兄ちゃん。本当は音楽かけずにガッツリ聞いていました。最後の一声、よかったですよ！

　うん、決めた。小遣いを貯めて高性能なボイスレコーダーを買おう。

　それにしても、兄達は隠す気があるのかないのかわからない。割と無防備だ。

　バレてもいいというスタンスでやっているのだろうか。どうカミングアウトしてくれるのか、密かに楽しみにしているんだけどなあ。
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　あまり興味のない朝の占いを見終え、テレビを消した。いつも通りの時間に出発だ。

　兄のラッキーアイテムがネクタイだったので、ぜひプレイに使ってほしいと思う。

　縛しばるもよし、目隠しをするもよし、口を塞ふさぐもよし。

　夢が無限に広がる万能アイテムだ。

　すでに実行ずみの可能性もある。今度兄と春兄のネクタイの皺をチェックするとしよう。

　僕の脳内は腐っているが、頭上に広がる空は青く清々しい。

　登校時間で多くの学生が歩いている光景も、これから一日が始まるという実感が湧くものだ。

　そして少し離れた前方には兄と春兄の背中が見える。

　ちらちらと見える横顔は幸せそうな笑顔。ラブラブで大変よろしい。でも、あんまり度が過ぎると怪あやしまれちゃうぞ。

「ねえ、アキ。最近、お兄ちゃんの様子がおかしいの」

　ほら、言わんこっちゃない。ここにも察知している子がいる。

『櫻井雛ひな』、華四季園の一年生で隣のクラス。僕の幼なじみであり、春兄の妹だ。

　春兄と同じ血を引いているだけあって整った顔立ちをしている。

　ぱっちり猫ねこ目めの瞳ひとみは春兄と同じ蒼色、化け粧しようをしていなくても綺き麗れいな桜色の唇くちびるは可か憐れんで、透すき通った白い肌はだの結構な美少女である。

　春兄と同じ黒で、肩けん甲こう骨こつあたりまである長い髪は絹きぬのように繊せん細さいで綺麗だ。『枝毛なんて一本たりとも存在していません』と書いてあるかのような艶つやだ。

　女の子らしくて間違いなく可愛い。羨ましい、僕も前世ではこうありたかった。

「おかしいってどういうふうに？」

「なんか浮かれているっていうか……彼女でもできたのかな？　真兄とか聞いてないかなあ？」

　そのうちの兄が『彼女』というか、『彼氏』なわけですが。

「さあ？　今日帰ったら聞いてみるよ」

「うん、ありがと。……ねえ、アキはどうなの？　そういう話」

「何？　彼女？　いると思う？」

「いたらびっくりしすぎて死んじゃう」

「だろ？」

　今は自分のことなどどうでもいい。兄達のことで忙いそがしいのだ。そういえば雛も当然人気があるのだが、なぜか浮いた話は聞かない。

「そういう雛は？　彼氏とかい……」

「いないわよ！」

「なぜキレたし……」

　話している途中でキレながらズンズン歩いていく雛。

　どうしたのだろう、毎月のアレでもきているのだろうか。二日目あたりか？

　男になった今はあの『腹に呪のろいでもかけられているんじゃないか』と思うような苦しみから解き放たれたけど、辛つらさはわかるよ。うんうん。

　しかし、兄達に『彼女ができたのか』と聞いたら、どんな反応をするのだろう。

　帰宅したらすぐにでも試してみよう。





[image: ]






　早く兄達に質問をぶつけたい僕は、朝からそわそわしながら授業を受けたのだが、今日に限って日直で遅くなってしまった。まったく焦じらしプレイはやめてください。

「ただいま！」

　玄関の扉を開けると……当然ありますね、春兄の靴。

　今日は久しぶりに『ただいま』を言ったのだが『おかえり』が来ないし、一階に人の気配はない。

　兄の部屋にいるようだ。ということは……励はげんでいるかもしれない。

　でも、今日は話が聞きたい。申し訳ないが邪魔をさせてもらおう。

　懲役刑を受ける覚悟で靴を脱ぬいだ。

　僕が帰ってきたことをわからせるために、無駄に一階でガシャガシャと音を立てて動いてからお菓か子しを持って二階に向かう。

　直行突とつ撃げきしようかと思ったが、床上決戦真最中だと気の毒だから身支度をする猶ゆう予よを与えてあげるというこの気遣い。僕ってデキる弟だなあ。

　足音を立てながら階段を上がり、アピールだ。弟はもうここまできていますよ！

　部屋の手前で一時停止、最終確認の声をかけた。

「兄ちゃん、春兄！　お菓子食う？」

　待っていると部屋の扉が少し開き、春兄がひょこっと顔を見せた。

「食べるよ、下で食おう」

　前世から持ち込んだ邪眼のせいかもしれないが若干息が乱れ、肌がツヤツヤしているように見える。

　春兄の顔しか見えないが、部屋の中では兄が生まれたままの姿になってはいませんか？　ちゃんとパンツを穿はいていますか？

「兄ちゃんの部屋で食べようよ。僕も入れてー」

　少し意地悪をしてみる。さあ、僕に現場検証させておくれ！

　窓を開けて換かん気きしたくらいじゃ駄目だぞ。消臭スプレーを使っても無駄だからな。

　警察犬のように察知し、どんなに洗い流しても血液に反応するルミノール試薬のように正確に証しよう拠こをあぶり出してやる。

「いや、下で食べるよ！　飲み物も欲しいし！　な？」

「そ、そうそう！」

　姿の見えない兄の相あい槌づちが聞こえた。今服を着ているのか？　春兄は僕を中に入れるつもりはないようで扉をがっしりと固定している。

　はい、黒です。十分だ、許してやろう……くくくっ。

「じゃあ、下で待ってる」

　まだ、お楽しみはこれからだしな。
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「お待たせ」

　当たり前だが、二人はちゃんと服を着て降りてきた。

　制服姿だったのでシャツのボタンがずれているという凡ぼんミスをしていないかチェックをしたが、そこは抜かりがなかった。

　乱暴に脱がせてボタンが取れてしまった場合も想定して確認したが、その点も大丈夫だった。つまらん。

　ネクタイの皺もチェックしようとしたのだが、残念ながらつけていなかった。いや、これは……使用して皺だらけになったから外してきたのか？

　……どこを縛ったのやら。『彼女』の質問よりもそちらを詳くわしく聞きたい。

　とはいっても実際に聞くわけにはいかないので、当初の予定通りの質問をしよう。

　前準備としてお菓子を広げ、それぞれ飲み物を用意してテーブルを囲んだ。雑談が始まりそうな空気だが無駄な話はいらない。早速直球を投げた。

「春兄、雛が心配していたよ。最近様子がおかしいって。彼女でもできたんじゃないかって」

「ぐふっ」

　いつもはクールビューティーな春兄が、飲んでいた炭酸のジュースを噴ふき出しそうになっていた。とても動揺していますね！

　兄の方は涼しい顔で優ゆう雅がにコーヒーを飲んでいるように見えるが、よく見るとカップを持つ手に力が入っている。

「そういえば、兄ちゃんも最近様子がおかしいよね？　兄ちゃんも彼女ができたの？」

「「……」」

　二人は完全に黙ってしまった。だが、僕は投球をやめない。むしろ畳たたみかける！

「っていうか最近よくきてるよね、春兄。もう毎日じゃない？　そんなんじゃ二人とも彼女なんていないかな？」

　さあ、どう返してくるか。意地が悪いのはわかっているが物凄く楽しい！　ニヤニヤするのを堪えるのに必死だ。

「俺達のことより、お前はどうなんだよ。クラスの女子がお前のこと可愛いって騒さわいでたぞ。かなりモテてるんじゃないか？」

「ええ？　僕？」

　確かに自分で言うのもなんだが、兄と似ているし顔面偏差値は高いはずだ。だが、僕はモテない。それはもう悲しいほどに。特に親しい女子といえば雛しかいない。

　告白なんてされたことはないし、いつも兄宛あてのラブレターの配達人だ。給料を請せい求きゆうしたくなる。

　なぜだ、解せぬ。ほぼ同じ顔なのに理り不ふ尽じんだ！

　まさか……身長か？　あと十センチ……兄と同じ百八十になったらモテる!?　牛乳に希望を託たくし……って話を逸そらそうとするな！　兄も乗るつもりのようだが逃がさないぞ。

「僕のことはいいんだよ。モテるといえば二人の方こそだろ！　なあなあ、どうなんだ？　周りからもいつも聞かれて大変なんだぞ」

「お前が恋バナ好きとは知らなかったよ」

「央もこういうことに興味持つようになったんだな」

「そんな母さんみたいなこと言ってないで、教えてよ。誰にも言わないからさ！」

　二人はどう答えるか迷っているようで、困惑した表情で目を合わせている。

　なんですか、アイコンタクトですか？

　仲がいいですね、見せつけてくれますね！

　作戦タイムをとってくれてもかまわないですよ。噓うそをつくか、無難にやり過ごすか。はたまたいっそカミングアウトするか。

　難しいですな。ゲームなら間違いなく分ぶん岐き点てんだ。

「実は……俺達、付き合っているんだよ」

　ワクワクしながら答えを待っていた僕に、春兄が素敵な笑顔で言った。

　僕は思考も身体も停止した。

　……今、なんて言った？　マジですか？　ま、まさかのカミングアウトコースですか!?

　誤ご魔ま化かされると思っていたから、どういうリアクションをすればいいかわからない。

　ポカンと口を開けて間抜けな顔をするしかなかった。そんな僕を見守っている二人は無表情だ。僕らの間に沈ちん黙もくが広がった。

「……なんてな。冗じよう談だんだ」

　静せい寂じやくを破やぶり、春兄はニヤリと笑った。

　もしかして……あれですか。冗談として言ってみて『様子を窺うかがう』ってやつですか？

　僕はまだ、どう反応すればいいのかわからない。

「……でも、本当だったらどうする？」

「え？」

　どこかぎこちない微笑ほほえみを浮かべた兄が問いかけてきた。

　一見穏おだやかな表情に見えるが、身体は強張っているように感じた。

　緊張しているのだろうか。小刻みに手が震えているのが見えた。

　どうしたのだろう、こんな兄を今まで見たことがない。驚きと戸惑いで、黙って兄を見つめることしかできない。

　何か反応をしなければならないと気持ちばかりが焦あせって、言葉が何も出てこない。

「……なんてね」

　僕が戸惑っていると静寂に耐たえきれなくなったのか、兄が春兄と同じように冗談ということで終わらせた。

　でも……兄ちゃん大丈夫!?　コーヒーカップがカタカタ鳴りだしているのですが！

　春兄も心配そうな視線を送っている。完全無欠の兄がこんなに動揺するなんて……。

「ごめん、変なこと言って」

　苦笑いを浮かべながら謝る兄の表情を見て、チクリと胸が痛んだ。

　この弱々しい笑顔の原因に思い当たったのだ。

　僕に嫌きらわれたり、反対されたりしたらどうしよう、って思っている？

　あー……ごめん、兄ちゃん。心底申し訳ない気持ちになった。

　二人にとっては大事な問題で真剣な話なのに、面白がってしまった。凄く自己嫌けん悪おだ。

　僕と兄は一般的な兄弟より仲がいいと思う。両親は共働きで同じ会社に勤めているのだが忙しくて滅めつ多たに家にいない。

　兄が高校生になってからは二人揃そろって月単位で長期出張をするようになり、今もずっと家を空けている。

　気がつけば兄と二人でいることがほとんどだったし、歳としは二つしか違わないが僕は兄に育ててもらったようなものだ。

　何か困ったことや相談したいことがあったら両親よりもまず兄に相談するし、僕は兄が大好きだ。

　兄の方も僕を、手のかかる弟だと笑いながらも可愛がってくれている。

　そんな世話を焼いてきた弟に二人の関係を反対されるかもしれないと思ったら、緊張するのは当たり前だ。

　兄をちらりと盗み見ると誤魔化すように笑ってはいるけれど、やはり心細そうな表情をしていた。どうしよう、なんとかしなければ。

「えっと、二人が本当に付き合っていたとしても、いいと思うよ。不思議じゃないし」

「「え？」」

　二人が同じ表情で固まった。

　言葉は聞こえたが僕の真意がわからず、戸惑っているように見える。

「昔から兄ちゃん達『ニコイチ』っていうか、いつも一緒じゃん。だから『付き合っています』とか言われても違い和わ感かんないっていうか。まあ、びっくりはするけど」

　反省した結果、僕も冗談交じりで自分の気持ちを話すことにした。

　二人が付き合っていることを『冗談ですませた』ということは、まだ僕に全てを話すつもりはないのだと思う。

　だとしたら僕はちゃんと話してくれるまで待つことしかできないが、どんなことがあっても『兄や春兄を嫌悪することはない』ということは知っていてほしい。

　さっき言ったことは兄達に対する本音だ。多分、前世のことを思い出していなくても、同じことを言うと思う。

　だから兄ちゃん、僕のことは気にせず春兄と幸せになってください。

「ははっ！　それでいいのかよ」

「央らしいな」

　二人は呆あきれたように笑ったが嬉うれしそうだった。

　兄の動揺も収まったようで、手の震えも止まっていた。

『二人の関係に否定的ではない』、ということは伝わったようだ。

　前途多難な二人には、もう少し時間が必要だと思うので大人しく見守りたい。「応援しているよ！」って伝えたいけど、それはまだ取っておくことにした。

　でも、見守る間も「覗き」はさせていただきます。

　雛には「彼女はいないみたいだけど、好きな人でもできたんじゃない？」と話しておいた。

「好きな人って誰？」と聞かれたが……言えねえよ！

　春兄、自分の身内は自分で頑張ってくれ。多分春兄サイドの方が前途多難だな。

　兄達のことは、僕の中で一区切りがついた。温かく見守るというスタンスで。

　そこでふと、『あること』を思い出した。

　兄に選ばれなかった、残り三人の攻略対象キャラクター達のことだ。

　この世界で実際にはどうなっているかわからないが、ゲーム通りであれば今頃は失恋に胸を痛めているだろう。

　心中お察しします。失恋、せつないですね。どこかの芸能人がテレビで言っていました。

　恋を失った心を癒いやせるのは新しい恋だけだ、と。

　新しい恋、早く見つかるといいですね。

　失恋キャラ達を心の中で励ました。

　……励ましつつ、『今、彼らはどうしているのだろう』と気になった。

　兄達のように、彼らもイラストではなく実物になっている。

　この世に存在して生きているのである。ということは……。

「アフターストーリーを見ることができるじゃないか！」

　そうだ、兄達だけじゃない。彼らにも『その後』はあるのだ。

　主人公に選ばれなかった『消しよう滅めつしたルート』のその後だなんて、ゲームでは絶対に知ることができない。知りたい……これは確認するしかない！

　いや……これはきっと、僕に与えられた使命なのだ。恋に破れた失恋キャラ達を見守るために僕は転生したのだ。そうに違いない！

　使命は全うしなければなるまい！

　神よ、僕は必ずこの大役を果たしてみせます！







　この続きは現在配信中の『ＢＬゲームの主人公の弟であることに気がつきました』にてお楽しみください


(C)Yui Hanaka 2017
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